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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私が自分の心しん臓ぞうに異い変へんを感じたのは、高校三年生の冬だった。

　なんとはなしに強い不安があり、親に黙だまって病院に行った。検査を受けた結果、両親を呼ぶように言われた。しつこく問い詰つめると、治る見込みが少ないこと、仮かりに延えん命めいを望むにしても莫ばく大だいな治ち療りよう費ひがかかるであろうことを知らされる。

　私の運命が決まったのは、その告こく知ちを受けた時だろうか。

　或あるいは、訪れた先の病院で彼女と再会した時だろうか。

　丁ちよう度ど二年前、ふらりと家に訪れた──不ふ思し議ぎな少女と。




　　　　　　　　　　※




　自分が死ぬという未来を知ったとしても、更さらにその先がどうなるかなどわからない。

　だから私は最さい善ぜんを尽つくそうとした。みんなが不幸にならないように。

　けれどそれが、本当に『みんな』のためだったかどうかは自信がなかった。

　私自じ身しんの願がん望ぼうがあったかもしれない。無む意識のうちにエゴで動いていたのかもしれない。

　家族や友達に黙って街から離れ、逃げ出すように移り住んだ屋や敷しきの中で、私はずっと、そんな詮せん無ないことばかり考えていた。

　屋敷。つまり、あの娘むすめの家──鈴すず鹿かの一族の本ほん家け屋敷だ。

　十八歳さいの冬から二は十た歳ちになる直前、つまり私の病やまいが発はつ覚かくしてから死ぬまでの二年間、私はそこに暮らしていた。人ではない別の異い種しゆ族ぞくたちが暮らす、隠かくれ里ざとに。

　私の部屋は離れにあった。

　生活には不自由しなかった。衣い食しよく住じゆうのすべてを本家に賄まかなってもらっていたし、本や遊ゆう具ぐなどなにか望む物があれば与えてくれもした。ただ、外出だけは許されなかった。人間の女を立ち入らせてはならないという里の掟おきてにより、私の行動は制せい限げんされ、存在も隠いん匿とくされていた。

　もっとも、病を患わずらっている私は外出して歩き回ることも満足にできず、一日の大たい半はんを床に臥ふせっている状態だったから問題はなかった。

　私が里で暮らしていることを知っていたのは、ごく一部の者たちだけだ。

　頭とう首しゆ夫ふ妻さいと、私を里に連れてきた本人である、あの少女──木こ春はる。

　本家には次女がいるということだったが、私は彼女の顔も見たことはなかったし、向こうも私の存在は知らされていないようだった。同じ家に住んでいるというのに変な話。「離れに立ち入ってはならない」と言い聞かせられていたそうだが、好こう奇き心しんが優ったりはしないのだろうかと不思議だった。きっと、とても真ま面じ目めな娘だったのだろう。

　唯ゆい一いつの例外は、檻おり江えだった。

　私が寂しさを紛まぎらわせるために諳そらんじていた詩を壁かべ越ごしに聞きつけて話しかけてきた、喪も着ぎ絶ちの家『えそな』の娘──私と同じ、里においてたったひとりぼっちの子。

　外に出ることのできない私にとって、彼女との語らいはとても楽しいものだった。もちろん檻おり江えのことは、それこそ木こ春はるにすら言えない私だけの秘ひ密みつだったけれど。

　それ以外の時間は、友人や家族のことをいつだって考えていた。

　高校のクラスメイトたち。特に、一いつ緒しよの大学に行こうと約束した親友のこと。約束を破ることになってすまないと思う。謝りたかったが、それすらも叶かなわないのはつらかった。

　父は、母は、弟はどうしているだろうか。私がいなくなってしまったせいで泣き暮らしてはいないか。捜そう索さく願ねがいも出ているかもしれない。いや、きっとそうなっているだろう。

　ごめんなさい、と何度も心の中で繰り返した。

　もちろん、これは、この失踪は自分で決めたことだ。

　治るとも限らない私の病やまいに対して、両親に入院費ひや治ち療りよう費ひを払わせるのは心苦しかった。そのせいで弟の将来が狭められてしまうかもしれないのも厭いやだった。家のローンだって残っているのだ。今の生活がめちゃくちゃになってしまうのは容よう易いに想そう像ぞうがつくし、その結果得えられたものが私のほんの数年の延えん命めいだなんて、笑うに笑えない。

　だったらいっそ、姿すがたを消す方がマシだと思った。

　事件や事故に巻き込まれたとされれば心配をかけてしまうだろうが、それでもはっきりとした死し別べつと違って『生きているかもしれない』という希望は残る。

　家いえ出でだと思われればもっといい。あいつはこの田舎いなか町に嫌いや気けが差して、東京かどこかへ出て行ってしまったのだと、もしみんながそういうふうに私のことに失しつ望ぼうし諦あきらめてくれるのであれば、誰だれも不幸にならずにすむかもしれない。

　それが、苦く渋じゆうの末にくだした結けつ論ろんだった。

　けれどやっぱり、最さい善ぜんだったかどうかはわからない。

　私の行動は本当に正しかったのか。寝ても覚めても、病の発ほつ作さに苦しんでいる時でさえ、何度も何度も自じ問もん自じ答とうを繰り返し続けた。

　失しつ踪そうなんてすべきではなかったのではないか。いっそ自殺でもした方がよほど潔いさぎよかったのではないか。それができなかったのは、ただ私のエゴによるものではないのか。自らの死や病と向き合うことさえせず、遺のこされる人たちの思いを受け止めることから逃げ、楽な道を選んだだけだったならば──『みんなのためを思って』なんて、みっともなく最低な韜とう晦かいでしかない。

　そんな私を慰なぐさめるようにして、木春はいつも言ってくれていた。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。お前が死んでしまっても身体からだは残る。

　──いつかきっと、わたしとお前と景けい介すけと、三人で暮らせる日がきっと来る。

　鈴すず鹿か。

　人ではない、あやかしと呼ばれる一族。

　その次期頭とう首しゆである彼女が弟を、景介を見み初そめた日のことは今でもはっきりと思い出せる。

　冬の寒い日。

　雪の中、いつの間にか庭にいた小さな少女を、私は美しいと思った。

　二年を経て彼女に再会できたのは偶ぐう然ぜんだろうか。

　私を診しん察さつしてくれた医い院いん長ちようの先生が鈴すず鹿かの一族かかりつけのお医者さまだったことと、木こ春はるがたまたまそこへ定期検けん診しんに来ていたことは確かに偶然だったろう。

　でも、私が死に至る病やまいに冒おかされていたのは必ひつ然ぜんかもしれない。そして、家に帰りたくないと零こぼす私に、彼女が「里に来るか？」と笑ってくれたことも。

　どちらにせよ、木春たちの一族が不ふ思し議ぎな力を持っていたのは運命だと思いたい。

　わずか二年の間に驚くほど成長したあの少女は、まだ幼いまでも、やはり美しかった。

　あと三年、いや二年も経たてば、きっと誰だれもが見み蕩とれるような娘むすめへ成長するに違いない。見み届とどけられないのは寂しいけれど、その役目は弟に譲ゆずろうと思った。

　──雪の日に出会ったお姫ひめさまが、美しく成長して男の子を迎えに行く。

　なんて、素す敵てきなロマンスなのだろう。




　　　　　　　　　　※




　呼吸の浅い病びよう床しようにありながら、私は夢を見ている。

　十年後の夢だ。

　弟は、景けい介すけは、かっこいい男の子に育っている。

　贔屓ひいき目めかもしれないけれど顔立ちはたぶんそれほど悪くないと思うし、性格も素直だ。美しい少女の傍かたわらで照れたようにはにかむ弟の姿すがたは、きっと微笑ほほえましい絵になるだろう。

　そしてその時、彼らの背後には私が控えているのだ。

　ひっそりと誰だれにも知られずに死にたいという私の願いを叶かなえてくれた木春と、私の大事な弟である景介。『くさりめ』になってふたりを見守りながら、私はそこに存在し続ける。

　死んでしまっていても構わない。

　記き憶おくは残らないと聞いているけれど、そんなのへっちゃらだ。




　そうだ。

　もうすぐこの世からいなくなってしまう私──霧きり沢さわ雅みやびは。

　未来がどうなるかなんて、わからない。わかり得なかった。

　だからこそ、夢を見た。

　想そう像ぞうできる最高の未来を、希望とともに思い描いていた。
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　　　　　　　　　　１




　五月。

　ゴールデンウィークが明けた直後の学校は総じて気け怠だるい雰ふん囲い気きのまま、それでも平へい常じよう運営へと戻りつつある。午前中はどうにも眠そうな顔で授業を聞いていた生徒たちも、同じ服を纏まとった同年代の人間が机を並べている、という休日とは明らかに異なった空気に引き摺ずられ、昼休みに差し掛かる頃には既すでにいつもの学園生活へ感覚を戻し始めていた。それでも「だるい」だの「面めん倒どうだ」だのの会話があちこちで交わされているのは、愛あい嬌きようのうちだろうか。

　二年Ｃ組の教室、隅すみの席に座った彼らもその例に洩もれない。

「だいたい、休みだからって昼夜逆ぎやく転てんさせるからよくねえんだよ」

　弁べん当とう箱ばこの隅すみに残ったご飯はんをぞんざいにかき込みつつ、荒あら木き聡そう太たはしたり顔でそう言った。

「調子に乗って昼間まで惰だ眠みんを貪むさぼったりするから、いざ朝あさ方がたに戻さなきゃなんねえ時につらくなる。タモさんの笑顔と一いつ緒しよに目を覚ますような生活のツケを払った結果が今日のざまだ」

「そういう荒木は、休み中何時に起きてたのさ」

　胡乱うろんな目付きでパンを齧かじりながら、宮みや川かわ英えいが眉まゆをそばだてる。

「きみこそ、休みだからって昼夜逆転の生活しそうな性格の典てん型けいに見えるけど。ね、景けい介すけ」

　同意を求めてくるので、霧きり沢さわ景介は頷うなずいた。

「まったくだ」

「は、舐なめんなよ？　お前ら」

　不ふ敵てきな笑えみとともに荒木が鼻を鳴らす。

「長年に渡って睡すい眠みん不足を味わってきた結果、この俺おれは最近新しい技を開発した。休み明けの前々日の夜にな、寝なきゃいいんだよ。徹てつ夜やの挙あげ句く夕方までぶっ続けでゲームしまくって、そのまま意識を失うと気付いたら朝って寸すん法ぽうだ！　どうだこれ。完かん璧ぺき過ぎる」

　得意満まん面めん。

「うわあ……」

　荒木の顔とは対たい照しよう的に英が無む表情になった。

「凄すごいなあ。荒木は頭がいいなあ」

　棒ぼう読よみで呟つぶやく。

「なあ、アホの荒木」

　続いて景介は、同情的な視線を彼へと向ける。

「お前のそのめでたい頭を少し分けてくれ。あと、ひねもすゲームし続ける無む駄だな体力も」

「そうだね。僕らならもう少し有ゆう効こう活用できそうだし。あ、頭じゃなくて体力の方ね」

　英が景介に追つい従じゆうした。

「それに、ちゃんと生活を朝あさ方がたに戻したって、授業中に居い眠ねむりしてちゃ意味ないよ」

「な……宮みや川かわ、てめえなんでそれを……！」

「あ、図ず星ぼしだったんだ。やっぱりね」

　鎌かまかけにあっさりと引っかかる荒あら木き。

「どうせそんなことだろうと思ったよ」

　ふたつ隣となり、二年Ａ組で荒木に飛ばされたであろう教師の罵ば声せいは、無む論ろん、ここＣ組にまで届いていたはずもない。が、その時の様よう子すは容よう易いに想そう像ぞうできる。

「お前さ、寝ね過ぎでも眠くなるって知ってたか？」

　景けい介すけは荒木に言った。

「夕方からなら、たっぷり十二時間か。そんだけ夢の中にいたら昼間に眠いのは当たり前だ」

「ち……なんだよお前ら」

　荒木は悔くやしげに舌した打うちする。

「せっかく名めい案あんだと思ったのによ」

「……本気だったんだ」

　呆あきれを通り越した気の毒そうな顔をして、英えいが溜ため息いきを吐つき、

「いっそ尊そん敬けいするな」

　景介が短くそう評した。

　と、その時、背後から「霧きり沢さわくん？」と声がかけられる。

「ん？」

　振り返った。

　そこに立っていたのは、やや長身の少女──字あざ森もり雛ひな子こだった。

「どうした、字森」

　栗くり色いろの髪かみの毛に涼すずやかな目め鼻はな立ち。春からクラスメイトとなった彼女は、深しん窓そうの令れい嬢じようとでも形容するのが相応ふさわしいような容よう姿しをしている。荒木が俄にわかに色めきたち身をただしたのも無む理りはない。だが、今の彼女はその清せい楚そな顔を僅わずかに曇らせ、不安げにこっちを見ている。

　景介がきょとんとし、

「なにか用か？」

　問うと、

「霧沢くん、あのね」

　自分の胸の前で片手を握り、字森は切り出した。

「棗なつめさんのことなんだけど……」

　困ったように、思い悩んでいるように、眉まゆをひそめつつ、

「学校休み始めて、もう半はん月つき以上になるわ」

　──木こ陰かげ野の棗。

　字あざ森もりと彼女は同じ部活で、親しい友人関係にある。ずっと登校してきていない木こ陰かげ野ののことを心配するのも無む理りはない。

　景けい介すけの目を見ながら、字森雛ひな子この表情は浮かなかった。

「なにか知らない？」

　だから、景介は苦く笑しようした。

「なんで俺おれに尋きくんだよ」

「だって霧きり沢さわくん、棗なつめさんと仲がいいでしょう？」

「つっても、字森ほどじゃねえよ。お前が知らないことを俺が知ってるはずもないさ」

　肩を竦すくめる。

「野の田だはなんて言ってた？」

　木陰野のクラスの担任の名を出すと、

「ええ。家庭の都つ合ごうでちょっと休むって連絡があった、って」

「なら、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？」

「でも……携けい帯たいにも出ないのよ。親おや御ごさんがご病気だったりするのかしら。だったら……」

「わからん」

　字森の言葉を遮さえぎり、首を振る景介。

「連れん絡らくがないってことは、それなりの事情があるんじゃないか？　お前に気を遣つかって欲しくないとか、親と旅行でも行ってるか」

「やっぱり、そうなのかしら」

「あんまり思い詰つめんなよ。そのうち落ち着いたら、ひょっこり顔かお出すだろ」

「でも、勉強もどんどん進んでるし……」

「そんときゃ、お前が教えてやればいいさ」

　字森は少しだけ沈ちん黙もくするが、すぐに「そうね」と頷うなずくとその場を去っていく。それでもやはり不安は拭ぬぐえないらしく、表情は晴れないままだった。

「……おい、性しよう悪わるメガネ」

　と、彼女の後ろ姿すがたを見送りつつ息を吐いたところで、不ふ意いに荒あら木きが口を開いた。

「どうしたんだ？　お前」

「なにがだよ」

「お前、あんな美人に随ずい分ぶんとつれないじゃないか」

「そう？　景介はいつもこんな調子だよ」

　そっけない英えいだったが、荒木は釈しやく然ぜんとしない様よう子すで、

「そりゃ、こいつの口と態度と根こん性じようがねじ曲がっちまってるのは周しゆう知ちの事実だよ」

「余よ計けいなお世せ話わだアホ」

「でもな……」

　景けい介すけが混ぜ返すのを無視し、詰きつ問もんするように、目を真まっ直すぐに見み詰つめてくる。

「最近のお前、ちょっとおかしいんじゃねえか？」

「……あ？」

「『あ？』じゃねえよ。なんか変だって言ってんだ」

　景介は眉まゆをひそめる。

「俺おれのどこがどう変なんだよ。お前の言う通り、口と態度がよろしくないのは俺の生まれつきだ。それを変って言うなら……」

　少しだけ声を荒げた。抗こう議ぎの意味を込めていた。

　だが、荒あら木きはそんな景介の態度を無む視しする。

「そこじゃねえ。そういうこっちゃねえんだよ。なんつーかな。上う手まく言えないけど」

　もどかしげに頭をがしがしと掻かきながら、うーん、と唸うなり、言った。

「今の美人さんに対する態度だけじゃねえんだ。昼休みとか、放課後ごとか……とにかく、全体的にだよ。確かに表面上は変わらないように見えるぜ？　でも、やっぱ違う」

　景介は僅わずかに目を伏せた。

「お前ひょっとして、なんか悩みでもあるんじゃねえのか？　そういやこの前、三日ばかし学校休んだことと関係あるのか」

「おい、アホの荒木」

　だが──顔を上げた時にはもう、唇くちびるの端はしに笑えみができている。

「随ずい分ぶんとご親切じゃねえか、珍めずらしい。お前が心配してくれるなんざ、気持ち悪いぞ」

「言うに事欠かいて気持ち悪いってなんだこのバカ！」

　軽かる口くちのように、罵ば倒とうのように、景介は感謝の言葉を口にした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。特に問題はねえさ。気の回し過ぎだ」

　努めて平静を装よそおいながら。

　荒木は「そうか」とだけ呟つぶやき、黙だまり込んだ。

　英えいは僅わずかに視線を宙に泳がせたまま、なにも言わない。

　だから景介も薄く笑み、わざとらしく肩を竦すくめてみせる。




　それから──。

　荒木も英も景介の態度については二度と話題にせず、いつも通りの午後を過ごした後、あっという間に放課後ごが来る。

　景介の家の近所にはこの学校へ通う同学年はおらず、故ゆえに一年生の頃から誰だれかと一いつ緒しよに帰るという習しゆう慣かんを持たない。たまに気が向けば英をはじめとしたクラスメイトたちと放課後に残ってだらだらと会話などするのだが、ここ最近はそういうこともない。

　友人たちに「じゃあな」と挨あい拶さつをすると、景介は足あし早ばやに校舎を出た。

　仲のよさそうな女の子のグループ。部活に行こうとする男子連れん中ちゆう。ふたりで歩く恋人同どう士し。知った顔、見知らぬ顔、雑ざつ多たな集団の脇わきを通り過ぎながら、ひとりでの帰き路ろだった。入学の頃から繰り返している行為で、それ自体にはなんの感かん慨がいもない。寂しいとも思わない。けれど、いや、だからこそ、このたったひとりでの下校にどうしようもない空くう虚きよさを感じてしまう。

　理由はわかりきっている。ただ、考えたくはなかった。思し考こうを停止し機械のように日常を過ごす──それが今の景けい介すけの望みであり、生き方だ。




　あれから、半月ほどが経たっていた。




　木こ春はるが景介のために起こした、鈴すず鹿かの一族に対する叛はん乱らん。

　それにまつわる木こ陰かげ野のの両親の死。

　棺かん奈なとなった姉──雅みやびのこと。

　そして、秋あき津つ依い紗さ子こ。

　景介はあの後、放ほう心しん状態で家に連れ帰られ、そしてそのまま、すべてから逃げ出した。

　字あざ森もり雛ひな子こに木陰野棗なつめのことを知らないと言ったのは事実だ。木陰野だけではない。型かた羽はや檻おり江え、夭よう、通つ夜や子こ、そしてあいつ。彼女たちが今どうしているかを、景介は知らない。

『ひじり』の手引きでどこかに隠かくれているであろうことは想そう像ぞうがつくが、ひょっとしたら既すでに全員が木春たちの手によって殺されているかもしれない。いや、それはないか。もしそうなったら、成長した木春が自分を迎えにくるだろうから。

　だから──自分はもうなにかをする必要はない。

　木春たちが勝てばそうなるだけのことだし、あいつらが勝てばこのままだろう。もはやそこに景介の意い思しや行動が介かい在ざいする余よ地ちもない。

　そう考えていた。

　正確には、そう考えることしかできずにいた。

　荒あら木きの指し摘てきは正しい。よく景介の変化に気付いたものだと思う。

　まったく、普ふ段だんはうすらとぼけたアホのくせに時々妙みように鋭いから始し末まつが悪い。考えてみれば英えいも、わざとそ知らぬ振りをしていたのかもしれない。……たいした友人を持ってしまったものだ。こんな時にその鋭さが発はつ揮きされなくてもいいものを。

「『ちょっとおかしい』……か」

　それはそうだろう。今の景介は、ただの抜け殻がらに過ぎないのだから。

　空虚な気分を抱えたまま、ひたすらに日常生せい活かつへと没ぼつ頭とうし、なにも考えずに毎日を過ごす。文字通り、中身はない。中身を持ってはならない。中身を持っていては、生きられない。ただいつも通りの自分を、景介自じ身しんの思い描く『性しよう悪わるメガネ』を装よそおうことにだけ神しん経けいを使っていれば、他のすべてを遮しや断だんしていれば、どうにか生きていられる。

　感情をひた隠かくしにし、殺す。

　それはまるでかつてのあのひとのようだなと、考えかけてすぐにやめた。

　そんな思し考こうがちらついたのは、今いま歩いている公こう園えん沿いのこの道が、彼女と初めて出会った場所であったからか。それとも、視し界かいの端はしに──、

「……あ」

　──その彼女が、誰だれかを待っているかのように立ち尽くしていたからだろうか。

　白しら州す高校の制服姿すがた。

　中学生くらいにしか見えない、小こ柄がらな身体からだと幼い顔立ち。一いつ見けんしてなにも考えていないような薄い表情。それでもこちらを認めた瞬しゆん間かん、眉まゆを寄せ、困ったように、苦く悩のうするようにぎゅっと唇くちびるを咬かみ締める。

　檻おり江えは、言った。

「景けい介すけ」

　半月ぶりの再会。

　返事を発するのに、景介は三十秒を費やした。

「……、なにしてるんだ、こんなところで」

　檻江は応えない。

　ただゆっくりと、フェンスに預けていた背を離し、歩いてくる。

「景介」

　もう一度、名を呼んできた。まるでそれ以外の言葉を持たないかのように。

　名を呼ぶ以外にどうすればいいのかが、わからないかのように。

「……こんなところを」

　だから景介は心の奥を浚さらい、どうにかして会話を捻ひねり出す。

「出歩いても、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ううん」

　檻江は首を振った。

「砂さ姫きさんに無む理りを言って出てきた」

　随ずい分ぶんと久しぶりのような気がする彼女の顔、自分を見上げてくる大きな瞳ひとみ。

　不ふ意いに、雑ざつ多たな思いが疑問の形になって溢あふれ出てきた。

　木こ陰かげ野のはどうしているだろう。最後に交わした会話がどんなものだったか、景介は忘れてしまった。両親の死からちゃんと立ち直れているのか。

　型かた羽はは。あの生なま意い気きな子供は、半月前まえのあの夜、別れる間ま際ぎわ、何な故ぜか泣きじゃくっていたような記き憶おくがある。何故泣いているのかは尋きけないままだった。

　そして、あいつ。あいつは──。

　状況は変化を見せているのか。繁はん栄えい派は、木こ春はるとの争いはどうなっている？

　裡うちに生じたそれらの疑問を、景けい介すけは口にすることができなかった。

　尋きいてはいけない。関わってはならない。自分はもう──関係ない。

　唇くちびるを引き結んで目を逸そらした景介に、檻おり江えもまた俯うつむいた。

　しばらくの沈ちん黙もく。

　景介はなにを言えばいいのかわからず立ち尽くす。

　対する檻江はしかし、やがて、

「……、ねえ、景介」

　小さく、怖おず怖おずと、口を開いた。

「ごめんなさい」

「え……？」

　謝しや罪ざい。

　それは景介にとって意い外がいな言葉だった。だが、檻江にとってはそうでなかったようだ。

「私、気付かなかった。雅みやびお姉ねえちゃんのこと、わからなかった」

　さっきの沈黙は、決心するために時間が必要だったからか。一度発はつし始めた声には澱よどみがなく、はっきりと、それでいて真しん摯しに。

「私が気付いてれば、景介が悲しい思いをすることもなかったんだよね。だから……」

　雅。

　景介の姉。檻江のかつての友人。それは、棺奈のこと。

　そこでようやく景介は気付く。檻江が自分へ会いに来た目的がなんなのかに。

　彼女はたぶん、あの夜からずっと罪ざい悪あく感かんを持っていたのだ。

　棺かん奈なが霧きり沢さわ雅みやびであることがもっと早く判はん明めいしていれば、檻江が勘かん付づいていれば、もしかしたら木こ春はるの正しよう体たいも明らかになっていたかもしれない。

　だから彼女は悔くいていたのだ。

　あの夜の結果に対して。なによりも、景介に対して。

「雅お姉ちゃんがすぐ傍そばにいたのに。私、景介に……」

　けれど。

　ああ、けれど──、

「……違う。違うよ、檻江さん」

　その後こう悔かいは、謝罪は、景介にとって救いにも癒いやしにもならない。

「俺おれは……違う。俺は、そんなんじゃないんだ」

　返答にすらなっていなかった。でも、上う手まい言葉が見付からない。

　姉のことは彼女のせいではないし、景介自じ身しん、誰だれかに転てん嫁かするつもりなど欠片かけらもない。

　だってあれは、まず自分が気付くべきことだったのだから。

　壁かべ越ごしに声だけしか聞いたことのなかった檻江が責を感じる方がどうかしている。生せい前ぜんとは声せい質しつも喋しやべり方も異なってしまった相手のことがどうしてわかるだろう。

　あれは自分の──他ならない、霧きり沢さわ景けい介すけの責任なのだ。

　そうだ。

　自分のせい。なにもかも、俺おれのせいだから。

　大おお元もとを辿たどれば、木こ春はるが叛はん乱らんを企くわだてたのは自分と出会ってしまったからだ。

　里さとが焼かれたくさんの一族が死んでしまったことも木こ陰かげ野のの両親が殺されたことも、すべてはそこに帰き結けつする。姉がいなくなったのもひょっとしたら木春が無む理り矢や理り連れ去ってしまったからかもしれない。霧沢雅みやびが霧沢景介の姉でなければ起きなかったことかもしれない。そんな自分が、果たして誰だれを責められるというのだろう。

　それに、他人に責任をなすりつけてしまうとどうなるのかは身を以もつて知っている。

　結果として生まれるのは、新たな犠ぎ牲せい者でしかない。

　……秋あき津つ依い紗さ子このような。

　だから景介はすべてを遮しや断だんしたのだ。

　なにもかもを忘れ、なにもかもから距離を置き、日常生せい活かつを機械のように送ろうと決めた。それを楽しむつもりも毛もう頭とうない。人殺しが人生を楽しんでいいはずがない。

「檻おり江えさんが気に病やむ必要はないよ」

　景介は笑った。ここ最近、学校でそうしているように、感情を込めない空くう虚きよな破は顔がんを。

「俺のことは構わずにいてくれればいい。全部、俺のせいなんだから」

「……けい、すけ？」

　今度は檻江が困こん惑わくした。なにを言っているのかわからない、という顔で。

　説明はしない。

「むしろ、恨うらんでくれた方がいいよ。その方が……」

　苦しむことができる。

　自分を──苛さいなめる。

　檻江に一いち瞥べつを送り「じゃあ」と歩き始めた。

「早く帰った方がいい。出歩くのは危険だから」

　傍かたわらを通り過ぎる。彼女は動かない。呆ぼう然ぜんとしているようだ。

　景介は足を早めた。

　背中に感じる彼女の視し線せんから、一いつ刻こくも早く逃れるために。




　幸いなことに檻江は追ってこなかった。追えなかったのか、それとも景介を見下げ果てたのか。後者であることを祈りつつ帰き宅たくすると、いつものように自分の部屋へ行く。

　母親がキッチンにいたのでドアを僅わずかに開け、挨あい拶さつだけはしておいた。母はソファに寝ね転ころんだまま「おかえり」とだけ返す。仕事が休みなのでだらけているようだ。

　両親が景けい介すけの変化に気付いていないのは幸いだった。問い詰つめられてもなにがあったかなど説明できるはずもない。

　それに、ここ半月、景介の生活は実に模も範はん的な高校生そのものだった。外出も外がい泊はくもせず、真まっ直すぐ家に帰る。ついこの間までの、勉強という名めい目もくで彼女とやらと遊びほうけているような状態から一いつ転てんして、親にとっては実に好ましいはずだ。

　ひょっとしたら親がなにも言ってこないのは、件くだんの彼女となにかあったとでも思っているからなのかもしれない。あながち間違いではないから始し末まつが悪いなと苦く笑しようした。

　夕食時になり、食事を済ませて入浴し、それから自室に戻る。年とし頃ごろの男子高校生の例に洩もれず、景介にはリビングで親と一いつ緒しよにくつろぐ趣しゆ味みはない。親は課題でもやっていると思っているだろう。実際は部屋でただ漫まん然ぜんと時間を消しよう費ひしているだけなのだけれど。

　だが今日はどうも、そうさせてくれないようだった。

　午後九時過すぎ。

　やる当てのない課題を机に広げてぼうっとしていた時、携けい帯たい電話が音と振動を発し始める。

　着信メロディだけで、景介の心しん臓ぞうは止まりそうになった。

　ドアーズの『ハートに火をつけて』。

　グループ設定しているその曲は、鈴すず鹿かの一いち族ぞく関係者からの電話を意味していた。

「……っ」

　息を止め、ディスプレイを見、誰だれからのものかを確かく認にんする。

　正直なところ、出るかどうしようか、かなり迷った。

　話をしたくない。彼女の声を聞くのが恐い。彼女がなにを考えて景介に電話をしてきたのかなんて、想そう像ぞうさえしたくない。

　このまま電源を切ってしまえば逃れられる。目を背そむけていられる。

　──どうするか。

　たっぷり十五秒ほども迷ったが電話が鳴り止やむ気け配はいはなく、だから景介は携帯を手に取り、震える手で通話ボタンを押した。

　もしもし、とは言えなかった。

　代わりに聞こえてきたのは、

『霧きり沢さわ？』

　怒っているのか、それとももっとどす黒い感情によるものか。少なくとも決して機き嫌げんのいいものではない声こわ音ねで──木こ陰かげ野の棗なつめが、そう問うてきた。

「……ああ」

　応える。それ以外になにも言えない。

　なんの用だ、とか、その後どうしてる、とか、そんな挨あい拶さつができる訳わけもない。何な故ぜなら彼女の家族は、景介が殺してしまったようなものなのだから。

　景けい介すけの単純な返答に、木こ陰かげ野のが息を吸う気け配はいがした。

　一いつ拍ぱく置いて単たん刀とう直ちよく入にゆうに、

『檻おり江えさんが会いに来たでしょ？』

　問うてくる。

「ああ」

　いきなり電話がかかってきたのはそのせいか。

　責められるのかもしれない。早はや鐘がねを打つ心しん臓ぞうの鼓こ動どうと背中に這はい回る緊きん張ちようで身体からだが竦すくむ。このまま電話を切ってしまえばどんなに楽だろう。もちろん、そんな資し格かくはない。自分は木陰野に殺されても文もん句くは言えないのだ。

　ああ──その宣せん言げんであれば、いっそ楽なのではないか。

　だが、そんな安あん易いな贖しよく罪ざいが許されるはずもなかった。

　木陰野は言った。

『檻江さん、帰ってきてから泣いてたよ』

「……泣い、た？」

『私じゃダメだった、って。やっぱり私じゃダメなんだ、って』

　言葉は淡たん々たんとしていて感情が窺うかがい知れない。

　ただ説明するように、抑よく揚ようのない声で、

『だから、あたし言ったよ。檻江さんのせいじゃない、って』

　景介に口を挟む余よ地ちはなかった。

　向こうも、こちらの返事を期待しているふうではなかった。

　言いたいことを、言うべきことを、必ひつ死しに冷静を装よそおって口にしているかのような。

　それでも少しずつ、熱を帯びながら、

『たぶん、あたしたちじゃ無む駄だだと思う、って。……たとえ枯かれ葉はでも。だってあたしたちは、鈴すず鹿かの一族だから。あんたが今いま立ち止まってる直接の原因だから。あんたはあたしたちに負い目がある。そのせいで、どんな言葉も届かない』

「ちが、俺おれ、は……」

　思わず口を突いて出た否定の言葉を遮さえぎって、

『……あたし、ね』

　不ふ意いに。

　木陰野の気配が、変わった。

　それまでの、感情を押し殺したものから、どこか柔らかいものへと。

『あたしは、霧きり沢さわがどんな選択をしようが構わないと思う。あたしにそれをどうこう言う権利はないし、あんたの人生を左さ右ゆうすることはできない。あたしたちにもう会いたくないっていうんなら、それでもいいんじゃないか、って』

　いや、違う。

　柔らかさだけではなかった。

『でも。……でもね、霧きり沢さわ』

　柔らかさの中にそっと混じり始める、鋭さ。

『あたしの両親は……父とうさんと母かあさんは、死んだ』

　鋭さの中、涙なみだ声ごえに秘ひめられた、悲ひ痛つうさ。

『あんたのせいとは言わない。そんなこと、友達のあんたに絶対、言いたくない。でも』

　そして悲痛さを越えて、胸に突き刺ささる──、

『いい、霧沢？　あんたがこのまま、止まったままだったら、あたし、あんたを許さない。許さないわよ。だからってどうこうするつもりがある訳わけじゃない。けど……一生、ずっと、二度と会うことがなくったって、……絶対に、あんたを、許さないからね』




　それはまるで、優しい刃は物もののようだった。




「こかげ、……の」

『電源、入れなさい』

　ぐず、と、鼻を鳴らしながら、木こ陰かげ野のがまた声こわ音ねを変えた。

『あたしに言えるのはそれだけ。それでダメなら、もうどうしようもないと思うから』

　──電源を入れる？

　なんのだ、と尋きき返す間はなかった。

　挨あい拶さつもなく通話は切れる。景けい介すけが殆ほとんど口を開かないまま、一方的な会話は一方的なまま打ち切られた。後に残るのは、部屋の中に広がっていく無む音おんのみ。

　それでも景介には、その静せい寂じやくを聞き取る余よ裕ゆうなど微み塵じんもない。

　呼吸をするのも忘れていた。頭の中にやかましい振動が響ひびいていた。それが自分の血けつ流りゆうだということには気付かず、ただ唇くちびるを咬かむ。

　ふざけるな、と思う。

　木陰野に対してか、自分自じ身しんに対してか、それとももっと別の、運命だとか宿しゆく命めいだとかそんな名前で呼ばれる、人じん智ちの及ばないなにかに対してか。

「そうか……そうか、よ」

　電源を、入れる。

　尋き返す間がなかったのではない。そんなのは目を逸そらしたいための言い訳に過ぎない。

　木陰野がなんのことを言っていたのか──それこそ、問うまでもないではないか。

　──電源。




　渡された当とう初しよは、勇気が出ずにできなかった。

　時間が経たってやがて、このままでいいかと思い始めた。今いま更さら見たところで詮せん無ないだろうと。

　それから枯かれ葉はに気持ちが傾くにつれて、半なかば意識的に遠ざけていた気がする。自分の未来を考えるために、過去に縛しばられることを恐れて。

　木こ陰かげ野のは見ていたのだろうか？　見ていたに決まっている。そうでなければあの日、景けい介すけに彼女の気持ちを告げたりはしなかっただろうし、今日もあんなことを言わなかったはずだ。




　それからどれくらいの間、机の上で固まっていただろう。

　緊きん張ちようしているのか恐きよう怖ふしているのかそれすらもわからない中、景介はやがて、ゆっくりと指先を、腕を、動かす。身体からだと心が軋きしみをあげて、痛みとして襲おそいかかった。それでも止めることはできなかった。これは呪のろいのようなものだった。或あるいは、呪いから解き放たれるための儀ぎ式しきのようなものだった。決して逃れることは許されない。赦ゆるされない。

　──たとえ、死んでも。

　机の一番上、鍵かぎのかかっていた引き出しを解かい錠じようし、手をかけ、開ける。

　その奥。

　日記や雑ざつ多たな大事なものに埋もれ、眠るように、守られるように隠かくされたそれ。

　灰はい原はら吉よし乃のの携けい帯たい電話を、景介は取り出した。




　　　　　　　　　　２




　約二カ月半はんぶりに電源の入った携帯電話はまず、大量の着信と留る守す録ろくの通つう知ちをディスプレイに示した。着信元もとの殆ほとんどは『家』という名前でアドレス帳に記されていた電話番号からだ。

　次に多いのは『お母かあさん』。それから『お父とうさん』。あとは未み登とう録ろくの番号──警察だろう。

　目を背そむけたくなる。

　姉が失しつ踪そうした当とう時じ、彼女の携帯に両親が何度も何度も電話していたのを思い出す。確かあの時は、結局繋つながらないままに終わったはずだ。どこかに落ちていたのが発見されたとも聞いていない。両親はもう、解かい約やくしてしまったのだろうか。

　灰原のそれにはまだ、電でん波ぱ状態を示すアンテナのアイコンが表ひよう示じされている。

　つまり、契約が解かい除じよされてはいない。

　今こうしている間にも、電話がかかってくるかもしれない。でもそんなことを考える余よ裕ゆうはなかった。留守録を聞くこともしなかった。これは景介が侵おかしてはいけない場所だ、となんとなく思った。灰原の両親はまだ生きている。生きて、彼女の生せい存ぞんを信じている。留守録を聞けば、その思いを、願いを、踏み躙にじってしまう気がする。

　着信履り歴れきを無む視しして、まずはメールボックスを開いた。

　一番古ふるいものから、順番に読み始める。

　その殆ほとんどは尾おノの上うえ梨り々り子ことのものだ。

　他た愛あいないものが多い。

　今日の宿題どうしよう、とか、テレビ番組を録画しておいてくれないか、とか。

　日付はもう、三年近くも前になる。もう──三年にもなる。

　それを見ただけで息が詰つまった。

　かつての、中学生の頃ころを思い出した。

　よく笑う快かい活かつな尾ノ上と、その隣となりで控ひかえめにしている灰はい原はら。たぶん当時の自分は、あのふたりが一いつ緒しよにいる光景に安あん堵どのようなものを感じていたのではないかと思う。

　かいつまんで開きつつ眺ながめていると、ふと手が止まった。

　三年前。日付は、八月。

　タイトルは『Re：けーくんと吉よし乃のの距離を近付けよう計画・概がい要よう』。

　心しん臓ぞうが──大きく跳ねる。

　中身を読んだ。返信元もとの、リターンの付いていない尾ノ上のものから。

　景けい介すけが夏休みの宿題のため班で図書館に行くから、それを自分と灰原とで待ち伏せして、偶ぐう然ぜんを装よそおって会おう。その後、景介だけを捕まえて、三人でお茶でも飲もう、と。

　幼よう稚ちな、昨さつ今こんの小学生でも考え付きそうな、奥おく手て極まりない計画。

　当時、それが実行されたという記き憶おくはない。何な故ぜなら──。

　それから少し後の日付。

　灰原から尾ノ上へ。

『どうしたの？』というタイトルで、中身は『寝ね坊ぼうした？　もうすぐ時間になっちゃうよ』。

　続いて『連れん絡らくください』というタイトルで『心配です』。

　そうだ。

　たぶん──計画の実行を前に、尾ノ上梨々子の失しつ踪そうが明らかになったのだろう。

　この日付を境さかいに尾ノ上からのメールは途と絶だえている。反対に灰原から尾ノ上へ送られたものはそれこそ何十通つうにも及んでいた。電話もきっと何度も何度もかけたに違いない。

　胸が痛くなる。

　心臓の鼓こ動どうと一緒に、その痛つう痒ようは激しく脈みやく打うつ。

　けれど、景介が胸の痛みや悲しみを意識できたのは、そこまでだった。

　失踪から一年ほど経たったのを境に、灰原の送信ボックスに変化が現れる。

　宛あて先さきの設定されていない、未み送信メールが並び始めたのだ。

　延えん々えんと続くそれらは、送ろうとして送れなかった──いや、送れないことがわかっていてなお、打ったメールだった。

　最初の未送信メールは『元気ですか？』というタイトルだった。






　　りりちゃんへ。

　　元気にしていますか？

　　私はもうすぐ高校受験です。

　　りりちゃんのいない毎日はさみしくてつらいけど、私は頑がん張ばるからね。

　　勉強をいっぱいしています。あの人と同じ高校に合格できるように。








　すぐに悟さとった。

　それは、近きん況きよう報告だ。

　尾おノの上うえの無事を信じる灰はい原はらが、彼女に宛あてて書いたものだった。

　確か尾ノ上梨り々り子この携けい帯たい電話は、失しつ踪そうから数日後ご、路ろ上じように壊こわれて落ちていたのが発見されたはずだ。それなのに灰原は──いつか彼女から連れん絡らくが来ると信じて。

　報告はきっかり一週間ごとに、定期的に書かれている。

　次のメールを開いた。タイトル『受かったよ！』。






　　りりちゃんへ。

　　白しら州す高校、受かったよ。あの人も受かったみたい。

　　春からまた一いつ緒しよの学校に通える。嬉うれしいです。

　　本当は、りりちゃんがいればもっと嬉しいんだけど・・・。

　　でも、泣き言はやめておきます。

　　りりちゃんが戻ってくるまでに、私はもっと強くなろうと思うから。

　　せめて、霧きり沢さわくんとちゃんとお話できるくらいにはならなくちゃいけないよね。

　　そうじゃなきゃりりちゃんが戻ってきた時に、また迷めい惑わくをかけてしまうから。

　　霧沢くんと同じクラスになれるといいな。りりちゃんもそう祈っていてください。

　　それくらいのお願いは、いいよね？








　目の前が──翳かすんだ。

　急せかされるように、順番に開いていく。

　幾いくつかを読んだ後、目に留とまったのは『やった！』という件けん名めいのもの。






　　今日は霧沢くんが話し掛けてきてくれました。

　　課題を見せてくれ、って。

　　でも私の字、下へ手ただから恥はずかしくて、それに緊きん張ちようしちゃって、ちゃんと話せなかった。

　　目も合わせられなかった。霧沢くん、ごめんなさい。

　　でも、本当に嬉うれしかった。

　　こうやって一いつ緒しよの教室にいれて、たまに話ができるだけで充分だと思っちゃう。

　　それじゃダメだってりりちゃんは言うと思うけど・・・。

　　でも、私、今日一日、幸せでたまらなかったよ。








　でも、でも、でも、と。

　自分の行動を否定し、想いを肯こう定ていするために、何度も重ねられた『でも』。

　人付き合いに自信を持てずにいた彼女の、奥に秘ひめられた強い芯しん。

　やがてメールの日付は夏になり、秋が過ぎ、冬が来て、年が明けていく。

　灰はい原はらは事こと細こまかに、尾おノの上うえに報告していた。

　日常のちょっとしたこと。

　友達がなかなかできないことに対する悩み。

　見知らぬ先せん輩ぱいからいきなり告こく白はくされてしまったこと。

　断ったのは本当に勇気が要いったこと。

　書かれていない出来事が、ただひとつだけあった。

　告白を断ったのを切っ掛けに始まったあのことだけには──まったく触ふれていなかった。

　虚きよ勢せいだろうか。それとも、尾ノ上に心配をかけたくなかったのか。

　それでも彼女の報告は、初冬辺あたりから徐じよ々じよに、どこか沈ちん鬱うつな雰ふん囲い気きを帯びていく。言葉少なになり、今日も元気でした、とか、退たい屈くつな一週間だったよ、とか、抽ちゆう象しよう性の高いものが増えていく。いじめを受けていた事実をひた隠かくしにしているようで、見ていて痛ましい。

　ただしそんな中でも、灰原が饒じよう舌ぜつになる話題があった。

　景けい介すけとの会話が多かった時だ。

　──課題を見せてくれと頼まれた。

　──最近どうだ、と尋きいてくれた。

　──おはよう、と挨あい拶さつをしてくれた。

　すべてが他た愛あいない。

　景介自じ身しん、完全に忘れてしまっているようなことばかりだ。

　なのに彼女は、いじめを受けるというつらい事実よりも、そんな他愛のないことを尾ノ上に報告していた。まるで、それがすべてだとでも言うように。

　それだけがあれば大だい丈じよう夫ぶだと、尾ノ上に胸を張るように。

「……っ」

　視し界かいはもはや滲にじむどころではない。

　文字を追うのが難しい。息が詰つまって呼吸するのもままならなかった。

「なん……だよ。これ」

　しゃくり上げる悲ひ鳴めいすらも意識できない。景けい介すけは泣きじゃくっていた。

　そこにあるのは、ただ一いち途ずな想いだ。

　霧きり沢さわ景介に対しての、灰はい原はら吉よし乃のの、密ひそやかな、それでいて控ひかえめな。

　芯しんの強い、とても綺き麗れいな──ああ、これを綺麗と言わないのだったら、この世の中に綺麗なものなんかなにひとつありはしない。

　そして、順番に追っていった日時は今年の二月になり、まだ見ていないものはメールボックスの一番上にある、最後のひとつだけとなる。

　今年の二月。今までと違って送信済ずみのものだった。

　宛あて先さきは他でもない、景介のアドレス。




『はい、ありがとうございます。霧沢くんも気を付けて帰ってください』
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　それは、最後の日。

　灰原が死んだ日の夕方、景介に送られたもの。

　文ぶん末まつに笑顔の絵え文字が動いている。

　絵文字。尾おノの上うえとのメールでは頻ひん繁ぱんに使われていたもの。彼女が失しつ踪そうした辺りから使われなくなっていて、未み送信メールにはどこにも見られなかったもの。

　それだけで、彼女がこのメールにどれだけの喜びを持っていたのかがわかった。

　景けい介すけはそのひと文字ひと文字を目に焼き付けるように反はん芻すうし、携けい帯たい電話の電源を落とした。

　閉じ、胸むな許もとで抱き締めるようにする。

　地じ味みな意い匠しようの、ピンク色のストラップがつけられた、何年も前の古くさい機き種しゆ。

　機械の中に秘ひめられた灰はい原はら吉よし乃のの、遺のこされた想い。

　それに応えることはもはや叶かなわない。彼女は死んでしまっている。死者にはもうなにも届かないし、届けることもできない。

　それが悲しかった。悔くやしかった。つらかった。

　──でも。

「……く」

　机に突つっ伏ぷし、泣くだけ泣き、感情の奔ほん流りゆうに身を任せた後。

　そうではないのだ、と。不ふ意いに思う。

　灰原吉乃の景介に対する想いは、彼女たちと明らかに違っていた。

　木こ春はるのように、他者を犠ぎ牲せいにしたものではなく。

　秋あき津つ依い紗さ子このように、相手の心を縛しばり付けるつもりもない。

　たとえこちらが気付かなくても構わず、遂とげられるかどうかなど関係なく。

　ただ、好きでいてくれた。

　拠より所にしてくれていた。

　報むくわれることが目的ではなく、手に入れるためではなく、恋に恋するように──。

　彼女の想いは、消えてしまったのだろうか。

　死とともに放り投げられ、失われてしまったのだろうか。

「……ちがう」

　最初こそ、強ごう引いんだった。

　景介の意い向こうも聞かず、夫になれと宣言し、なんて勝かつ手てな奴やつだと思った。

　ああ──でも。

　あいつは、木春や秋津とは違った。

　他の誰だれかを犠ぎ牲せいにしようとしただろうか。

　俺おれの心を無む理り矢や理りに押さえ付けようとしただろうか？

　そんなこと、一度だってしていない。




　──いいのか？

　灰原と尾おノの上うえの墓の前、景介が争いに身を投じると決めた時も、

　──だからここからは、妾わたしの問題だ。

　迷まよい家がでの夜、吉乃と自分は恋こい敵がたきだと言った時も、

　──ゆっくり考えてくれればいいということだ。

　巳み代よとの戦いの後も、

　──その、互いの気持ちが大事であってだな……、

　クラスメイトたちにからかわれた時でさえも──。




　自分の想いよりも景けい介すけの感情の方が大事だとでも言うように。

　こちらの気持ちは揺るがないからあとはお前が決めてくれ、とでも言うように。

　元がん来らい、彼女がどういう性格だったのかはわからない。

　けれど景介と出会ってからの彼女の好こう意いの数々は、好意の表し方は、

　たぶん、いや、きっと──。

「……ちく、しょう」

　眼鏡めがねを外し、ぞんざいに顔を服の袖そでで拭ぬぐった。

　自分でも驚くほど布ぬの地じが濡ぬれる。でも、涙が消えた視し界かいはすっきりとしていて、眼鏡なしでも視し力りよくが落ちていないのではと錯さつ覚かくしてしまうほどだ。

　明日あしたにしよう、などという気は起きなかった。

　景介は立ち上がり、クローゼットの中から着替えを引っ張り出した。




　　　　　　　　　　３




　とはいえもう時刻は九時を過ぎていて、出掛けることもままならない。

　砂さ姫きへと電話をかけた景介は待ち合わせの時刻と場所を指定する。十一時半、近所の公園。両親がいつも就しゆう寝しんする十一時から三十分ずらし、こっそりと家を出ることにした。

　こういうことをするのは初めてだった。

　親の起きだす前に帰ってこないといけないなと思いつつも、念ねんのために『早く起きて眼めが冴さえたのでコンビニに行ってくる』という置き手紙をこっそりとリビングに置いてから、家を出る。これで万まんが一いちの場合も小こ言ごとくらいで済むだろう。

　公園に迎えにきたのは、黒くろ塗ぬりのセダンだった。

　まるでマンガみたいだ、と半なかば呆あきれていると、横付けされた車のウィンドウが下がる。運転席から顔を出したのは、妙みように紳しん士しじみた初しよ老ろうの男だった。

　お乗りください、と名前も確かく認にんせずに言われ、その通りにする。

　発車する前に目め隠かくしを与えられた。

「これをお着けください」

　場所を特定されないためだろうが、まさか自分にまでとは。

　仕方ない。

　一度は逃げ出した身だし、なにより景けい介すけはすべての渦か中ちゆうにいる存在だ。心変わりして木こ春はるの側についている可能性だって、砂さ姫きは考えているだろう。

　大人おとなしく従い、それから車に揺られ、恐らくは体感で数十分。

　着きました、という声に目め隠かくしを取ると、地下駐ちゆう車しや場じようだった。

　車を降りる。駐車場はそこそこ広い。大きさからしてどこぞの高級住宅のようだ。ただ、あまりきょろきょろして怪あやしまれるのも本ほん意いではないので、できるだけ堂どう々どうとしておく。

　目前にあった、備え付けのエレベーターに視し線せんを遣やる。

　示し合わせたように扉とびらが開いた。

　長身の黒い着物姿すがた。鋭い視線。

『ひじり』当とう主しゆ──砂姫だった。

　彼女はゆっくりと歩いてくると景介の前に立ち、こちらを厳きびしく睨ねめつける。

「……よくもおめおめと、顔を出せたものだ」

　声にははっきりと、殺さつ気きが込められていた。

「言葉もありません」

　気け圧おされそうになる。足がすくむ。正直なところ、さっきから緊きん張ちようし放しだった。

　けれどこれは、この視線に耐えるのは、義務だ。

　半はん月つき近くもの間、自分の運命に背を向けてきたことに対する責任はきっちり負わなければならない。くだらない弁明などするだけ無む駄だだ。

「なにをしに来た？」

「会わせてください」

　短い問いに、即そく答とうした。

「あいつらに。……いや、あいつに」

「断る、と言ったら？」

「会えるまで帰るつもりはありません」

　砂姫の容よう赦しやない言葉に臆おくすることなく、景介は言う。

「今ここで貴き様さまの素そっ首くび刎はね飛ばしても構わんのだぞ？」

「あなたが許せないならそうしてください。……あいつに会った後でなら」

　沈ちん黙もく。

　ややあって、砂姫はゆっくりと深く溜ため息いきを吐ついた。

「……霧きり沢さわ景介」

　そして、目を伏せる。

　もはやそこに怒りや殺さつ意いなどはなかった。

「私にだってわかっている。……お前のせいなどではない。お前のせいにするなど、鈴すず鹿かの矜きよう持じが許さないよ。済まなかったな。それから」

　あるのはただ、自らを苛さいなむような謝しや罪ざいと、

「よく来てくれた。ありがとう、婿むこ殿どの」

　大人おとなが子供に向けるには率そつ直ちよく過すぎる──感謝の言葉だった。

「来い」

「……はい」

　踵きびすを返す彼女の後について、景けい介すけはエレベーターへと乗り込んだ。

　ドアが閉まる。家庭用の小さなもので、ふたりでもきつい。

　距離の近さに緊きん張ちようしていると、砂さ姫きが背を向けたまま、

「悪いが、帰りも目め隠かくしを頼めるか。お前を疑っている訳わけではないが……」

「構いません。むしろそれくらい厳げん重じゆうな方が安心できます」

　景介が敵か味み方かたかは関係なく、この場所を知る人物の数は少ないほどいい。

　地下から二階に着き、エレベーターが上昇を止めた。

　スリッパに履はき替えて通されたのは、居い間まとも客きやく間まともつかない十帖じようほどの部屋だ。

　そこで待っていろ、とソファを促うながされる。座ると砂姫は部屋から出て行く。

　ひとりきりになったのは十秒にも満たなかった。

　最初に入ってきたのは、

「……霧きり沢さわ」

　髪かみを後ろで束ねた、長身の少女──、

「よう……木こ陰かげ野の」

　少し痩やせた気がする。無む理りもない。両親が殺されて半月しか経たっていないのだ。

　木陰野は、立ち上がった景介に向かってゆっくり歩いてくる。さっきの電話とは裏うら腹はら、薄く笑っていた。いや──笑い泣き、だった。目を赤くし、涙を溜ためていた。

　景介の前で立ち止まった。

「きりさわ」

　涙なみだ声ごえになった彼女の手が、景介の服、胸の辺りに添そえられる。

「電源、入れたよ」

　確かく認にんするような視し線せんに、応えた。

「効果覿てき面めんだ。ありがとな。それから……いや」

　すまない、と言いかけてやめた。謝ってはいけない、そう思ったのだ。

　木陰野の両親が殺されたのは、確かに自分のせいだ。

　しかし、景介が謝罪するのは違う。違う、と思う。

「とにかく、ありがとう。お前のお陰だ。世せ話わになりっ放しだな」

「……、あたしね」

　泣いているのか笑っているのか怒っているのかわからない顔で、

「あんたが来るって聞いて、会ったら一発ぶん殴なぐってやろうかって思ってた。父とうさんと母かあさんのことも全ぜん然ぜん整理なんかついてないし、これからどうしたらいいのかもわかんないし。もちろんあんたのせいじゃないってことはわかってるけど……自分の感情のやり場がなくて」

　木こ陰かげ野のはそれでも首を振り、唇くちびるで弧こを作る。

　そして景けい介すけの胸に置いた手でシャツの布ぬの地じをぎゅっと掴つかみ、

「でも、いざあんたの顔かお見たら……ぶん殴るより、抱きつきたい気分になった」

「……どっちが痛いかね、それは」

「バカ言ってんじゃないわよ。女の子にそんなこと言われてんだから喜びなさい」

　それでも行動には移さない。

　景介の知る木陰野棗なつめは──惚ほれてもいない男に縋すがったりは、決してしない女だ。

「あんた、女だったらよかったのに。そうすれば変な遠えん慮りよせずに済む」

「お前が男ならよかったんだよ。正直言うと、俺おれだってお前に抱きつきたくて仕方ない」

　大事なことを思い出させてくれたこの友達に、どうやって感謝を伝えればいいだろう。

「ま、それはあたしの役目じゃないしね」

　涙を拭ぬぐい、木陰野は悪戯いたずらっぽく笑う。

「覚かく悟ご、決まったから来たんでしょうね？」

「当たり前だ」

　頷うなずく。

「ま、覚悟決めたからってどうこうなるもんでもないかもしれんがな」

「充分」

　景介の服から手を離し、木陰野は一歩下がった。

「檻おり江えさんも型かた羽はも会いたがってるけど、そっちは後ね。まずは……」

　その続きは言わない。

　踵きびすを返し、さっき砂さ姫きが出て行った扉とびらの方へ歩いていく。

「とにかく、ありがとう」

　ドアに手を掛け、首だけでこちらを振り向き、

「あんたがこっちを選んでくれた、それだけで全部許ゆるすわ」

　客きやく間まから去る。

　その後ろ姿すがたを黙だまって見送る景介。

　そして、木陰野が閉めずにいたドアの向こうから。

　入れ替わりに──ひとりの少女が、ゆっくりと姿を現す。




　こいつの顔を見るのも随ずい分ぶんと久しぶりだな、と景介は思った。

　長く伸びた真まっ直すぐな黒くろ髪かみ。

　藍あい色いろの着物を纏まとった、すらりとした手足。

　やはり木こ陰かげ野のと同どう様よう、多少やつれている様よう子すがある。

　顔色も悪いし、表情も硬い。緊きん張ちようしているのだろう。

　けれど、それでも。半月ぶりに彼女と再会したことに対して、景けい介すけの心は高こう揚ようした。

　ドアを潜くぐった彼女──枯かれ葉はは、そこで立ち止まった。

　俯うつむき、動かない。

　なにを言えばいいのか考えあぐねているように、息を吸ったり吐いたり、繰り返すだけだ。

　景介も同様に、言葉が見付からなかった。

　最後に行動を共にしたのは、供きよう子こたちと戦ったあの夜。木こ春はるが現れ、真実を告げられ、枯葉は完全に打ちひしがれていた。あれから慰なぐさめてやることも励はげましてやることも、一いつ緒しよにいることすらできなかった自分に今いま更さらながら腹が立つ。

　半月もの間、どういう気持ちで過ごしてきたのだろう。

　本ほん家けの次期頭とう首しゆという立場も、鈴すず鹿かを背負って立つという矜きよう持じも、そして家族だと思っていた棺かん奈なをも失い、すべての拠より所をなくしたこいつは。

　強がりで、そのくせに折れてしまいそうなほど弱い──この少女は。

「枯葉」

「景介」

　たまらず声をかけた景介と同時、向こうも自分の名を呼んだ。

「あ……」

「なんだ？」

「いや、お前が先に」

　まるでお見合いみたいだ、と可お笑かしくなった。

　とはいえ向こうは深しん刻こくな顔そのもので、笑い合う空気にはならない。黙だまって枯葉を促うながす。

　待っているとやがて、決心したように彼女は口を開いた。

「その……あれから、考えたのだ」

　どこか遠えん慮りよするように。

「妾わたしはもう、頭首などではない。その意い義ぎも失ってしまった。でも、現げん頭首……姉ねえさまの手によって、鈴鹿の一族は滅ほろびようとしている」

　どこか懺ざん悔げじみた口く調ちようで。

「棗なつめや檻おり江えや型かた羽はは、砂さ姫きどのも、妾について行くと言ってくれるが……でも、どうすればいいのかわからない。どういう行動を取ればいいのかわからなかった。頭首である姉さまが鈴鹿を滅ぼすというのなら、妾はそれに従うべきなのではないか？　本家の次女は頭首を助け、頭首の影となるべく存在するのだから。だったら妾は、反はん抗こうすべきでないのかもしれない。それに……歩ほ摘づみだって姉ねえさまと一いつ緒しよにいるのだ」

　思し索さくと逡しゆん巡じゆんを、吐と露ろするように。

「……でも」

　枯かれ葉はは、俯うつむいたまま、言う。

「でも、姉さまに従うということは、棗なつめや型かた羽はたちを、生き残った一族のみんなを差し出すということだ。妾わたし自じ身しんの命は構わない。姉さまの病やまいを治すためなら喜んで死にもしよう。でも……あやつらの生命まで奪うばわせて、それでいいのか？」

　景けい介すけはふと既き視し感かんを覚えた。

　何度も繰り返される『でも』という単たん語ご。

　まるで、つい数時間前まえに読んだ、あいつの書いたメールのような。

「お前のことだってそうだ。……元々お前は、姉さまが見み初そめていた男なのだ。お前だって幼少のみぎり、約束を交わしていたのだろう？　だったら妾は、すっぱり諦あきらめなければならない。お前への気持ちなど、捨て去ってしまうべきなんだ」

　灰はい原はらの繰り返していた『でも』。

　枯葉の繰り返す『でも』。

　それは自分の意志を否定する、自信のなさの現れだ。

「でも……」

　ただ。

　けれどそれは、同時に、

「お前が姉さまの想い人だとわかっていても……弁わきまえるべきだと承しよう知ちしていても」

　自信がない中に秘ひめた、紛まぎれもない、




「どうしよう……妾は、やっぱり、お前が好きなんだ」




　紛れもない──強い、想い。

　枯葉はいつの間にか静かに泣いていた。

「できない……」

　ふるふると首を振る。

「妾は……できない。この気持ちを捨てることなんて、できない」

　たぶん灰原なら、こんなことは言わなかっただろう。

　仮に好きな人が他の人と結ばれても、失しつ恋れんの悲しみを口に出したりはしなかったはずだ。

　しかし、枯葉は灰原ではない。

　想いを受け継ぎ、感情を同どう居きよさせていても、枯葉は灰原と同じではない。

　同じなのは、

　想い続けてくれていること。

　叶かなわなくても、届かなくても、それでもずっと、想い続けてくれること──。

　景けい介すけは一歩を踏み出した。

　灰はい原はらだったら秘ひめ続けていたであろう想いを口にした枯かれ葉はへ。

　枯葉だったら諦あきらめてしまっていたであろう心を繋つないだ灰原へ。

　それに応えるため。

　それを受け止めるため。

「枯葉」

　目の前に立ち、感情に任せて、

「……っ」

　力の限り抱き寄せた。

　灰原吉よし乃のを、枯葉を、ふたりを同時に、抱き締めた。
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「けい、す……」

　巳み代よと戦っていた時の抱ほう擁ようとは違う。

　そこには、愛いとおしさがある。

　自宅にやってきた時の接せつ吻ぷんとも違う。

　景介が見ているのは、枯葉と灰原の、ふたりだ。

「……なんて言ってる？」

　彼女の頭を強く撫なでながら問うた。

「灰はい原はらは、お前の中の灰原はなんて言ってる？」

「吉よし……乃のは」

　彼女の肩を優しくさすりながら問うた。

「枯かれ葉はは……灰原と一いつ緒しよになった枯葉は、どう思う？」

「わた、し……」

「俺おれはもう覚かく悟ごを決めたぞ、この野や郎ろう！」

　答えを待たずに、半なかば自や棄けになって叫ぶ。

「ふたりだ！　ふたりまとめて面めん倒どう見てやる。俺は二月からこっち灰原に惚ほれちまってたし、ついこのあいだ、お前にも惚れたんだ！　ああ畜ちく生しよう……なんだよこれ？　普通に考えたらふざけたことほざいてるとしか思えねえのに、なんでこんなにすっきりした気分なんだよ」

　以前、枯葉に言われたことを思い出した。

　灰原のことを忘れるな、と。

　ふたり同時に愛してくれ、と──。

「いい……のか？」

　枯葉が呆ぼう然ぜんとしていた。

「お前には、姉ねえさまが……」

　景介は断だん言げんする。

「俺は、お前がいい。お前らがいい」

　同どう族ぞくを皆みな殺ごろしにするなんて間違った方法を選んだ木こ春はるに応えることはできない。

　殺されることで心を縛しばり付けようとした秋あき津つ依い紗さ子こも願い下げだ。

　もちろん、木春が自分のために死体を積み上げたことに対する責任は取る必要がある。秋津の生命を自分が断ち切ってしまった事実から逃れられるはずもない。

　ただ、それでも。

　霧きり沢さわ景けい介すけの気持ちは、感情は、灰原吉乃と枯葉にある。

　腕の中にある華きや奢しやな身体からだは震えていた。

　それは想いが届いたことに対する喜びか。

　或あるいは、この先乗り越えなければならないものに対する恐きよう怖ふか。

　どちらであっても受け止めたいと思う。

　いや──。

　一緒に行きたいと、そう思った。




　　　　　　　　　　※




　そして。

　霧きり沢さわ景けい介すけに抱き締められながら、枯かれ葉はは自分の中の灰はい原はら吉よし乃のに問い掛ける。

　──嬉うれしいか？

　吉乃は応えた。はい、と。

　──嬉しいです。

　彼が私たちを選んでくれたことよりも、彼が再び前に進もうと決めてくれたことが。

　そしてそんな彼と、一いつ緒しよに歩めることが──。

　聞こえてきたその声に、枯葉は心の裡うちで笑った。

　──そうだな。

　お前と景介が一緒なら、妾わたしは立ち向かうことができるかもしれない。

　自分の運命と。姉という名の宿しゆく業ごうと──。




　なんとなく、思う。

　喪も着ぎというものについて。

　首から下を他の人間の身体からだとすげ替える、残ざん酷こくな儀ぎ式しきだ。

　ただ子を産むための、傲ごう慢まんな儀式だ。

　他者の身体を奪うばい、代わりにその者の心を自らに宿し、一生を喪もに服ふくす。それは覚かく悟ごであり、罪であり、故ゆえに鈴すず鹿かは喪着を行うを以もつて成せい人じんの証あかしと為なす。

　けれど、それだけではない。

　喪着とはたぶん、そこで終わらない。

　たった今、理解した。

　たぶん鈴鹿は──首から下と首から上、ふたり分を愛してくれる男と巡り会ってようやく、成人となるのだ。子供から大人おとなに、娘むすめから女になれるのだ。

　身体を乗っ取った首を憎にくまずに、死んでしまった身体を忘れずに。ふたりを同時に、それでいて、ふたりをひとりの人格として、愛する。

　どんなに困難なことだろう。どれほど難しいことだろう。

　だからこそそうしてくれた男には、自分たちのすべてを委ゆだねる価か値ちがある。

　心も身体も捧ささげ、妖よう魅みは人へと嫁とつぐことができる。

「やっぱり、お前はすごいな」

　枯葉は呟つぶやいた。

　霧沢景介に。そして、霧沢景介を選んだ灰原吉乃に。

　──でも、妾わたしだってなかなかのものだろう？

　だって、枯かれ葉はという個人もまた、灰はい原はら吉よし乃のの遺い志しとは別に──彼を好きになったのだから。

　答えは、ない。

　吉乃と景けい介すけは微かすかに笑い、だから枯葉の体温はわずかに上がる。




　迷うことはなくなった。

　鈴すず鹿かの頭とう首しゆだとか本ほん家けの次女だとか、血や因いん習しゆうなどに縛しばられるのではなく──ただひとりの女として、姉に立ち向かってみよう。

　その果てになにがあろうとも、自分はもう決して揺るがない。




　　　　　　　　　　※




　十分ほどもそうしていただろうか。

　やがてどちらからともなく離れると、枯葉が残りの面々に、入ってくるよう呼び掛けた。

　ドアが開き、木こ陰かげ野の、型かた羽は、それから檻おり江えが姿すがたを現す。

　真まっ先さきに景介の目に入ったのは型羽だった。

　彼女は怒っているとしか思えない険けわしい顔で、わなわなと震えながらしばらく景介を睨にらみ付けていたが、やがて小さな声でぽつりとなにごとかを呟つぶやく。

「……、の……」

　景介が近ちか寄よろうとすると、

「けいすけおにいさまの……」

　呟きははっきりと、罵ば倒とうの様よう相そうを呈ていす。

「けいすけ……おにいさまのっ、ばか！」

「……悪かったよ」

　ある程度のことは覚かく悟ごしていた。

　枯葉を放って逃げ出してしまったのだから無む理りもない。

「ばかっ！　あほ！　くず！　ごみ！　かす！　とんちんかん！　ぼけ！　おろかものっ！　あと、ええと……めがね！　めがね！　めがねっ」

「いや眼鏡めがねは罵倒じゃねえよもはや……」

　しかし、型羽が景介にぶつけているのはどうも、怒りとはもっと違うものだったようだ。

　ひとしきりの罵声を浴びせた後、こちらを睨んでいた双そう眸ぼうに涙が溜たまっていく。

　眉み間けんの皺しわはそのままに、眉まゆが下がっていく。

　肩は震え、唇くちびるは歪ゆがみ、そして──、

「う、く、ひぐ、ひ、……わああああっ！」

　一いち目もく散さんに景けい介すけへと駆かけ寄ったかと思うと、そのまま腰に抱きついて大おお泣なきし始めた。

「ひっく……うえええん！」

「型かた羽は……？」

「ごめん……なさい！　ごべんなさいいぃ……」

　もはや言葉にならない。

「おい、なんでお前が謝るんだよ」

「だって……だって。だってえぇ……」

　困こん惑わくしてしまった。

　型羽はなにも悪くないはずだ。

　むしろ謝るべきは、すべての原因でありながらその重じゆう圧あつから逃げた自分のはずなのに。型羽はごめんなさい、ごめんなさいと繰り返すばかり。

「仕方ねえな。ったく」

　落ち着いたら話を聞いてやらないといけないなと思いつつ、景介は彼女の頭をわしゃわしゃと撫なでた。それに安あん堵どするように、型羽はより一いつ層そう泣き声をあげる。

　腰にしがみついて離れようとしないので、困った顔で他の面めん々めんを見る。

　部屋の隅すみに、まるで控ひかえるようにして立っていた檻おり江えと目が合った。

「……景介」

「昼間はごめん」

　素直に頭を下げる。

　危険を冒おかしてまで会いに来てくれたのに、本当に申もうし訳わけないことをした。

　檻江はそれでもわずかに首を振り、言った。

「あれから、考えたんだ」

　どこか決心したように。同時に、思い詰つめたように。

「私は、景介が雅みやびお姉ねえちゃんを取り戻す手伝いをするよ。景介に嫌きらわれてても、憎にくまれてても構わない。だって……私に心を取り戻してくれたのは、景介だから」

　これにも面めん食くらってしまう。

　──まったく。

　どいつもこいつも、元げん凶きようであるはずの自分に罪ざい悪あく感かんを抱いているらしい。

　型羽が何な故ぜそうなのかはよくわからないが、彼女の場合は想そう像ぞうできた。

　姉、雅のことだ。

　昼間も口にしていた。気付けなかった自分の責任、と。

　それは『雅お姉ちゃんの代わりになる』と宣言した彼女にとって、なにより大切な思い。

　景介と同じ痛みを共きよう有ゆうしているが故ゆえの、ひときわ大きな罪悪感だった。

「私は景介のためだったらなんでもする。そんなこと罪つみ滅ほろぼしにならないけど、お願い。全部終わったら、私を殺してくれていい。だから……お願い」

「待ってくれ」

　景けい介すけはたまらなくなり、檻おり江えの言葉を制す。

「違う。それは違うよ。あんたはそんなふうに考えちゃいけない」

　確かに関係の始まりは、姉のことだった。

　霧きり沢さわ雅みやびという、ひとりの人物を起き点てんとする因いん縁ねんだった。

　景介自じ身しん、姉のことは未いまだに整理がついていない。木こ春はるとの間になにがあったのか、彼女は何な故ぜ、棺かん奈なに──『くさりめ』になったのか。望んでのことなのかそうではないのか。七年間会わずにいただけなのに顔を忘れてしまっていたことへの情なさけなさだって、これから募つのりはしても薄れることなどないだろう。

　でも。

　だからこそ。

　同じ痛みを、罪ざい悪あく感かんを共きよう有ゆうする者同どう士しだから、なおのこと。

「俺おれたちは、俺たちの関係は……あの人に囚とらわれてちゃいけない。先に進めなくなる」

「景介……？」

「あんたは俺を、弟だって言ってくれた。だったら、嫌きらわれるとか、憎にくまれるとか、そんなこと考えないでくれよ。そんなこと気にする姉弟なんて、間違ってる」

　雅と檻江は違う。性格も、容よう姿しも、年ねん齢れいも、背せ格かつ好こうも。

　だから『代わり』ではない。

　熱を出した時に看かん病びようしてくれた。こっちのことをいつも気にしてくれていた。出会ってからずっと、力になろうとし続けてくれた。

　そんな檻江は景介にとって紛まぎれもなく、もうひとりの──。

「……そうだろ？　姉ねえさん」

　檻江は、一いつ瞬しゆんだけきょとんとし。

　それから大きく目を見開くと、数回瞬まばたきを繰り返し、唇くちびるをぎゅっと噛かみ。

「うん」

　嬉うれしそうに、笑った。




「霧沢」

　木こ陰かげ野のが歩いてきて、ポケットからなにかを取り出し、それを景介に差し出した。

　白しら木きの柄つか。そこから伸びる琥こ珀はく色いろの、牙きばにも似た、いや、牙そのものである刀とう身しん。

　それは青い血管を無む数すうに走らせた、吸血鬼カーミラの成なれの果てだ。

　景介が、秋あき津つ依い紗さ子こを殺した、忌いまわしい──それ故ゆえに、逃れられないものだった。

　見た瞬しゆん間かん、身体からだの芯しんを恐きよう怖ふと後こう悔かいが突き抜ける。

　あの夜のことを思い出す。

　これであなたは永えい遠えんに私のもの。そう笑って満足げに果てた秋あき津つの顔と、血の温かさ。

　でも、罪を背負うことと愛することは違う。

　それを教えてくれた灰はい原はらを、枯かれ葉はを見み遣やった。

　彼女は頷うなずいた。大だい丈じよう夫ぶだ、と言うように。

　──霧きり沢さわくんなら、景けい介すけなら、きっと……大丈夫。

　わかっている。

　自分の罪ざい悪あく感かんに、過去に縛しばられて未来を失うなんて、あいつの思う壺つぼだ。

　景介は木こ陰かげ野のから『かみらの枝えだ』を受け取る。

　半月ぶりのそいつはずしりと重く、けれどその重さを避けて通れないことを実感できた。
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　山中の夜は闇やみが溢あふれていた。

　暗い泥でい濘ねいのような黒に囲まれていると、落ち着いた気分になる。それは妖よう魅みである自分の性さがなのか、或あるいは、鈴すず鹿か暗あん役やくたる『このはな』の出しゆつ自じがそうさせるのか。

　だがどちらにせよ、場所があまりよくない。せっかくの気分に水を差す。

　迷まよい家が。

　叛はん乱らんの後、枯葉が逃げ込み暮らしていた家は、彼女たちの生活のにおいが染しみ付いている。忌いま々いましい、なにも知らない頭とう首しゆ気き取どりの女──この冷たい夜の空気も、あれが吐いた息が幾いくらかは混じっているのかもしれないと意識するといささか興きようが削そがれた。

　そんなことを考える供きよう子この背後に人ひと影かげが立つ。

　庭に降りもせず縁えん側がわからこちらを見下ろしてくる気け配はいに、振り返りもせずに問うた。

「なんの用だ、神楽かぐら」

「なんの用、とはまた無ぶ礼れいなことよ」

　先せん々せん代だい頭首にして十八年前の叛はん乱らんの首しゆ謀ぼう者は、くつくつと不快そうな笑えみを洩もらす。

「要いらぬところばかり母に似ておる。忌いま々いましいな『このはな』」

「……母かあさまを愚ぐ弄ろうするつもり？」

「なんだ、里さとを焼いた裏切り者がよく言う」

「ふん。私も母さまも、鈴鹿を裏切ったことなど一度もない。世よ迷まい言ごとをぬかしているのはお前の方。まったく、腹立たしくて笑えるね」

「頭首は鈴鹿そのもの、という訳わけか。それがお前の理り屈くつかえ。ふん……まあ、よい」

　興きよう味みがなさそうに神楽は鼻を鳴らした。

　その気配に、かつて寝ね物語に聞かされた狂きよう相そうはもはやない。

　人間など好き勝かつ手てに殺してしまえばいいではないかと謳うたい、それを認めない一族を憎にくみ、頭とう首しゆの身でありながら叛はん旗きを翻ひるがえし、同族を殺し、鈴すず鹿かの歴史に最さい悪あくの汚お名めいを刻んだ裏切り者──だが十八年が経たち、彼女の目的は変わってしまったと言っていい。

　同様に、恐らくは性格すらも、当時とは違う。

「ふ……そう私を疎うとむものではないよ」

　皮ひ肉にくげな彼女の声は、かつて一族を背負った威い厳げんなど忘れてしまったかのようだ。

「貴き様さまの妹たち。血ち沙さと血ち香かといったか？　あれが肚から出てこられたのも、私のお陰と言ってよいのだぞ？　もう少し感謝などしてはどうか、小こ娘むすめ」

　あからさまな当てこすり。

　そんな言葉を吐く時点で器が小さい。

　いや……或あるいは器が小さかったからこそ、人を憎み、同どう胞ほうたちを憎んだのか。

　今となってはわからない。それに、どうでもいい。

「くく」

　だから供きよう子こは、嗤わらう。

「私から感謝を送られると思っているのなら、本当におめでたい。……殺したいほどにね」

　すべての災いを作り出したこの女が、鈴鹿の血とまったく同様に、憎いから。

「ふ、お前が私に手を下すことができようはずもなし」

　神楽かぐらは供子の言葉を、あっさりと受け流す。

　無む理りもない。彼女の言ったことは事実だ──少なくとも、今となっては。

「そうだね。……まあ、構わないよ、それで」

　故ゆえに供子も、挑ちよう発はつに乗ったりはしなかった。

　つい半月ほど前、秋あき津つ依い紗さ子ことの会話を思い出す。

　──世界を歪ゆがませているのは憎しみや恨うらみなんかではないね。

　他ならない自分が口にしたことだ。その持じ論ろんは今でも揺るがない。

　そう。自分が神楽に対して負の感情を抱いたところで、なにかが変わるはずもないのだ。

　世界を変えられるのは、歪ませるのは、ただ愛のみ。

『このはな』とて例外ではない。身み籠ごもった双ふた子ごを殺したくないという母の愛と、そんな彼女に対する先せん代だい頭首の同情により、妹たちは生まれてしまった。その点ではまったく神楽の言う通り。生まれること自体が罪であったにも拘かかわらず、愛がその罪を許きよ諾だくした。

　呪のろわしい。忌いまわしい。

　けれどその愛に対する怨えん嗟さもまた、怨嗟であるが故ゆえ、愛に決して勝てはしない。




　ふと思った。

　秋津依紗子の愛を一いつ身しんに受けたあの婿むこ殿どのは、元気だろうか。

「くく……そろそろ会いに行ってもいい頃ころかな」

　枯かれ葉はや檻おり江えたちをこれ以上生き長らえさせる理由もない。

　神楽かぐらもまた同様に、もはや用よう済ずみの存在だ。

「まったく。理解できないね。美し過ぎて反へ吐どが出る。単純過すぎておぞましい」

　かつて人間を憎にくみ同どう族ぞくを殺して回った女ですら、この有あり様さま。

　もはや己おのれの主義も欲望もどうでもいいのだろう。

　愛の前では、それらすら無む力りよくだ。




　神楽は木こ春はるの手で殺されるために、ここにいる。

　木春の病やまいを治すために。

　自分の愛まな娘むすめの願いを──叶かなえるために。
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　次の日の夕方、学校が終わってから。

　改めて『ひじり』の用意した隠かくれ家がへと案内された景けい介すけは、昨さく夜やの客きやく間まで一いち同どうと向かい合っていた。メンバーは枯かれ葉は、型かた羽は、檻おり江え、木こ陰かげ野の、そして砂さ姫き。

「昨日きのうも思ったんですけど」

　景介はソファに腰こし掛かけると早さつ速そく、自分の疑問を切り出した。半月間かん行動を共にしていなかったことで、情報が不足している。

「通つ夜や子こさんと夭ようさんはどうしてるんですか？」

　まずは、この場にいないふたりのこと。

　木こ春はるの目的が鈴すず鹿かの一族を皆みな殺ごろしにするというものである以上、もはや無む関係を貫つらぬける者はいない。彼女に付き従っている『このはな』の姉妹、そして日ひ崎ざき──その四名を除く全員が、命を狙ねらわれていることになる。

「ふたりとも説せつ得とくは試こころみたのだがな」

　嘆たん息そく混じりに答えたのは砂姫だった。

「通夜子は、家を離れることはできない、と。夭も同様だ。篠しの田だ医院はあくまで中立、それを違たがえる訳わけにはいかないというのが玲れい二じ郎ろうの意見だ。ただ、涅ね耶やと康こう一いち──通夜子の両親には避ひ難なんしてもらっている。ここに呼んだのだが、娘むすめが一時でも迷めい惑わくをかけた身、この上お前に頼る訳にはいかない、と固こ辞じされたよ」

　まったく『こおりや』が頑がん固こなのは家か系けいだ、と苦く笑しようする。

「……なるほど」

　通夜子に関しては、確かにここに来られないだろう。

　理由は言うまでもなく、宮みや川かわ英えいだ。

　英が鈴鹿の一族のことを知らずに普通の生活を送っている以上、そして無む力りよくな以上、通夜子だけが身を隠かくしていても仕方ない。ならばいっそ、堂どう々どうと待ち構えていた方がいい。

「でも、夭さんの方は……幾いくらなんでも危険じゃないですか？」

「一応、監かん視しを強化している。異い変へんがあれば私に連れん絡らくが入る手はずだ」

　篠田の主張に、もはや意味があるとは思えない。

　それとも、仮かりに鈴鹿の一族が木春ひとりになってしまったとしても患かん者じやとして診み続つづけるつもりなのだろうか。だとしたらたいしたプロ意識だ。自分の妻が殺されるかもしれないのに。

「ところで……『ひじり』はどうするんですか」

　ふと気になった。

　篠田医院と同どう様よう、本来は『ひじり』も、鈴鹿の内部派は閥ばつとは関係のないまったく別の行動理り念ねんで動いている。もちろん敵だなどと疑うつもりはない。ただ、どこを目指しているのか。

「ふん、問われるまでもないな」

　我われながら失礼な質問だったが、砂さ姫きはにやりと笑えんだ。

「『ひじり』の使命は一族存そん亡ぼう。そのためなら頭とう首しゆをも刺さし、自らを縊いすることすら厭いとわない……以前、お前にも言っただろう？　その言葉通りのことをやるだけだ」

　木こ春はるが正統な頭首であっても、一族の滅めつ亡ぼうがかかっているのなら──敵か。

「ただ、私が直接前ぜん線せんに出られるかどうかはわからん。それよりも援えん護ごに回った方がいいだろうしな。情報漏ろう洩えいの防止、監かん視し態勢の制せい御ぎよ……やるべきことは多い」

「すまんな。苦労をかける、砂姫どの」

　薄く溜ため息いきを吐ついた砂姫に、枯かれ葉はが頭を下げた。

「気にするなと言いたいところだが、ひとりでやるにはなかなか荷が勝つな。もうひとりふたり欲しいところだ。ふん……これが終われば子でも産むか」

　冗じよう談だんだとは思うが、真ま顔がおなので笑っていいのかどうかよくわからなかった。

「人数だけはこちらの方が多い……が、状況はかなり悪い」

　枯葉も同様にくすりともしない。こっちは緊きん張ちようのせいかもしれないが。

「……ひっくり返されちゃった状態だしね」

　木こ陰かげ野のも真しん剣けん味みを帯びた表情で重々しく呟つぶやいた。

「『つうれん』、迷まよい家が、それに『くらい墓はか穴あな』……カードが根こそぎ奪うばわれてる」

　四月までの自分たちがどれほど大きなものを持っていたか、改めて痛つう感かんする。

　毛け先さきほどの傷を付けるだけで相手を死に至らしめる一族殺しの宝ほう刀とうに、行き方を知らなければどうあっても辿たどり着けない難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい、更さらには数々の蔵ぞう物ぶつ。それらが相手の手にあるというのは、はっきり言って恐きよう怖ふだ。なにせ自分たちはいつでも暗あん殺さつされる可能性があり、おまけに攻め込むことすらできない。更には武ぶ器きの数すら限られている。

　とはいえ、打だ開かい策さくがない訳わけではない。

「こっちにだってアドバンテージはある」

　──まあ正直なところ、自分で言うのは気が引けるが。

　景けい介すけは多少の苦にが々にがしさを込めて切り出した。

「……俺だ」

　全員がこっちを見る。

　ひと息置おき、続けた。

「向こうは、俺を殺すことができない。目的が俺そのものだからな。戦うにしたって俺を殺さないように気を付けなきゃなんない。そこに付け入る隙すきがある」

『くらい墓穴』の中にある、怪け我がを治す蔵物『くもがねの水』のことは敢あえて無む視しした。

　あれを使えば、殺すまではいかなくても景介をぎりぎりまで痛めつけることができる。捕まえた後で治ち癒ゆさせればいいのだ。しかし、相手は鈴すず鹿か。どの程度の怪け我がで人間が死ぬのかなどわかるはずがない。本ほん気きを出せないのは確実だろう。

　それに、

「最さい悪あくの場合、俺おれは人ひと質じちにもなれる」

「景けい介すけ、さすがにそれは」

　眉まゆをひそめた枯かれ葉はに笑い、

「構うもんか。『自分を殺せば霧きり沢さわ景介を殺す』……そのひと言が少しでも相手への威い嚇かくに使えるなら使うべきだ。なんなら俺が言えばいいさ。『枯葉を殺すなら自殺する』ってな。卑ひ怯きようだろうがなんだろうが、それが人間の戦い方だ」

　なり振りなど構ってはいられない。

　持てる限りの知ち恵えとできる限りの策さくを持って相あい対たいしなければ、こちらは負ける。

　なにせ相手は──景介以い外がいの者たちを、生かす気がまるでないのだから。

「そう悲ひ観かんしたもんでもない。こっちの場所だって割れちゃいないしな。仕掛けて来られないのは向こうも同じで、だけど早く決着を付けたいのは向こうだ。なんなら、全員で十年ばかり海外にでも逃とう亡ぼうするってのもありだろ？　……お前らは納なつ得とくできないかもしれないけどな」

「あたりまえです、そんなにげるようなまね」

　憤ふん慨がいしたように型かた羽はが口を尖とがらせる。

「でも、最後の手段としては悪くないわね。それがあるとないのとでは気分が違うし」

　木こ陰かげ野のは景介に追つい従じゆうした。

「……まったく」

　呆あきれたように枯葉が笑い、息を吐いた。

「次から次へとよくもそう、ふざけた策がぽんぽん飛び出してくるものだ。お前らしい」

「いや、褒ほめてねえよそれ……」

「なにを言う。褒めているのだぞ？」

　冗じよう談だんめかした口く調ちようではあったが、視し線せんは真しん摯しそのものだ。

「お前はいつも妾わたしに新しい視し点てんを与えてくれる。融ゆう通ずうの利かない妾に、そんなに肩かた肘ひじを張るな、無む理りをするなと言ってくれているようで嬉うれしくなるのだ」

「いや、そういう訳わけじゃ」

　俺は割と真剣なのに。まあでも言われてみれば、真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうなこいつと適当な自分とでは、自然とそうなるのかもしれない。

　──まあ、真面目なくせに間まが抜けてるところもあるんだが。

　どっちが枯葉でどっちが灰はい原はらなのだろう。たぶん真面目さも間抜けさも、ふたりともが元々持っていたものなんじゃないかと確かく証しようもなく思う。

　そしてそんなことを考えられるくらい、今の景介は覚かく悟ごを持てていた。

「さて……このまま静せい観かんか、それとも行動を移すか」

　砂さ姫きが全員の顔を見渡す。

「我々鈴すず鹿かの性さがとしては、一いつ刻こくも早く打って出たくはあるな」

「でしょうね。ま、人間の俺おれとしては静観したいところです」

　木こ春はるたちが業ごうを煮やして先に動くのを待つ。

　それはひとつの手で、籠ろう城じようの次の手としては悪くない。

「それか、なにかしらの餌えさを撒まくとか。危険ですが、誰だれかが囮おとりになるか」

「罠わなを張って待ち構える、か」

　考え込むように細ほそ顎あごへ指ゆび先さきを遣やる枯かれ葉は。

「あまり好みではない。が、お前の考えた策だと思うと悪くない」

「あのね、枯葉。……こんな時に言うことじゃないんだけど、あんた、霧きり沢さわに乗せられすぎ」

　苦く笑しよう混じりに木こ陰かげ野のがつっこんできた。

「っ……、棗なつめ、お前なにをいきなり！」

「でもまあ、気持ちはわかるけどね。霧沢の考えることってさ、なんというか、姑こ息そくなんだけど乗ってみたくなるっていうかね。悪戯いたずら小こ僧ぞうみたいっていうか」

「そうですね。ひきょうもののかくさくは、みていてゆかいつうかいです」

「せめてオブラートに包めよ……」

　皆の表情は明るくて、だから景けい介すけは密ひそかに胸を撫なで下ろす。

　楽らつ観かん的になればいいというものではないが、ただでさえ状況が不利な今──悲観的になり過ぎるのもよくない。せめて軽かる口くちを言い合えるくらいは心に余よ裕ゆうが要いる。

　自分たちがすべきなのは、勝つことではない。負けないことであり、死なないことだ。

　砂姫が口にした通り、鈴鹿には守るよりも攻めることを好む性質がある。木春や供きよう子こも同どう様ようだろう。そんな中、人間である自分の発想は大事だと、そう思いたい。

「俺はやっぱり、しばらく様よう子すを見る、ってのを推おします」

　それぞれの顔を見渡し、改めて立りつ案あんした。

「まずは相手の出方を見がてら、じらす。向こうがなんらかのアクションを起こしてくるならよし、それでも動かないようなら囮作さく戦せんに移る。その頃には相手が焦ってるはずだし、引っかかってくれる可能性も高い。……それが、俺たちにできる最さい善ぜんだと思う」

　反対の声はあがってこない。

　もちろん決めるのは枯葉だ。景介はそのまま黙だまり、彼女の反応を待つ。

　沈ちん黙もくに電子音おんが響ひびいたのは、その時だった。

　りりりり、と無む機き質しつなそれに、全員が顔を上げる。

　携けい帯たい電話の着信音おんだった。

　発生地ち点てんは、それまでずっと無む言ごんで話を聞いていた檻おり江えのポケットの中。

　電話を取り出しディスプレイを確かく認にんした彼女は、一いち同どうにそれを見せる。

　実に皮ひ肉にくなタイミング。

　表ひよう示じされている名前は──『供きよう子こ』。

「……おいおい」

　相手を焦じらすとかなんとか言った矢や先さきにこれとは、まったく恐れ入る。

　──まさか、俺おれがここにいることを承しよう知ちした上で、なのか？

「どうすればいいかな」

　眉まゆをほんのわずかにひそめる檻おり江え。

「出よう。ただし、スピーカーモードで」

　景けい介すけが言うと、一同も頷うなずく。檻江は携けい帯たい電話を操作しテーブルへ置いた。

「もしもし？」

　応おう答とうに対して聞こえてくるのは無む論ろん、陰いん鬱うつで皮ひ肉にくげなくつくつという嘲ちよう笑しよう。

『やあ、檻江。生きていてなにより。まったく忌いま々いましくて愉ゆ快かいだね』

「……供子」

　呟つぶやいた枯かれ葉はの声に気付いたのか、供子は電話の向こうで微かすかに鼻はな白じろんだ。

『枯葉か』

　吐き捨てるように、言う。

『元気そうでなにより。まったく忌々しくて反へ吐どが出るね』

　思わず怒りを覚えた景介だったが、口を開くのはまずいと唇くちびるを咬かみ締める。

　景介がここにいることを、つまり枯葉たちと一いつ緒しよに戦う覚かく悟ごを決めたことを、果たして供子は知っているのか。それがまだはっきり判はん明めいしていない以上、自分から存在を明らかにしてはいけない。この状況下かでの電話が偶ぐう然ぜんなのか故こ意いなのか、きっちり確かめる必要がある。

　テーブルを軽く叩たたき全員の注目を集めた後、自分を指ゆび差さし、そのまま×ばつ印じるしを描く。

　型かた羽はが景介のジェスチャーを一いつ瞥べつして頷うなずきつつ、

「なんのようですか？　きょうこおねえさま」

　挑ちよう発はつ的に供子へ問うた。

「おおかた、わたしたちがみつからなくて、あせっているのでしょう？」

『く、くく』

　返ってきたのは、余よ裕ゆうとも嗜し虐ぎやくともつかない──含み笑い。

『あれから半月も待ってあげたんだ。頭とう首しゆの命めいに従う覚悟がそろそろできたとばかり思っていたけれど……どうやらその逆みたいだね。これは愚おろか。可お笑かしくてたまらない』

「たとえとうしゅのめいだとて、ころされるいわれはありません！」

　一いつ喝かつするも、供子はまったく怯ひるまない。

『へえ。本ほん家け守しゆ護ご役やくともあろう者が、頭首のために死ねないと？　くくく……「きしみ」の字も地に落ちたもの。使命が果たせないのは親おや譲ゆずりかな』

「……っ！」

　先せん代だいを守りきれず死んだ母を侮ぶ辱じよくされ、型かた羽はの顔が一気に紅こう潮ちようする。

　怒りに我を忘れ、携けい帯たいに向かって飛び掛からんばかりに牙きばを剥むくが、

「詭き弁べんだな、供きよう子こ」

　それを制し、落ち着いた声をあげたのは砂さ姫きだった。

「『きしみ』の使命が本ほん家けを守ることなら、本家の使命は同どう胞ほうたちを守ることにある。われらを取り纏まとめ率ひきい、よき方向へ導くのが頭とう首しゆの責せき務む。それを果たさないどころか一族を滅ほろぼそうとまでするような奴やつを守る謂いわれがどこにある？　ふざけるのも大たい概がいにしろ」

　静かな中にも感じる、脊せき髄ずいを貫つらぬく冷れい徹てつさで以もつて、彼女は告げた。

「木こ春はるがそこにいるなら言っておけ。われらの頭首は枯かれ葉はだ。かつて先代たちが神楽かぐらを排はい斥せきしたように……われら鈴すず鹿かは裏切り者のお前を排斥する、とな」

『……は』

　一いつ瞬しゆんの間を置いて──、

『なにが鈴鹿？　なにが一族？　まったくくだらない。くだらなさすぎて、嘆たん息そくする』

　さっきまでと裏うら腹はら、供子の声こわ音ねが一段と低くなった。

　嘲ちよう弄ろうではなく、どこか恨うらみがましく憎にくしみめいた響ひびき。

『鈴鹿だの頭首だの同胞を守るだの、薄うすっぺらな世よ迷まい言ごとだね。そもそもわれら一族の歴史は、同胞を殺し尽くしたところから始まったのに』

　まるで鈴鹿の一族そのものを唾だ棄きするように、

『裏切り者というのなら、始し祖そからして裏切り者だ。なにせ「つうれん」で啜すすった同族の命を手て土産みやげに人へ嫁とついだのだから。私たちにはみな、その血が流れている。同族を殺して繁はん栄えいした……呪ノロイと病ヤマイ、汚ヨゴレと穢ケガレに染そまった血が流れている』

　まるで自らの出しゆつ生せいを否定するように、

『なにをそんなに怒っている？　裏切り者の血を最も濃く受け継いだ本家の娘むすめが、先せん祖ぞである始祖と同じことをしようとしている、ただそれだけのことなのに。それともお前たちは、始祖の行った虐ぎやく殺さつを、私たちの出しゆつ自じを、道どう徳とくだの倫りん理りだのの綺き麗れい事ごとで否定すると？』

　まるですべてを──呪じゆ詛そするように。

『ふざけていてくだらない。見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい！　それは人間の価か値ち観かんだ。われら化ばけ物ものが、妖よう魅みが、なにを人間ぶっている!?　そんなだから人間に追いやられる！　そんなだから秋あき津つ依い紗さ子このような……ただの人間に、足あし許もとをすくわれる！』

　景けい介すけは、ふと思った。

　もしかしてこいつは、供子は、鈴鹿として生まれたくなかったのではないか。使命など背負わず呪のろわれた血など流れていない、ただの人間として生を受けたかったのではないか。

　或あるいは木春にそう生まれて欲しかったのではないか──。

　確かに、もし木こ春はるが人間であったら、景けい介すけが彼女と普通に出会っていたら、こんなことにはならなかった。悲ひ劇げきなど生まれなかったし誰だれも苦しまなかっただろう。

　だが、そんなことを考えたとしてももはや詮せん無ないことなのに。

　現実は、そうならなかった。

　木春は鈴すず鹿かの一族として生まれてきて、成長しない病やまいに身体からだを蝕むしばまれた。景介との幼い初恋は初恋のまま歪ゆがみ、凶きよう行こうの引ひき金がねとなった。それらは現実だ。起きてしまったことだ。

　現実を拒きよ絶ぜつし憎にくんでもなにも変わらない。するべきは、現実を見み据すえて前に進むこと。

　灰はい原はらはずっとそうしてきた。枯かれ葉はだって今はそうしようと思っている。

　怒ど鳴なってやりたかった。冗じよう談だんじゃねえぞ、と。

　だいたい裏切りの血けつ脈みやくというのなら、人間の歴史はその繰り返しだ。それこそ親子だろうが兄弟だろうが、背後から刺さした、味み方かたのふりをして謀ぼう殺さつした、そんな例は山ほどある。

　先せん祖ぞが行ったからといって、自分が同じことを繰り返していい訳わけがない──。

　それでも、喉のどまで出かかったものをかろうじて抑えた。

　景介の心しん中ちゆうを察したのか、枯葉がこっちを見て薄うすく笑えむ。

　それから電話に向かって視し線せんを鋭くすると供きよう子こへ問うた。

「いい加か減げんに用件を言え。まさか罵倒するためだけに電話をしてきたのではあるまい？」

『……ふん』

　興きよう醒ざめしたように鼻を鳴らした供子は、

『よくも落ち着いていられるね。それとも諦あきらめているの？　まあ……いい』

　ひと呼吸置おくと、ようやく本ほん題だいをこちらへ告げる。

　それは、景介たちのさっきまでの気分を覆くつがえすに足るものだった。




『私たちはいい加か減げん、待つのにもうんざりしている。お前たちが見付からないから、仕方ないけど……篠田医院を攻撃することにした』




「な……っ！」

　全員が息を呑んだ。いつかは行動に出るかと思っていたが、まさかよりによって、こっちが対策を練っている最さい中ちゆうに──。

　先せん手てを取られたか、という空気が場を支配する。

『明日あした、夕方。邪じや魔ましに来たいなら来ればいい。くく……私たちは歓迎するよ』

　わざわざ予告する、つまり、来れば一いち網もう打だ尽じんにしてやるというあからさまな誘さそいだ。それも、罠わなとわかっていながら飛び込まなくてはならない。無む視しすれば夭ようが確実に殺される。

　じゃあ、と。

　用件を伝え終わった瞬しゆん間かん、供きよう子こはそっけなく通つう話わを終える。ぶつりという音が客きやく間まに響ひびき、それが張り詰つめた空気をいっそう緊きん張ちようさせていた。

「……これで静せい観かんはできなくなった、か」

　景けい介すけの言葉は途と中ちゆうが嗄かれていた。ずっと声を出さずにいたせいか、或あるいは緊張のためか。

「俺おれのこと、知られちまってたのかな」

「そうではないだろう」

　砂さ姫きが首を振る。

「供子は一度もお前のことに触ふれなかった。あいつの性格だ、もし知っていたらお前に皮ひ肉にくのひとつも投げ掛けていたに違いない」

「知っていて、敢あえて黙だまってた線もあるとは思いますけど……とにかく明日あしたのことは、俺が来るのは向こうも承しよう知ち済み、ってした上で計画を立てましょう」

　まあ、考えようによっては都つ合ごうがいい。

　先せん手てを打たれたということは、対たい処しよがし易やすくなるということだ。幸いにも向こうは予告をしてくれた。奇き襲しゆうを食らう心配はせずに済む。

　ふと、妙みような違い和わ感かんが頭によぎった。

　なにか変だ、と微かすかに思う。具体的にどうという訳わけではない。小さな棘とげが喉のどに引っかかったような感じがしたのだ。けれどそれも一いつ瞬しゆんのことで──景介は考え過ぎだ、という結けつ論ろんをすぐに出す。きっと緊張で気が張っているせいだろう。

「まずは夭ようさんに連れん絡らくだな」

　予告がブラフで襲しゆう撃げきが早まるというのはさすがにないだろうが、警けい戒かいと覚かく悟ごは必要だ。

「篠しの田だ医院に配置する人数も増やしておこう」

　砂姫は立ち上がり、携けい帯たい電話を取り出すと客間の隅すみへと歩んでいく。

　型かた羽はが、木こ陰かげ野のが、檻おり江えが、揃そろって緊張の眼まな差ざしで砂姫を見送っていた。

　その様よう子すを眺ながめてから、景介は隣となりの枯葉に声を掛ける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　枯葉は──穏おだやかに、落ち着いた調子で微笑ほほえんだ。

「心配いらない。妾わたしはもう揺るがない。……お前がいてくれるからな」

「ああ。俺もだ」

　久しぶりに腰へと差した『かみらの枝えだ』にそっと手を当てる。

　深しん呼吸しつつ、思った。

　自分は戦えるだろうか。

　存ぞん分ぶんに力を出し切れるだろうか。

　あの泥でい濘ねいのような欲望と、その恐きよう怖ふから解き放たれなくてはならない。

　枯葉と灰はい原はらから、心を離さないために。

　──もう二度と、秋あき津つ依い紗さ子こに縛しばられないために。




　　　　　　　　　　２




　次の日、景けい介すけは学校を休んだ。

　作さく戦せん会議に時間が必要だったし、呑のん気きにクラスメイトと談だん笑しようする心の余よ裕ゆうもなかったからだ。荒あら木きにまた心配されるかもしれない、とは少し思った。枯かれ葉はたちと再会してから気分が上向きになったとはいえ、あれから数日と経たっていない。

　そういえば、字あざ森もり雛ひな子こにも謝っていなかった。木こ陰かげ野のには一いち応おう伝えたが、あいつはまだ連れん絡らくを入れていないはずだ。落ち着いてからにしたいと思う、と言っていた。確かに、殺されてしまう可能性もあるのに「自分は元気だ」などと伝えても仕方ない。

　もちろん、木陰野を死なせるつもりなど景介にはない。

　作戦会議の結果、篠しの田だ医院に乗り込むのは景介、枯葉、それから檻おり江えの三人となった。

　木陰野と型かた羽はは外で待たい機き、状況を見つつ乱らん入にゆう。かつて秋津依紗子の隠かくれ家がに攻め入った時とほぼ同じパターンだった。違うのは、砂さ姫きのバックアップがあることか。

　景介は乱入チームに加わった方がいいのではという案も出たが、安全を第一にするなら最初からいた方がいいと自分で言った。向こうはそれだけで戦いにくくなる。

　砂姫の家を正しよう午ご過ぎに出発し、病院へ着いたのは午後二時過ぎ。

　もちろん家を出る時から途と中ちゆうまでは目め隠かくしをされてのドライブだった。景介だけではなく枯葉たちもという辺り、やはり警けい戒かいの表れだろうか。

　景介たちを乗せた車だけが、篠田医院の地下駐ちゆう車しや場じようへ入る。

　車が停まった直後、砂姫から電話があった。

『最後の確かく認にんだ』

　開かい口こう一番、彼女は景介に淡たん々たんとそう言った。

『棗なつめと型羽は二号車で待たい機きしている。そっちはすぐ突入できる場所に停車中ちゆう。……病院の周囲には見張りを配はい置ちしている。もし奴やつらがやってくるのを発見できればすぐに知らせよう』

「はい」

『……しかしこの警戒態たい勢せいの中、奴らはどう出るつもりだろうな』

「わかりません。でも……見張っている人たちはあくまで人間です。鈴すず鹿かの一族なら強きよう行こう突とつ破ぱできる。まさかマシンガンぶっ放す訳わけにもいかないでしょう？」

　半なかば冗じよう談だんめいて言うが、砂姫の反応は予想の斜め上だった。

『侮あなどるな。銃じゆう器き程度で鈴鹿を止めることはできん』

「いや、つっこむのはそこじゃなくてですね……」

『事実だ』

　さらりと口にされる。

『少なくとも、この国で私が手に入れられる範はん囲いのものではな。武ぶ器き商人に伝つ手てなどあるはずもない。手に入ったとしてもせいぜいが拳けん銃じゆうや猟りよう銃じゆう、よくてライフルか。まあ、それでも頭部を一発で狙そ撃げきなどすれば話は別だが……お前もそのような結果は望んでいまい？』

「……そりゃそうですけど」

　ライフルまでなら手に入るのかよ、とちょっと思った。

『脳のうさえ無事なら鈴すず鹿かは動ける。一発めをしのぎ、二発めを撃うつまでに距離を詰つめればそれで終わりだ。銃はさして恐ろしい武器ではない』

　──そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな相手を前に、よくもまあ俺おれは生き延びてこられたもんだ。

「とにかく、警けい戒かいお願いします」

『了りよう解かいした。お前たちも気を付けろ』

　電話が切れる。景けい介すけは車から出て、枯かれ葉はと檻おり江えを順番に見た。

　枯葉の手には『白銀しろがねりょうげ』、檻江の腰には『たまも喰ぐらい』。

「さて、と」

　手持ちの武器はもはや、あの夜に持ち歩いていたものしかない。対して向こうには『くらい墓はか穴あな』がある。どんな蔵ぞう物ぶつを使ってくるかさっぱり不ふ明めいだ。

　はっきり言って不安でたまらない。

　しかし、それでも。

「せめてあいつらの内、ひとりかふたりくらいはふんじばってやりたいな」

「なにを弱気なことを言う、景介」

　枯葉が勇ゆう敢かんな笑えみを見せた。

「誰だれが何なん人にん来ようと、全員を打ち負かすのだ。歩ほ摘づみも取り戻す。夭ようも死なせない」

「そうだね」

　珍めずらしく、檻江までが口を開く。

「景介。雅みやびお姉ねえちゃんを……連れ戻そう」

「ああ」

　景介は頷うなずいた。これ以上ないほどの心強さを感じながら。

「じゃあ、行くか。反はん撃げき開始、って奴やつだ」




　病院の地下駐ちゆう車しや場じようから職員用エレベーターに乗り込み、そのまま四階へと赴おもむく。

　久しぶりに会った篠しの田だと夭は、実に対たい照しよう的な表情をしていた。

　まったく普ふ段だん通りでまるで動じる様よう子すのない篠田に対して、不安げな色を隠かくせない夭。

「困ったもんだな」

　篠田が頭をがりがりと掻かきながら、景介たちを眺ながめ、挨あい拶さつの代わりにそう言った。

　とはいえ、まったく困ったふうには見えない。

「またここを戦せん場じようにするのか。供きよう子こは僕らに恨うらみでもあるのか？」

「もう、恨みとかそういう問題じゃないですよ、状況は」

「妹ふたりの面めん倒どうまで見てやったんだぞ、こっちは。……正しよう気きの沙さ汰たとは思えないな」

「きっと、正気なんて捨ててるんでしょう」

「わかってるよ、ただの軽かる口くちだ。きみの得意技わざを真ま似ねしてみた」

「……聞かされると割とイラッと来ますね」

　相変わらずこの人は苦にが手てだ、と景けい介すけは心しん中ちゆうでげんなりした。

　篠しの田だは自分のデスクに置かれた卓たく上じよう時計を一いち瞥べつし、

「午後二時か。供子たちは夕方を予告してるんだろう？　それまで僕らはどうするべきかな」

「夕方とは言いましたけど、向こうに時間を守る気があるとは思えませんね」

「だろうな」

　部屋の隅すみに控えていた妻へと視し線せんを向けた。

「夭よう、わかっているな？」

「ええ」

　夭は静かに頷うなずく。

「もちろんよ。でも、私は……」

　どうすればいいのか。

　そんな表情の彼女へ、景介はこれからのことを切り出した。

「これから全員でここに立て籠こもる、それがいいと思います」

　篠田の寝室と診しん察さつ室を兼ねていることもあり、この部屋は広い。充分に暴あばれ回ることができるのは、以い前ぜん供子と戦った時に体験済ずみだ。

　しかし──景介の提案に、篠田が異いを唱となえる。

「僕は、二ふた手てに分かれた方がいいと思うが」

「何な故ぜです？　戦せん力りよくを分ぶん散さんさせるのは危険です」

　問うと、彼は部屋を見回し、言った。

「ここでは乱らん戦せんになり過ぎる」

　数すう歩ほ進み、真まん中なか、診察用のベッドに腰を降ろし、

「それに、夭は一対たい一で力を発はつ揮きするタイプだ。というよりも……いざ戦い始めたら無差別。敵と味み方かたの区別がつかないんじゃ、どうしようもないぞ」

「あんた……夭さんを戦わせるつもりなのか？」

　夭の持つ蔵ぞう物ぶつ『廻めぐりじんろう』は、鈴すず鹿かにとってすら常識外がいの戦せん闘とう能力を発はつ揮きするが、代わりに使用者の生命を著いちじるしく削けずる。元々肺はいに病やまいを持つ彼女にとって、それは致ち命めい的だ。

「ふざけるなよ、あんたの奥さんだろうがっ！」

　思わず激げつ高こうしかかった景けい介すけに、篠しの田だはまるで動じない。

　それどころか目を細め、鋭く睨にらみ付けてくる。

「きみの論ろん理りで僕らの夫ふう婦ふ関係を計るな。以前も言ったぞ、霧きり沢さわ」

「だからって、幾いくらなんでも……」

「戦力が要いる」

　景介の言葉はぴしゃりと遮さえぎられた。

「僕と夭ようを守りながらの戦いで、勝てればそれでいい。が……負ければ最後、夭は死ぬんだ。寿じゆ命みようを大事にして命を落とす？　そんなこと、僕には認められないな」

「……それはそう、だけど」

「夭が戦えば、少なくともひとりは倒せる。『つうれん』を持った奴やつに当たらなければ問題なく、な。戦力を分ぶん散さんさせれば乱らん戦せんも避けられる。一いつ石せき二に鳥ちようだろう」

　厄やつ介かいなことに、篠田の理り屈くつには筋すじが通っていた。

　現状、景介たちだけで五人。供きよう子こに木こ春はる、日ひ崎ざきも来たとして合計で八人。それだけの人数が幾ら広いからといってひと部屋にひしめき合えば、戦いは渾こん沌とんを見せる。型かた羽はと木こ陰かげ野のも呼びにくくなるだろう。それよりは戦せん場じようを分けた方がいい。

「夭」

　枯かれ葉はが、どこか厳おごそかな声とともに夭へと視し線せんを向けた。

「お前はそれでいいのか？」

　わずかに表情を曇らせた夭だったが、すぐに顔を上げ、決心したように応える。

「ええ、構わないわ。……大だい丈じよう夫ぶよ、景介くん。私だって鈴すず鹿かなの。夫とあなたたちを守るためなら少しくらい命を削けずることなんて、誇らしくこそあれ、よ」

　どこか悪戯いたずらっぽい、いつもの彼女らしい笑顔だった。

「そう……ですか」

　景介は深く嘆たん息そくした。

　──まったく、この夫婦には敵かなわない。

「じゃあ、作戦を練り直しましょう。二ふた手てに分かれることを前ぜん提ていにして」

　気持ちを切り替えた。

　夭も戦うというのなら、これほど心強いこともない。

「さすがに夭さんをひとりにはできない。『つうれん』を持ってる奴に当たれば終わりだ。とはいっても、俺おれと組む訳わけにはいかないから……」

「私が行くよ」

　檻おり江えが手を挙げた。

「『たまも喰ぐらい』なら、夭の邪じや魔まにならない。遠くにいればいいから」

「妾わたしも賛成だ。近ちか寄よらずに済むというなら『白銀しろがねりょうげ』でも構わんが……檻江はまだ、誰だれかを守って戦うのは不ふ慣なれだろう？」

「じゃあ、檻おり江えさんは夭ようさんと一いつ緒しよにあっちの部屋で、ってことでいいですか？」

「よろしくお願いするわね、檻江さん」

　おっとりした微笑ほほえみに、無む言ごんで頷うなずく檻江。

「こっちは篠しの田ださんと俺おれ、それから枯かれ葉はの三人だ」

『かみらの枝えだ』と『白銀しろがねりょうげ』の相あい性しようがいいのは、以前実じつ践せん済ずみだ。守るのがひとりで済む分、やり易やすくもなる。その組み合わせがベストに思えた。

　あとは手早く、いざという時の行動の確かく認にんをする。

　もし夭のところに『つうれん』を持つ者が来たら、檻江は真まっ先さきにそいつを夭から引き離すこと。そうでない場合、夭の戦いを援えん護ごすること。

　こちらは篠田を守りつつの戦い。枯葉が主体となる。

　ただ、篠田の命が狙ねらわれるかどうかは微び妙みようなところだった。ひょっとしたら彼を放置して枯葉のみを狙ってくるかもしれない。故ゆえに、積極的に景介は前に出ることにした。あっちが自分に手を出せないのは確実だからだ。

　打ち合わせを終え、夭が檻江を連れて診しん察さつ室を後にした。

　時刻は午後二時半過すぎ。ひとまずは休憩する他ない。

「悪いけど、茶なんて気の利いたものはないぞ」

「構いませんよ」

　肩をすくめつつ、篠田がデスクに座った。煙草たばこを取り出して火を点つける。

　さっきまではまったく吸っていなかったが、ひょっとしたら肺を病やんだ夭がいる前では吸わないようにしているのだろうか。さりげない夫婦愛あいみたいなものが垣かい間ま見みえた気がした。

　まあ、できれば自分たちにも気を遣つかって欲しいところではある。けむい。

「……はあ」

　景けい介すけは診察用のベッドに腰こし掛かけた。

　これから供きよう子こたちが来るまでの数時間、緊きん張ちようし放しなのは正直つらい。

「あまり張り詰つめ過ぎるな、景介。楽にしておけ」

　唇くちびるを引き結んだまま凜りんと立っていた枯葉が言ってくる。

「そんな調子のお前に言われても説せつ得とく力ねえよ」

「妾わたしは慣れているからな、こういうのは」

「俺もいい加か減げん、慣れないといけないのかね」

「幼少の頃から訓くん練れんしていないと、そうそう慣れるものでもあるまい？　まあ、始しゆう終し警けい戒かいする必要はなかろう。向こうが仮かりに奇き襲しゆうをかけてくるにしても、予よ兆ちようはある」

　鈴すず鹿かの一族が策さく謀ぼうに疎うといのはわかっている。卑ひ怯きような手を好んで使う供子にしても、人間である景介にしてみれば決定的なところで詰めが甘い。そういう意味で、秋あき津つ依い紗さ子こはやはり、人間そのものだったのだなと思う。あいつは自分の存在すらも偽いつわってみせた。

　ひっきりなしに煙草たばこを吸う篠しの田だ、落ち着かない景けい介すけ、堂どう々どうと佇たたずむ枯かれ葉は。三さん者しや三さん様ように敵の襲しゆう来らいを待ち続け、そして──なにもないままに、一時間ほどが過ぎる。

　診しん察さつ室のデスク、その上にあったインターホンが鳴ったのは午後三時四十分だった。

　思わずびくりとした景介だったが、篠田が片手でふたりを制すと、受話器を取る。

「僕だ……ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。……、わかった。気を付けなさい」

　そっけない口く調ちようだったが、内容から相手が夭ようであるとわかった。

「向こうからの報告だ。特に異常なし、だそうだよ」

　心しん中ちゆうで胸を撫なで下ろす。

　とはいえ、安あん堵どしてもあまり意味はない。どのみち敵は来るのだ。

　もうすぐ四時。夕方と形容しても差し支えない時間になる。もっとも人によっては、七時くらいまで『夕方』なのだけど。

　まったく、何な故ぜ供きよう子こはこんな曖あい昧まいな誘さそいをかけたのだろうか。もっとはっきり指定するか、日暮れだとかわかりやすく言ってくれればこんな思いをせずに済むのに。こっちが待ちくたびれるのを狙ねらっていたのか。それにしたって──景介ならともかく、枯葉たちが緊きん張ちよう疲れをするはずがないではないか。幼少の頃から訓くん練れんしていた、と言っていたし。

　そこまで考えて、なにか変な気がした。

　向こうの意い図とが今ひとつ読めないのだ。

「……ん？」

　ふと、昨日きのうも似たような違い和わ感かんを覚えたことを思い出した。

　だったらやっぱり昨日と同じ、緊張のせいか。

　気にしないことにしようとしたが、このまま無む為いに時間を過ごすのも心しん臓ぞうに悪い。それに、ひょっとしたらなにか見落としがある可能性もある。

　──どうせ、ことが始まるまでは暇ひまだしな。

　景介は頭の中で、その違和感について考え始めた。
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　病室の沈ちん黙もくはもうかれこれ一時間近ちかくになり、それが少しだけ気まずい。

　彼女はどう考えているのかしら、と、椅い子すに座った檻おり江えを見み遣やる。

　姿し勢せいよく座って黙もく々もくと読書をしている彼女は、緊張すらしていないようだ。それとも、顔に出ていないだけか。夭にはわからなかった。

　考えてみれば、檻江のことはあまり知らない。

　昔から病弱で床に臥ふしていることの多かった夭と、里さとから疎そ外がいされてひとりきりでいた檻江。ふたりの間にこれまで接せつ点てんなどなかった。昔からの顔かお見み知しりではあるが、それだけだ。殆ほとんど通うことのなかった高校のクラスメイトたちの方がまだ親しいかもしれない。

　まあ、親しいかどうかで言えば、夭ようは誰だれにでもそうではある。

　里さとの娘むすめたちと違い、自分には同どう年代の友人がいない。木こ春はるや供きよう子こ、巳み代よたちにしても、病びよう弱じやくな夭と積極的に遊ぼうとはしなかった。あの頃は夭の肺はい病びようについてわかっていることが少なく、伝でん染せんする可能性も考えられていたからだ。

　その後、篠しの田だ吾ご郎ろう──玲れい二じ郎ろうの父の研究で、他者への感かん染せん性はないことが明らかになった。枯かれ葉はや歩ほ摘づみたちがたまに夭の家へ来てくれるようになりはしたが、四つ年下の娘とではやはりどこか壁があったように思う。

　なにより、この病やまい。

　鈴すず鹿かは生命力りよくの強い種であるが故ゆえに、老いるまで自らの死を恐れることがない。常に死の影を意識していた夭にとって、健康な彼女たちはまるで別の生き物のようだった。

　鈴鹿が人ひと里ざとで感じる疎そ外がい感かんと似たものを、自分は鈴鹿の里で感じていたのかもしれない。

　里で療りよう養ようせずここに入院したのは、玲二郎と恋こい仲なかになった他にもそんな理由がある。要するに、耐えられなかったのだ。野の山やまを駆かけ回っても息ひとつ乱さず、約束された寿じゆ命みようを享きよう受じゆする彼女たちを見るのが。そんな彼女たちを遠とお巻まきに、床に臥ふして死と睦むつんでいる自分が。

　夭が楽しい記き憶おくとして思い出すものには、殆ほとんどすべて玲二郎がいた。

　初めて会った時、自分はまだ三、四歳さいで、彼は中学生だった。

　篠田医院の裏の跡取り、そう紹しよう介かいされた。つまり、いずれ鈴鹿のお医者さまとなる人。

　ぶっきらぼうで、そのくせにどこか馴なれ馴なれしい性格は昔から変わっていない。最初は恐かったが、やがて兄のように慕したい、友人のように親しみ、そしていつの間にか恋をしていた。

　病を悪化させて入院した時、この病院の庭でエレナと出会った時、彼女が病で死んだ時、その身体からだと喪も着ぎをした時──いつも彼は自分の傍そばにいてくれた。夭が泣いても笑っても、泣きもせず笑いもせず、たまに頭を撫なでてくれる指にだけ、優しさを込めて。

　そんな彼を心から愛している。

　喪着はしたが子など望むべくもない自分に、それでなにか問題があるのかと言ってくれた彼を。あと何年生きられるかも定かでない自分を、最後の日まで愛してくれるであろう彼を。

　そして──。

　いや、だから。

　夭は、寝台で半身を起こした。

　俯うつむいて本を読んでいる檻おり江えに声をかける。

「ねえ、檻江さん」

　無む言ごんで顔を上げたのへ、問う。

「あなたは何な故ぜ、戦っているの？」

　檻おり江えは一いつ瞬しゆんだけきょとんし、それから考えるように視し線せんを僅わずかに動かした後、

「景けい介すけがいるから」

　澱よどみなく答える。

「景介くんのため？」

「うん。私は、景介のお姉ねえちゃんだから。姉が弟を守るのは当然のことだよ」

「姉……でも、彼の本当のお姉さん……棺かん奈なのことは」

「雅みやびお姉ちゃんとは別。景介は、私を姉さん、って呼んでくれたから。私はもう雅お姉ちゃんの代わりじゃない。もうひとりの……雅お姉ちゃんとは別の、景介のお姉ちゃんだよ」

「……そう」

　檻江も、同じなんだと思った。

　同どう族ぞくとの関わりよりも人間との絆きずなを大事にしている。

　なによりも大事なもののため、戦おうとしている──。

「あなたは、立りつ派ぱなのね」

　ひとりごとのような呟つぶやきに、返事はなかった。

　夭ようは薄うすく溜ため息いきを吐つき、微かすかに痛む胸を押さえ、それが病やまいのせいなのかもっと別の感情的なものなのかわからないまま、吸い飲みを手に取ってぬるい水を喉のどに流し込む。

　そして枕まくら元もとにあるインターホンのボタンを押し、夫の診しん察さつ室しつを呼び出した。

　数コールの後、回かい線せんが繋つながる。

『僕だ』

　そっけない、けれど愛いとしい声。

「そちらはどんな様よう子す？」

『ああ、大だい丈じよう夫ぶだ』

　彼は自分を信頼してくれている。だからこそ、ここを任せた。

　生命を削けずって戦え──愛する人に躊ちゆう躇ちよなくそんなことを言えるのは、いったいどれほどの覚かく悟ごだろう。どれほどの想いだろう。その決けつ断だんをしてくれたことが、幸せでたまらない。

　夭は言った。

「そろそろ、始めるわ」

　愛しい人の気持ちに応えるために。

　自分の覚悟を、示すために。

『わかった』

　短い返答。そして「気を付けなさい」と、最後にひと言だけ。

　通つう話わが切れてから数秒だけ目を閉じて、夭は布団ふとんから出る。

　──覚悟。

　それは、生命を削って戦うこと。

　生きるために、命を削けずること。

　彼のために。自分を生かそうとしてくれた、夫のために。

　すべてを──裏切ること。

　床へ降り立った夭ようを見て、檻おり江えがきょとんとした。

　そんな彼女に微笑ほほえみかけながら、夭は静かに告げる。

「ごめんなさい、檻江さん」

「……なにが？」

「私も……同じなのよ、あなたと」

　息を吸い、




「だから私はこれから、あなたたちの敵になるわ」




　言葉とともに懐ふところから細い紐ひもが取り出される。

　篠しの田だ夭に、もはや躊躇ためらいはない。

　紐は手首へと垂らされ、しゅるり、と。

　その細い白に、まるで呪じゆ縛ばくのように巻き付いた。
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　　　　　　　　　　３




　違い和わ感かんの正しよう体たいとそれ、先にどちらに気付いたのか景けい介すけは自分でもわからなかった。




　思し索さくしながら泳がせていた視し線せん、その隅すみにふと飛び込んできた光景があった。

　背せ伸のびをしながら篠しの田だ玲れい二じ郎ろうが、窓の方に向かって歩いていたのだ。ブラインドでも上げるつもりなのかとなんとなく思い、彼のことを見るともなしに見ていた。

　その時、考えていた違和感の正体が、不ふ意いにはっきりとしたような気がした。

　供きよう子こは言った。この病院を攻こう撃げきすることにした、と。

　脅おどしでこっちを誘さそう、それが目的だと景介たちは考えていた。

　だが──一いち連れんの流れは、あまりにお粗そ末まつ過ぎはしないか。

　何な故ぜわざわざ「明日あした攻撃する」と事前に言ってくる必要があるのだろう。

　それでは警けい戒かいされることがわかりきっている。罠わなにわざわざ飛び込むようなものだ。

　もし景介が彼女たちの立場なら、そんな報告など事後にする。予告なく黙だまって襲しゆう撃げきすればいい。夭ようと篠田を殺せば枯かれ葉はたちは否いや応おうなく現場まで駆かけ付けることになるし、殺さずに瀕ひん死しの状態まで追い込んで、それから夫婦どちらかを拉ら致ちし人ひと質じちにすればもっと確実だ。

　そこまで卑ひ怯きような策を鈴すず鹿かは思い付けない──？

　──否、だ。

　叛はん乱らんに乗じてすべてを欺あざむいていた木こ春はるが、その程てい度どの発想ができない訳わけはない。

　では、何な故ぜこんな方法を取ったのか。裏の目的がありはしないか。

　まず考えたのは、陽よう動どうだった。

　病院に目を向けさせておいて通つ夜や子こを狙ねらう。これはかなり効果が高いはずで、もしそうであれば今の景介たちはまんまと罠に嵌はまってしまっている。砂さ姫きに連れん絡らくして、通夜子の家の周辺を確かく認にんしてもらう必要があるだろう。

　だが、まだ引っかかることがある。

　半月もの間──何故あいつらは、沈ちん黙もくを守っていたのだろう。

　景介が戦せん線せんに復ふつ帰きするのを待っていたのか。あまりにタイミングがよかったからそれを疑っていたが、どう考えても待つ理由がない。景介の与あずかり知らないところで戦いが終わってしまえば、それに越したことはないではないか。少なくとも木春にとっては。

　ならば、どうして。なぜ彼女たちは、夭や通夜子にすら危き害がいを加えずにいたのか。

　いや……それも違う。

　頭の中で警けい鐘しようが鳴り響ひびいていた。どういう訳わけか焦しよう燥そう感かんがした。

　もしも、と思う。

　もしも、危き害がいを加えずにいたことになにか理由があるとしたら。

　危害を加えられなかったのではなく、加える必要がなかったのだとしたら。

　──ふざけるな。

　そんなくだらないことを考えてどうする。お前は単に緊きん張ちようで思し考こうが妙みような方向に行っているだけだ。自分にそう言い聞かせ、もうやめようと思い──視し界せんの端はしに映っていた篠しの田だが、枯かれ葉はの背後を通り過ぎようとするその時、歩みを少しだけ遅くした。

　僅わずかに見えた彼の手、そこになにか光るものがあって、

「枯葉！」

　景けい介すけは、叫んだ。




「篠田から離れろおっ！」




「……っ!?」

　幸いなことに、枯葉は気を張っていた。

　景介の絶ぜつ叫きように考えるより早く反応し一歩前まえに飛ぶ。

　飛んだ後で、

「どうした、景介。突とつ然ぜんなにを……」

　既すでに景介は走っていた。枯葉の手を掴つかみ、自分の許もとへ引き寄せ、

「どういう了りよう見けんだ？　……あんた」

　そのまま篠田玲れい二じ郎ろうを睨にらみ付ける。

　右腕うでにメスを持った──篠田玲二郎を。

「……、玲二郎どの、それは」

　枯葉もそれに気付き、眉まゆをひそめる。

　ただしまだ意味がわかっていないようで、怪け訝げんそうな表情は消えない。それはそうだろう。鈴すず鹿かの一族は、特に枯葉は、こういうことに耐たい性せいがない。

　数秒、沈ちん黙もくがあった。

　そして静せい寂じやくの中──景介が叩たたき付ける詰きつ問もんの視し線せんと枯葉の送る疑問の視線を順じゆん番ばんに受け止め、篠田はぽつりと、感情の読めない声で呟つぶやく。

「参まいったな」

　もはやメスを隠かくそうともしない。片手で弄もてあそびつつ、

「枯葉の着物の襟えりから糸くずが出ていたので切ってやろうとした。それじゃ駄だ目めか？」

　堂どう々どうと言ってのける。

「……たいそう上じよう手ずな釈しやく明めいだな」

　え、と襟えり首くびに手を遣やる枯葉。

「いや、信じてんじゃねえよお前」

「は？　嘘うそなのか？　でも、なんで……」

　理解できていない枯かれ葉はにもわかるように、同時に篠しの田だへ皮ひ肉にくを込めて景けい介すけは笑う。

「なあ、もしそれが本当だって言うんなら、そいつでちょっと、自分の指先を切ってみてくれるか？　できるはずだ、それがただのメスで……お前が親切心しんで取り出したのなら」

　無む論ろん、篠田は実行などしなかった。

　代わりに軽く肩を竦すくめ、

「やれやれ。そこまでお見通しか。きみは存ぞん外がい鋭いな」

「気付いたのは殆ほとんど偶ぐう然ぜんだよ。危ないところだったけど、間に合ってよかった」

　あれこれと思し考こうしている内に、夭ようや通つ夜や子こを不ふ意いに疑った。

　もし木こ春はるたちと彼女たちが結けつ託たくしていたら、そんなことを考えた。

　最低の発想だ、と反射的に否定したのとほぼ同時──篠田の持つメスに気付いた。

　同時だったからよかったのかもしれない。どちらかが遅ければ枯葉の身体からだには今いま頃ごろ、成長する傷が植え付けられていただろう。

「景介、まさか、あれは」

「ああ」

　ようやくそのことに思い至った枯葉に、景介は頷うなずいた。

「……『つうれん』の破は片へんをメスに仕立て直してる。まったくふざけた発想しやがって。冗じよう談だんじゃねえ。そいつはお前の発はつ案あんか？」

「僕だけの考えという訳わけじゃないな。大おお元もとは枯葉、きみだ。きみがこれを鋳い溶とかしてチェーンソーに巻き直してたのを思い出してね。小さく加か工こうすれば暗あん殺さつにも使えるな、と。……でも正直、鈴すず鹿かの一族が今まで思い付かなかったのが不ふ思し議ぎだ」

「あいにく、こいつらは俺おれたち人間みたいに卑ひ怯きようじゃないんだよ」

　木こ陰かげ野のの父が言っていたことを思い出す。

　鈴鹿が、人間に蔵ぞう物ぶつを決して貸さない理由。

　それは、自分たちよりも遙かに上う手まく使うから──。

「……何な故ぜだ？」

　篠田に問うた枯葉の声は、驚きと悲しみを混こん在ざいさせたような色をしていた。

「玲れい二じ郎ろうどの、あなたは、何故」

　篠田は答えない。

　言う必要などないとばかりに。それどころか、ついさっきまでと──裏切りが明らかになる前と、まったく変わらない表情だった。

「夭ようさんの病気を治してやると持ち掛けられた。……そんなところだろうさ」

　だから彼の代わりに、景介は吐き捨てる。

『つう通れん連』は、刃やいばによって吸った命を鞘さやに貯ちよ蔵ぞうし、生命そのものを力へと変へん換かんする宝ほう刀とうだ。成長の止まった木こ春はるは、その『力』を使って大人おとなになろうとしている。

　だったら、同じく鈴すず鹿か特とく有ゆうの病やまいである夭ようの肺はい病びようも──『つうれん』によって治ち癒ゆが可能なはず。少なくとも篠しの田だはそう聞かされ、妻の病を治すのを条件にしてあちら側についた。

「慧けい眼がんだな、きみは」

　皮ひ肉にくめいて眉まゆを上げ、メスを片手に煙草たばこをくわえ、火を点つける。

　その通りだがだったらどうした、とでも言いたげな仕し草ぐさだった。

「なんでだよ。そんなこと……そんなもん」

　彼を睨にらみ付ける。

「嘘うそに決まってる。あいつらにそんな気が本当にあると思ってんのかよ。夭さんの病気が治るかどうかも確実じゃない！　それなのに……あんたは！」

「やれやれ。相変わらずガキだな、霧きり沢さわ」

「なにを！」

「わかっていないはずがないだろう？　僕が」

　吸い始めたばかりの煙草を灰はい皿ざらに押し付け、

「供きよう子こたちに夭の病気を治すつもりなどない。仮にそのつもりがあったとしても『つうれん』の力が効くとも限らない。すべて、充分に理解している」

「だったら……」

「でも僕は人間で、相手は鈴鹿の一族だ。きみにならこの言葉の意味がわかるだろう？」

　篠田は、にやりと笑えんだ。

「それに、あっちに協力すればしばらくは標ひよう的てきにならずに済む。敵と認にん定ていした者を容よう赦しやなく殺すテロリストたちと、敵ですら殺したくない甘あまちゃんが争っている……自分たちの安全を優ゆう先せんした時、どちらに付けばいいかは明めい白はくだ」

「……っ！」

　景けい介すけは言葉を失った。

　──僕は人間で、相手は鈴鹿の一族。

　つまり篠田は……冷れい徹てつな、実に人間らしい打だ算さんをしたのだ。

　供子たちにそのつもりがなくても、見え見えの罠わなだったとしても──見え見えだからこそ、敢あえて乗る。そして騙だまされている振りをしておいて、機を窺うかがい『つうれん』をかすめ取る。

　それに目的は違っても、篠田の目指す場所への過か程ていは供子たちと同じだ。鞘さやである『小しよう通つう連れん』に力を満たすためには一族の命が要いる。どのみち殺さなければいけないのであれば景介たちと相あい容いれることはなく、故ゆえに殺害の手伝いを決心したのだろう。

「でも、それで夭さんが喜ぶのか!?　そんなことで病が治ったとしても、あのひとは……」

「霧沢」

　と──。

　感情に任せた景けい介すけの叫びが唐とう突とつに遮さえぎられた。

　静かでありながら決して無む視しできない、達たつ観かんの中に強いなにかを秘ひめた声で。

　篠しの田だは、言った。

「きみの論理で僕らの夫婦関係を計るな。何度めだ？　いい加か減げんにしたまえ」

　再び煙草たばこを取り出し火を点つけながら、

「夭ようが喜ぶ訳わけがないだろう？　これは僕の我わが儘ままだ。……僕は彼女の幸せよりも病やまいの治ち癒ゆを優ゆう先せんした。しかし夭は、僕のそんな意い志しを受け入れてくれた」

　反はん論ろんは許さない、そんな雰ふん囲い気きで、

「愛するというのは覚かく悟ごを決めるということだ。相手のすべてを受け入れるということだ。だから僕は覚悟を決め、夭は僕のすべてを受け入れた。僕らのこの行動は、それだけのことだ。ただそれだけのことなんだよ」

　滔とう々とうと、微み塵じんも揺るぎなく──。

　景介はふと、思い出した。

　彼と最初に会った時、自分が抱いた感情について。

　覚悟を決めている、と篠田は言う。結果、彼は中ちゆう立りつを崩くずすことはもちろん枯かれ葉はを殺すことにすら、まるで躊ちゆう躇ちよを見せなかった。迷ってすらいない。たとえ迷っていたとしても、覚悟を決めた時点でその逡しゆん巡じゆんを完かん璧ぺきに押し殺している。

　あの時もそうだった。生命を削けずって戦っている夭に対して、彼は心配する素そ振ぶりすら見せず、まったく同じことを景介に言っていた。

　でも。

　改めて聞かされても、やはり景介は思う。

　違う。これは、違う。

　これは覚悟なんかじゃない。ただ、凝り固まってしまっているだけだ──。

「玲れい二じ郎ろうどの」

　歯は咬がみする景介の隣となりで、枯葉がぽつりと口を開いた。

　同時、景介の指に柔らかいものが絡み付く。彼女の指だと気付き、思わず握り返した。

　それに安あん堵どしたように息を吐き、

「あなたは、間違っている」

　枯葉は──告げた。




「愛するというのは覚悟を決めることではない。相手の覚悟を支えることだ。

　そして……相手のすべてを受け入れることでもない。自分のすべてを相手に受け入れてもらうべく、常に研鑽し続けることだ」




　それは堂どう々どうとした矜きよう持じに凜りんとした毅き然ぜんさを纏まとった、彼女らしい態度。

「妾わたしは……景けい介すけに相応ふさわしい女でありたいと思うし、そうあるべく努力したい。景介だってそうだろう。その気持ちがお互いにあるから相手を愛いとおしく思うのだ。だからこそ、愛しい者がもしも間違ったら身を以もつて正すべきではないか？　そうでなくては、一いつ緒しよに歩む意味がない」

　ただ、かつての枯かれ葉はとは明らかに違う。

　堂々とした矜持も凜とした毅然さも、もはや本ほん家けの次女という立場に拠よって立ってなどいない。大事な相手に──景介と灰はい原はらのふたりに──支えられているという自信が、支えられるに相応しくあろうという意志が、そうさせているのだ。

「だから、くだらないことをするな、玲れい二じ郎ろうどの。夭ようの病やまいを治すために妾たちを殺すのか？　それで生き長らえて、夭は喜ぶのか？　妻のために他者を殺すことを選ぶような……そんな男が、夭に愛される資し格かくがあるとでも思っているのか！」

　それは篠しの田だだけではなく、恐らくは彼女の姉にも向けられた言葉だった。

　篠田のしていることと木こ春はるのしていることは、酷ひどく似ている。

　愛する者のために殺す。愛する者のために、罪を犯おかす。

　けれど愛する人が望まないのなら、それは一方的な想いの押し付けに過ぎない。

　相手だって、そんなことをして欲しいなどとは思っていないのに──。

「それを机の上に置いてくれ、玲二郎どの」

　枯葉は、メスに仕立て直した『つうれん』の破は片へんを睨にらみ付ける。

「今ならまだ間に合う。向こうにはどうとでも言い訳わけできるだろう。供きよう子こたちはそのまま欺あざむき続けておけばいい。妾たちにさえ危き害がいを加えなければ、このことは忘れる」

　以前の彼女であれば口にしなかったかもしれない、どこか人間らしさを感じる言葉。

　景介は追つい従じゆうしようとした。

　けれど。

「……ふ」

　当の篠田に、枯葉の説せつ得とくは──届かなかったようだった。

「若いな。まったくもって羨うらやましい。僕がきみと同どう年代だったら、涙を流して後こう悔かいし、これを取り落としていたかもしれないよ、枯葉。残念だ。とても残念だ」

「玲二郎どの……なにを」

「僕はもう、戻れないってことだ」

　そう自じ嘲ちよう気味に吐き捨てると、篠田は。

　懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、どこかへと電話をかける。ややあって景介たちの背後で診しん察さつ室の扉とびらが開く気け配はいがし、同時に着信メロディが近付いてくる。

「まさ……か」

　景けい介すけは舌した打うちした。

　──篠しの田だの裏切りが判はん明めいした時点で、可能性を考こう慮りよしておくべきだった。

　襲しゆう撃げき予告をすれば『ひじり』が病院の監かん視し態勢を強化するのは当然で、向こうもそれはわかっていたはずだ。この状態ではおいそれと侵しん入にゆうできなくなる。だが向こうは、篠田と夭ようを利用しようとはしていても、決して仲間として信用してなどいない。

　ならば、どうするか。

　答えは自じ明めい。

　あらかじめ病院の中に潜ひそんでおけば、監視を気にする必要はなくなる──。

「失敗したのね、先生」

「そうね、失敗しちゃったのね、先生」

　同じことを繰り返す、まったく同じ顔。

　丈たけの短い着物は、血ち飛沫しぶきと飛び回る蛾がの紋もん様よう。

「でも、よかったわ。私たち、戦いたくてうずうずしていたもの。ねえ、血ち沙ささん？」

「ええ。黙だまって隠かくれているだけなんて性しように合わないわ、血ち香かさん」

　左右対たい称しようの髪かみ型がたをした『このはな』の双ふた子ごは、無む邪じや気きな禍まが々まがしさで笑った。

「さて」

　左の娘むすめが着信メロディの消えた携けい帯たい電話を床へ放り投げる。

「さて」

　それを合あい図ずに、ふたり揃そろって武ぶ器きを取り出す。

　片方は右手に、片方は左手に。それは両側に持ち手の付いた、ゆるやかに湾わん曲きよくする処しよ刑けい鋸のこぎりのような刀──以前の戦いで景介たちが奪うばい、棺かん奈なごと『くらい墓はか穴あな』が向こうへ行ったことで再び彼女たちの手に戻った蔵ぞう物ぶつ──『陰いん咬がみ』。

「枯かれ葉はお姉ねえさん、お久しぶり。血香が相手をしてあげる」

「お久しぶり、枯葉お姉さん。血沙も相手をしてあげる」




　双子の言葉に、枯葉と景介は否いや応おうなく身み構がまえさせられる。

　背後で篠田が、厭えん世せい的な溜ため息いきを吐つくのが微かすかに見えた。




　　　　　　　　　　４




　何な故ぜ夭が自分へ攻こう撃げきを始めたのかについて、檻おり江えは深く考えなかった。突とつ然ぜんのことで考える余よ裕ゆうがなかったのかもしれないし、心のどこかで瞬しゆん時じに受け入れてしまったのかもしれない。だが、驚きも戸と惑まどいも失しつ望ぼうもしなかったとはいえ、予想していた訳わけではない。

「……っ！」

　そんな檻おり江えが初しよ撃げきを躱かわせたのは、完全に僥ぎよう倖こうだった。

　夭ようがしたのは、力任まかせに殴なぐる、ただそれだけの行為だった。背後にあった壁は見事に穿うがたれ、蜘く蛛もの巣のような亀き裂れつが広がる。いかに鈴すず鹿かとはいえ素す手でで壁を抉えぐるほど殴り付ければ皮ひ膚ふや骨が無事では済まないだろうに、自らの身体からだに気を遣つかってなどいない。

　いや──そんな理り性せいは、手首に巻いた『廻めぐりじんろう』によって奪うばわれている。

　壁に立て掛けてあった『たまも喰ぐらい』を手に取りながら、檻江は距離を取ろうとした。それが初撃に続く二番目の攻こう防ぼうだった。相手が襲おそいかかってくる前に刀を抜けるかどうか。

　結けつ論ろんから言えば、檻江の負けだった。

　鯉こい口ぐちを切るより早く、振り返った夭が前まえ蹴げりを放ってきた。どうにか『たまも喰い』を盾たてにして受け止めるものの、檻江の小さな身体は後こう方ほうへ吹き飛ばされドアを破って廊下へと転がる。抵てい抗こうしなかった訳わけではない。単純に夭の力が凄すさまじかったというだけだ。

　そして態勢を立て直す暇ひまもなく、追つい撃げき。

　まるで獣けもののようだった。全身を撥ば条ねにして跳ちよう躍やくし飛び掛かってきた彼女は、仰あお向むけになった檻江へ馬乗りとなり、その勢いのまま頭部へ向けて掌しよう底ていを放つ。

　首を捻ひねってどうにか避ける。それでも熱い衝しよう撃げきとともに、ぎぢゅ、という不ふ可か解かいな音が頭ず蓋がいを揺さぶった。夭の小こ指ゆびに引っかかった左耳が裂さける音と、その小指が折れる音だった。

　リノリウムと衝しよう突とつした夭の右手を払いのけるため、檻江は腕を伸ばす。

　が、逆に余った左腕うでで手て首くびがぞんざいに掴つかまれた。骨も筋きん肉にくも抗あがらえない握あく力りよく。

「……あ……っ！」

　檻江の喉のどから痛みの悲ひ鳴めいが洩もれようとも、夭の正気に絡まった呪じゆ縛ばくが解き放たれるはずもない。ややあって、手首が砕くだける。神しん経けいすらも潰つぶれたのか、五ご指しの感覚が消しよう失しつした。

　このままでは殺される、と檻江は思った。

　恐きよう怖ふではなく、理り性せいが告げていた。

　ついこの間までずっと心を殺して生きてきた彼女は、感情表ひよう現げんが上う手まくない。人ひと並なみの喜き怒ど哀あい楽らくを自覚できるのは霧きり沢さわ景けい介すけに関係したものだけで、その他の殆ほとんどすべて──それこそ自分の命であっても──に対して、檻江の感情はまだ未み発達だった。

　そして皮ひ肉にくにもそれは、この場においては幸運に作用した。

　檻江は落ち着いて息を止めると夭の下した腹ばらに膝ひざを捩ねじ込み、全身を使って跳ね上げる。巴ともえ投なげの形で身体を浮かすと、その場で寝ね返がえりを打つように身体を反はん転てん。その勢いを利用して、どうにか『たまも喰い』を抜き放つ。

　それでも腕は掴まれたままで、檻江の背はい筋きんも夭を吹き飛ばすに足る力を出せない。

　だから、露あらわになった白はく刃じんを虚こ空くうへ振る。

　手首だけを使った、小さな一いつ閃せん。それで充分だった。空間を超え軌き道どうの向きすら変わり、刃やいばの切きっ先さきが夭の腕、直ま上うえへと出現する。直後、切せつ断だん。

「……が!?」

　夭ようが発した獣けもののような悲ひ鳴めいは、さっきの檻おり江えと同じく純じゆん粋すいな反射か。

　仰のけ反ぞった夭の身体からだをもう一度撥はね除のけ、支配から逃れる。

　立ち上がり、一歩大きく下がって距離を取った。未いまだ腕を締め付けていた夭の手首から先を引き剥はがし、床へと投げ捨てながら砕くだけた骨と千ち切ぎれた神経を恢かい復ふくさせつつ、

　──どうしようかな。

　思し考こうする。

　ただしその中心にあるのは自分のことではない。景けい介すけのことだ。

　どうやら夭は木こ春はるたちの側がわについたらしく、それに関してとりたてた感かん慨がいはない。問題は景介と枯かれ葉はも同どう様ように、攻こう撃げきを受けているかもしれないということだ。誰だれの手によってかはわからないが、供きよう子こか双ふた子ごか、もしかしたら歩ほ摘づみかが既すでに病院へ侵しん入にゆうしているだろう。

　景介たちを守るために診しん察さつ室しつへ戻るか。駄だ目め。夭が付いてきてしまう。

　だったら自分はここで、彼女を引きつけておこう。

　息を吸い、吐く。

　間合いを計りながら、立ち上がった夭を注ちゆう視しする。

　さっきの攻撃で『廻めぐりじんろう』を巻いた方の手首を切り落としておくべきだったことに思い至り、微かすかに後こう悔かいする。そうすれば彼女を正気に戻せたはずだ。が、檻江が本ほん格かく的に戦いを学び始めたのはつい最近のことで、咄とつ嗟さにそこまでの判はん断だんはできなかった。

　過ぎてしまったことは仕方ない。それに、気付いたのであれば今からでも実行はできる。

　とにかく『廻じんろう』を夭から切り離すのが、勝てる唯ゆい一いつの方法だ。

　檻江は身み構がまえた。

　できるはずだ。どんなに驚きよう異い的な力であっても生なま身みでの戦せん闘とうしかできない夭に対し、遠えん距離からの攻撃を加えられる『たまも喰ぐらい』は相あい性しようがいい。

　だが──檻江のそんな計算は、次の瞬しゆん間かん、あっさりと打ち砕かれることになる。

　刀を構え、夭へ向かって振ろうとしたまさにその時。それまで幽ゆう霊れいのように立ち尽くしていた夭の姿すがたが、視し界かいから消えたのだ。

「え……」

　さしもの檻江も、驚きよう愕がくの声をあげた。

　同時、夭が檻江の目の前に姿を現す。

　静せいから動どうへ、刹せつ那なでの切り替わり。その挙きよ動どうに反射神しん経けいが凌りよう駕がされる。

　そして──腹部に、衝しよう撃げき。

　まるで砲ほう丸がんが直ちよく撃げきしたかのような。

「が、あっ……は！」

　内ない臓ぞうが潰つぶれた。肋ろつ骨こつが砕けた。背せ骨ぼねすらも折れた。

　たっぷり五メートルほど背後へ飛ばされ、病院の廊下、壁に激げき突とつし無ぶ様ざまに転がる。

　さっきと同じように力任まかせに殴なぐられたのだと理解するが、そんなことよりも身体からだがまったく動かない。立ち上がれない。口からは吐と瀉しや物ぶつ混じりの血がしとど溢あふれ、そのくせ呼吸もままならず、おまけに下か半身の感覚が完全に消しよう失しつしている。『たまも喰ぐらい』の柄つかをまだ握れていたのは奇き跡せきに近いが、そんな奇跡は今のこの状態でまったく役に立ちそうにない。

　夭ようが歩いてくる。猫ねこ背ぜで、だらりと両手を下げて。

　左腕は手て首くびから下が切せつ断だんされたまま。右手は拳こぶしから骨がはみ出し、血の糸を滴したたらせている。着物の袖そでに隠かくれているが、恐らく腕そのものが何なん箇か所しよか骨折しているだろう。

　それでも痛みを感じている様よう子すはない。瞳ひとみは虚うつろで、顔色は青く、唇くちびるだけが微かすかに引き攣つっている。まるで、微笑しているかのようだった。

　──怪け我がを治さなくちゃ。

　必ひつ死しに意識を全身へ巡らせる。しかし幾いくら鈴すず鹿かでも、破は裂れつした内ない臓ぞうと粉ふん砕さいされた肋ろつ骨こつと折れた背せ骨ぼねを瞬しゆん時じに治ち癒ゆすることは不ふ可能だった。

　転がった檻おり江えの前に、夭が立ちどまった。

　ぶん、と。

　球でも蹴けるように、片足の爪つま先さきが檻江の脇わき腹ばらへめり込んだ。

　真ま上うえへ、たっぷり五十センチほども身体が浮く。

「か、……は」

　襟えりを無む造ぞう作さに掴つかまれた。ぐちゃぐちゃに折れた指にも拘かかわらず圧あつ倒とう的てきな力。壁に叩たたき付けられて鎖さ骨こつが折れる。その一いち撃げきで檻江はついに『たまも喰い』の柄つかを握れなくなった。からん、と乾いた音とともに、頼みの綱つながリノリウムへと転がる。

　壁から引き離され、横よこ蹴げり。

　床に転がったところに今度は踏み付け。太ふと腿ももだった。折れ曲がる。痛みはとうにない。ただ肉体を破は壊かいされる気持ち悪さに鳥とり肌はだと怖気おぞけが背せ筋すじを走った。

　もはや水すい流りゆうに在る葉のようだった。

　抗あらがえず、留とどまれず、ただ翻ほん弄ろうされるがままに──、

　檻江の身体は、夭の無む作さく為いな暴ぼう力りよくによって陵りよう辱じよくされ始める。




　　　　　　　　　　※




　予想通り、双ふた子ごは枯かれ葉はだけを狙ねらってきた。

　景けい介すけにはまったく見向きもしない。絶対に危き害がいを加えないよう命令されているのだろう。故ゆえにそれが好こう機きであり、突とつ破ぱ口こうとなり得る。だから景介は床へと『かみらの枝えだ』を突き立て、双子へ背後から攻こう撃げきをくわえようと意識を集中させた。

　しかし──次の瞬しゆん間かんに景けい介すけの身に起きたそれは、自分でも完全に予想外がいのことだった。

　床に浸しん蝕しよくさせた自分の意識が、不意に止まったのだ。

　支配できない。つまり、床が隆りゆう起きしない。

　次いで、腹部の奥から熱のようなものが込み上げてくる。頭がぐらりと揺らぐ。まるで空から嘔え吐ずきのように胃が蠕ぜん動どうし、思わず口くち許もとを手で押さえた。

「……ぐ、……っ!?」

　なんだ──これ？

『かみらの枝えだ』のせいかと思った。壊こわれでもしたのか、と。もちろん蔵ぞう物ぶつが突然機き能のうを失うなどあり得ない。原因はもっと別のところ、つまり景介自じ身しんにあった。

「まさ、か……」

　全身を覆おおう拒きよ絶ぜつ感に、そこでようやく気付く。

　駄目だ、厭だと。頭ではなく心がそう言っていた。そして身体からだが心に、無む意識に対して忠ちゆう実じつに、『かみらの枝』の力を発はつ動どうさせなかったのだった。

　駄だ目めだ。また殺してしまっては駄目だ。

　厭いやだ。もうあんな思いは厭だ──。

　もちろん、双ふた子ごを殺すつもりなど毛もう頭とうない。ただ床から枝を何本か伸ばし、彼女たちを牽けん制せいするだけ。背後から攻こう撃げきして動きを止めるだけ。そのつもりだった、それなのに。

　あの夜の記き憶おくが甦よみがえる。

　感情に任せ、秋あき津つ依い紗さ子この腹部を木の根で貫つらぬいた時の。

　彼女がそのまま動かなくなった時の。

　喉のどから溢あふれた絶ぜつ叫きようの。

　罪ざい悪あく感と後こう悔かいが頭を揺さぶり、自分の意志で突き破った彼女の肚はらから溢れた血の匂においが全身にまとわりつくような、あの感情。

　吹っ切ったつもりだった。もう一いち度ど戦うと決めたはずだった。

　それなのに、いざそうしようとすると、フラッシュバックのような拒絶感が襲おそいかかってくる。意志とは無む関係に恐きよう怖ふが身体を縛しばる。まるで、呪のろいのように。

　臨りん終じゆうの際、秋津依紗子は言った。

　──これであなたは、永えい遠えんに私のもの。

「ちく……しょう……っ！」

　そういう──意味か。

　心が解き放たれても身体が覚えている。もとより忘れることなどできないのに、無む意識は乗り越えることすら拒こばむ。もう背負いたくない。あんなものを背負いたくはない、と。

　目の前では枯かれ葉はが『白銀しろがねりょうげ』を振るい、双子とどうにか渡り合っている状況だ。二対たい一、おまけに双子の連れん携けいは息が合い過ぎるほど合っているのが素人しろうと目めにもわかる。加か勢せいしてやらなければならない。それなのに、身体からだが動かない。

「ねえ、お兄にいさん」

　と──景けい介すけが歯を喰い縛しばりながら戦いを睨にらんでいるのを見て、不ふ意いに双ふた子ごの片方が戦せん闘とうから離り脱だつし、こちらへ歩んできた。

「景介！」

　枯かれ葉はが叫びこっちに来ようとするも、もう片方に押し止められる。

　血ち沙さだか血ち香かだか、髪かみを右に結ゆわえた少女が言った。

「供きよう子こ姉ねえさまの言った通りだわ。……もしお兄さんが来たとしても、たぶん使い物にはならないから放っておいても大だい丈じよう夫ぶだろう、って」

「……な」

　──供子が？

「依い紗さ子こお姉さんを殺してしまったのが原因なのね？　でも、私にはわからないわ。そんなことで戦えなくなってしまうなんて、不ふ思し議ぎ」

「黙だまれ……よ、ガキ」

「ガキだなんて言われても、ちさかは怒ってはいけないの。だって、お兄さんには手を出しちゃいけないって言われてるから。大丈夫、なにもしないわ」

　にこりと笑えみ、そっと景介の頬ほおを撫なで、再び枯葉へと向き直り、

「ちさかはこっちで遊ぶのに、忙しいしねっ！」

「戯ざれるな！」

　枯葉が一いつ喝かつするも、双子は楽しそうにきゃらきゃらと、縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る。

　形けい状じよう不定の処しよ刑けい刀とうが竜たつ巻まきを切り裂さく。曲がりくねった刃やいばが鎌かま鼬いたちとぶつかり合う。両側から、或あるいは上下から、時には同時に迫る攻こう撃げきに、風を使って耐え凌しのぐ枯葉。よくやっているが、徐じよ々じよに後ご手てへと回っていく。攻撃が少なくなり防ぼう戦せん一方となっていく。

「ふざ……っ、けんな」

　震える足を拳こぶしで殴なぐり付けた。恐きよう怖ふというなら枯葉を喪うしなってしまうことの方が恐いのに、何な故ぜ戦えないのか。もう二度と誰だれかの死に立ち会うのはごめんで、だからこそ戦わなければならないのに、秋あき津つ依い紗さ子この呪じゆ縛ばくはまるで見えない氷ひよう塊かいのように景介の身体を凍こごえさせている。

「無ぶ様ざまだな、霧きり沢さわ」

　部屋の隅すみで安あん穏のんと戦いを傍ぼう観かんする篠しの田だが、侮ぶ蔑べつの視し線せんを送りつけてきた。

「生なま半なかな覚かく悟ごだからそういうことになる。苦く痛つうも恐怖も、心を殺してしまえばいい。それさえもできない奴やつに、僕らを……彼女らを止めることができるとでも思ってるのか？」

「黙だまれ……よ」

　心を殺す？　冗じよう談だんではない。そんなことをしてしまったら──それでは、肯こう定ていすることになる。かつての檻おり江えや通つ夜や子こを、目の前の篠田を、景介が否定し続けてきた生き方を。

　それで枯かれ葉はに加か勢せいしても、喜ばれる訳わけがない。

　枯葉の隣となりに立つに相応ふさわしい覚かく悟ごで臨のぞまなければ、すべてが嘘うそになってしまう。

　わかっている。だからこそ乗り越えなければならない。充分に頭ではわかっている。

　逆ぎやく流りゆうしそうになる胃いを押し止めた。

　戦いを拒きよ絶ぜつする身体からだを奮ふるい立たせる。

　もう一度だ。たかが一度の失敗で諦あきらめてたまるか。

　──やめろ。

　それでも頭の中に、拒絶の声が響ひびく。

　──やめた方がいいわよ。

　気が付けば景けい介すけのものではなくなっていた。

　秋あき津つ依い紗さ子この、あの忌いま々いましい朗ほがらかな声が、

　──また殺すわ。霧きり沢さわくんは、きっと──。

「黙だまれ、秋津っ！」

　いっそ『かみらの枝えだ』を自分に突き刺さして操あやつれば動けるのではないか。

　そんなことを考え、自や棄けになって実行に移そうとした寸すん前ぜん、

「……まったく」

　背後、出入り口の辺りに溜ため息いきがあった。

「なにをしているのですか？　けいすけおにいさま」

「え……」

　景介が背後を振り返る。双ふた子ごも瞬しゆん時じに枯葉から距離を取り、そっちを注ちゆう視しする。

　そして──全員の注目を浴びながら。

　呆あきれたような、同時に心配するような、

「からだがうごかないなら、せめてわるくちでいいかえしてください。……そのくびからうえは、いったいなんのためにあるのですか」

　けれどそれ以上に辛しん辣らつな幼い声とともに。

「俺おれの頭部は悪わる口ぐちだけが存在意い義ぎかよ……」

「あ、わすれていました。かるくちもありました。すみません」

　型かた羽はが──ゆっくりと診しん察さつ室しつへ入ってくる。

　振り返った景介を軽く一いち瞥べつし、それから視し線せんは枯葉、次いで双子、最後に篠しの田だへ。

　瞳ひとみの色は映す対たい象しようが変わる度たびに、どんどん鋭くなっていく。

「……お前、どうして」

　景介は問う。まだ砂さ姫きに連れん絡らくを入れてはいないのに、何な故ぜ。

「すみません、けいすけおにいさま」

　こちらを向かずに悪びれたふうもなく、型羽は答えた。

「とうちょうき。けいすけおにいさまのふくにしかけておきました。……なにがおきるかわからないいじょう、ねんにはねんをいれるほうこうで」

「は？　……え」

　慌あわてて自分の身体からだを見渡す。どこに？　というより、まったく知らなかった。

「ちなみに、わたしのはつあんです」

「このガキ……」

　つまり、なんらかの理由で先せん発ぱつ隊たいが連れん絡らくできなくなるケースを型かた羽はは想そう定ていした。そこで景けい介すけに盗とう聴ちよう器きをつけて、こちらの様よう子すをリアルタイムで把は握あくすることにした、と。

　そういえば忘れていた。

　こいつが鈴すず鹿かの一族に、というより子供にあるまじき猜さい疑ぎ心しんと腹はら黒ぐろさを持っていることを。

　どうやら敵を欺あざむくにはまず味み方かたからと考えたらしい。

「でも、そのお陰で助かったのは確か……か」

「さてと」

　型羽は景介を素すで無む視しし、両手の鉄てつ爪そうをじゃき、と引き出した。
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　双ふた子ごを睨にらみ付け、猛もう獣じゆうのように牙きばを剥むく。

「かんげんにたぶらかされたばかなおとなはあとまわしです。ぜんあくのくべつもつかないあほのふたごめ。かかってくるがいい。かれはおねえさまをきずつけようとしたふらち……ほんけしゅごやく『きしみ』が、とくとおもいしらせてくれる！」

　型かた羽はの矮わい躯くに殺さつ気きが満ちる。

　それに呼こ応おうするように枯かれ葉はも身を僅わずかに沈しずめる。

「ふふ、面白くなってきたわね、血ち沙ささん」

「そうね、血ち香かさん。……面白くなってきたわ」

　双ふた子ごは薄うすら笑いとともに『陰いん咬がみ』を再び構え、型羽と枯葉に向き直った。




　　　　　　　　　　５




　檻おり江えがかろうじて意識を失わずにいられたのは、痛みに対して鈍かったせいかもしれない。

　とはいえ次から次へと増えていく怪け我がを治ち癒りようするほどの気力もない。自分にできるのは、どう抗あらがえばいいのかを必ひつ死しで考えるだけ。

　だから横から聞こえた叫び声にも、檻江はまったく反応できなかった。

「右足！　食い千ち切ぎれ、吽うん形ぎようっ！」

　それに続いた、まるで犬の遠とお吠ぼえのような甲かん高だかい音にも同どう様ように。

　けれど、聞こえた。それは確かに、煩いほどに聞こえたのだ。

　瞬しゆん間かん──。

　夭ように吊つるしあげられていた檻江の身体からだが、どさりと床へ落下した。

　正確には、檻江を持ち上げていた夭の身体が、右足の臑すねから下を切せつ断だんされたことによってバランスを崩くずし、檻江ごと転てん倒とうしたのだった。もちろん檻江もまったく同じ箇か所しよが千切れ飛んでいる。が、背せ骨ぼねを折られ脊せき髄ずいを損そん傷しようしているせいで痛みはない。

「……のおっ！」

　間かん髪はつ入いれず、声の主ぬし──木こ陰かげ野の棗なつめがふたりへと疾しつ走そうしてくる。矢のない弓『あぎょうの琴こと』を担かつぎ、ヘッドフォンをした姿すがたはどこかアンバランスだが、表情は真剣そのものだ。

　力の限り夭を蹴け飛とばし、同時に檻江を抱きかかえ、転がっていた右足と、ついでに『たまも喰ぐらい』も拾いつつ後こう方ほうへ跳ちよう躍やくする棗。落とし物まで拾ってくれるとは意い外がいと気が回るんだな、などとつまらないことをぼんやり考えていた檻江の頬ほおがぴしゃぴしゃと叩たたかれた。

「檻江さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ヘッドフォンを外し床へ放り投げながら、棗が叫んだ。

「ごめんなさい、足……どうしようもなくて」

「私、は、平へい気き」

　口くち許もとから血を流しながらも檻江は応えた。

「それ、より……」

　檻江は三メートル向こうにいる夭を指ゆび差さした。

　右足と左手を失ってなお、彼女は『廻めぐりじんろう』の狂きよう気きから解放されていない。

　着物の裾すそも襟えり元もともはだけさせ、四つ足になってこちらに飛び掛かろうと身み構がまえている。

　棗なつめが助けに来てくれたとはいえ、危き機きはまだ続いていた。一いつ刻こくも早く怪け我がを治して再び戦えるようにならなければと思うが、意識を失ってもおかしくないほどの重じゆう傷しようだ。生命維い持じに必要な臓ぞう器きを最低限修しゆう復ふくするのが精せい一いつ杯ぱいで、あとはなんらかの手段で栄養を補ほ給きゆうするか、たっぷり眠るか──とにかく体力を回復する必要がある。

　檻おり江えと同じく、棗も戦せん闘とうに関してはほぼ素人しろうとと言っていい。手て練だれの鈴すず鹿かすら凌りよう駕がする夭ようを前に、果たしてどれだけ耐えられるか。

　だが、棗は妙みように落ち着いていた。

「夭さん、なんで」

　痛ましい姿すがたの夭を見み詰つめ、唇くちびるを咬かむ。

　とても身の危険を感じているとは思えなかった。

「冗じよう談だんじゃない。こんなの……」

　挙あげ句く、涙を溜ためて目を背そむける。

「な、つめ」

　──そんな場合じゃないよ。

　口を開こうとした檻江に、彼女は静かに首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　同時、夭が跳ちよう躍やくした。

　もはや獣けものとしか思えない所しよ作さで身体からだごと飛び込んでくる。

　それにも動じず、まるで後こう悔かいするかのように、棗は呟つぶやいた。

「こんなことになるのがわかってたら……檻江さんに持たせとくべきだった」

　懐ふところから取り出したものを、夭の前にかざす。

　丸い──テニスボールとほぼ同じ大きさの、黒い珠たま。

　檻江は目を見開く。

　それはかつて秋あき津つ依い紗さ子こが使用していた、すべてを阻はばむ結けつ界かいを展開する蔵ぞう物ぶつ、

「……『七しち塗ぬり曲まがり』」

　ぐぁあん、と。

　夭の身体が見えない壁によって空中で止まり、弾はじき返された。

　突とつ進しんが激しかったせいか、或あるいは衝しよう撃げきを受け流すことができなかったのか。たっぷり五メートル近くも廊下を転がり、勢いが止まってようやく動かなくなる。

「こんなの、使いたくなかったけどね。イメージ悪いし」

　どこか空くう虚きよな微笑ほほえみで、それでも視し線せんを鋭くしながら棗は夭を見み据すえる。

「でも、なりふり構ってらんないよ、あたしたちは」

「な、つめ」

　どうやら、勝しよう機きが見えた。

　檻おり江えは安あん堵どの溜ため息いきを吐つきながら、棗なつめの袖そでを引っ張り、言う。

「夭ようの、右手。『廻めぐりじんろう』を、切り離し……て」

「……わかった」

　棗が決心したように立ち上がる。

　再びヘッドフォンを拾い『あぎょうの琴こと』を手に取り、構え、

「檻江さん、耳、塞ふさげる？　ごめんね。あたしまだ、母かあさんみたいに……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　それくらいの力は残っている。

　言われた通りにすると、棗は存在しない矢を弓に番つがえ、息を吸い、呟つぶやいた。

　耳を塞いだ檻江には聞こえなかったが、きっとこう言ったのだろう。

　──右手。食い千ち切ぎれ、吽うん形ぎよう。




　僅わずかに指の隙すき間まから洩もれてきた蔵ぞう物ぶつの鳴き声に、右手て首くびが微かすかな痛みを覚える。

　それと同時に、再び身み構がまえようとしていた夭の右手首が勢いよく千切れ飛ぶ。

『廻じんろう』──人ならないけだもの、人じん狼ろうの力を持った呪じゆ縛ばくが彼女から切り離される。

　夭は、崩くずれるようにその場へと倒れ込んだ。




　　　　　　　　　　※




　縦たてに振り下ろされた『陰いん咬がみ』の刃やいばが湾わん曲きよくし、包み込むように型かた羽はの頭部を狙ねらう。

　枯かれ葉ははそれを見み逃のがさず『白銀しろがねりょうげ』の突とつ風ぷうで軌き道どうを逸そらす。

　双ふた子ごのもう片方が足あし許もとをすくうようにして枯葉の足を薙なぐが、型羽が咄とつ嗟さに放った蹴けりは彼女の手首を狙い、刃を届かせない。ユニゾンで攻こう撃げきしてくる双子を躱かわしつつ、枯葉と型羽のコンビネーションは彼女たちのそれにまったくひけを取らない。

　繰り返される攻こう防ぼう。景けい介すけはそれを、歯は痒がゆい思いで見み詰つめていた。

　戦いが二対たい二となった以上、自分が手を出す謂いわれはない──そんなことを考えてしまい、腹が立つ。もちろんそれはある種の真実で、この状況で景介が割って入っても枯葉や型羽はいい顔をしないだろう。表面上じようはともかく、正せい々せい堂どう々どうを好む鈴すず鹿かの性さがが嫌けん悪お感かんを覚えるはずだ。

　だがそんなもの、都つ合ごうのいい言い訳わけに過ぎない。

　どんな理り屈くつをつけようが、自分が戦えなかったことに変わりはない。なにより、秋あき津つ依い紗さ子こに自分が縛しばられていることにも。

　相変わらず足が細かく震えていた。恐いのだ。戦うことが、ではない。また誰だれかを殺してしまうかもしれないことが。そしてその命を、罪を、背負うことが。

　戦せん闘とうは枯かれ葉はと型かた羽はが優ゆう勢せいになりつつあった。互いに『相手を殺せない』という制せい約やくがあり、双ふた子ごはそれに慣れていないのだろう。

　──このまま行けば負けることはないかもしれない。

　心しん中ちゆうに安あん堵どが広がり、同時にその安堵を嫌けん悪おするという複雑な感情で唇くちびるを咬かんでいた景けい介すけの耳に、電話の着信音おんが聞こえた。

「……え」

　気のせいではなかったらしく、全員が一いつ斉せいに動きを止める。というよりも、双子が枯葉たちへの攻こう撃げきをやめ、窓まど際ぎわまで後退した。

　着信メロディはさっきと同じもの──つまり、

「はい、血ち香かでーす」

　双子の片方が懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、応おう答とうした。

「っ……、ふざけるな！」

　まるで場の空気を無む視ししたその行動に型羽が声を荒げる。もっともこいつの場合、興きように乗っていた戦いを中ちゆう断だんされたからという理由が大きいのだろうが、

「……待て、型羽」

　真剣な表情を崩くずさないまま、枯葉がそれを制した。

「なにかおかしい」

　それは景介も感じていた。妙みような気がする。双子の携帯が鳴った時──いや、もっと言えば、双子がこの場に現れた時から、空気そのものに不ふ自然さが漂ただよっていた。

　その正しよう体たいはなんだろう。

　考えている間にも、電話での遣やり取とりは進んでいく。

「ええ、こっちはダメだったの。え？　はい。……わかりました」

　会話そのものは短かった。内容が特とく定ていできる単たん語ごを発しもせず、双子の片方──血香はさっさと通つう話わを終えてしまう。それでは、と挨あい拶さつし、切り、再び懐に仕し舞まうと、

「……残念だわ」

　こちらへ向き直って、にこりと微笑ほほえんだ。

「そうね、残念ね、血香さん」

　電話に出ていなかった血ち沙さが追つい従じゆうする。まるで内容がわかっていたとでも言うように。

「なにが……ざんねんなのですか」

「撤てつ退たいよ」

「撤退ね」

　訝いぶかしんだ型羽にそう答えると、双子は診しん察さつ室しつの窓を『陰いん咬がみ』で勢いよくぶち破った。

　ブラインドごと破は壊かい。けたたましい音に全員が顔をしかめる。

「楽しかったけど、ちさかとしては少し不満だったわ。ねえ、血ち沙ささん」

「ええ、血ち香かさん。次はもっと真剣に殺し合いたいものね」

　窓の縁ふちに足をかけ、まるで遊んでいたかのような口く調ちよう。

　そこで、不ふ自然さがはっきりと際きわ立だつ。

「……おい、待てよ？」

　おかしい。

　そもそも──こいつらの目的はなんだ？

　病院を襲おそうと嘯うそぶき、景けい介すけたちを誘さそい出した。結果それは罠わなで、篠しの田だによる枯かれ葉はの暗あん殺さつが目もく論ろまれていた。そこまではいい。不自然ではない。

　だが、暗殺が失敗したところで双ふた子ごが姿すがたを現したのは何な故ぜだろう。供きよう子こたちにとって篠田が使い捨てであれば、あらかじめ病院に侵しん入にゆうしておく必要などなかったはず。放ほう置ちしておいて成功すれば良し、失敗しても無む視ししておけばいい。篠田が裏切らないように監かん視ししていたとしても、わざわざ姿を現してこちらに戦いを仕掛ける意味はない。

　もちろん、双子の手で枯葉を負かし、篠田の『つうれん』で止とどめを刺ささせるつもりであれば話は別だ。しかし彼女たちの戦いは遊び半分に思えた。この双子はいつもこうだという先せん入にゆう観かんがあったが、こうしてあっさり撤てつ退たいしようとしている今、それが間違いだったのかもしれないと思う。もっと別の目的があったのではないか──と。

「……っ！」

　──まさか。

　景介は血けつ相そうを変えた。気付いたのだ。

　その表情を見て、血ち香かが悪戯いたずらっぽく口を開いた。

「じゃあね、お兄にいさん」

「待……！」

　制せい止しの声は届かない。

　双子はともに窓から飛び降り、あっという間に逃とう走そうする。

「なん……なんですか？　あいつら」

　呆ぼう然ぜんとする型かた羽はだったが、景介はもはや双子のことに気を割さいてなどいられなかった。

　もし自分の予想が正しければ、今いま頃ごろ……、

「おい、篠田っ！」

　慌あわてて振り返る。彼は果たしてこのことに気付いているのか。鈴すず鹿かの一族を利用するつもりでいたにも拘かかわらず、逆に、いや、思おも惑わく通り──まんまと利用されてしまったことに。

「今すぐ……」

　言いかけた景介の動きが止まる。

　枯葉と型羽も、はっとして周囲を見み渡わたす。




　いつの間に出て行ってしまったのか。

　篠しの田だ玲れい二じ郎ろうの姿すがたは、診しん察さつ室しつのどこにもなかった。




　　　　　　　　　　※




　一方、それより少し前。

　枯かれ葉はと型かた羽はが双ふた子ごと戦せん闘とうを繰り広げていた頃ころ──。

『廻めぐりじんろう』を切り離された夭ようが崩くずれ落ち、棗なつめたちの戦いは決けつ着ちやくを見せていた。




　棗はヘッドフォンを首に掛け、足あし許もとへ『あぎょうの琴こと』を放ると唇くちびるの端はしを強く咬かむ。

　篠田玲二郎と夭が木こ春はるたちの側についたことに対する衝しよう撃げきがあった。つまらない甘かん言げんに、甘言とわかってまで乗った玲二郎の気持ちを考えるとやりきれない。

　だがそれよりも今は、深ふか手でを負ったふたりをどうにかすることが先せん決けつだ。

　檻おり江えは全身がぼろぼろだったが、意識もあり、生命そのものに支し障しようはないだろう。鈴すず鹿かの例に洩もれず、帰って栄養のある食事を摂とるか点てん滴てきを打って、それからしっかり睡すい眠みんを取れば恢かい復ふくする。問題はむしろ、夭の方だった。

　両腕と右足は失われ、廊下のあちこちに落ちていた。意識もない。もとより肺はいを病やんでいる身、『廻じんろう』の使用によるダメージは確実に生命を、寿じゆ命みようを蝕むしばんだはずだ。

　──なんで……こんなことを。

　景けい介すけに仕掛けた盗とう聴ちよう器きで、玲二郎の言葉は聞いていた。けれど棗にはまったく納なつ得とくできない。夭の病やまいを治すために木春たちの側についたと玲二郎は主張する。でも、そんな夫の気持ちに応えた夭が、何な故ぜこんなことをしなければならない？　同どう族ぞくを裏切り、命を危険に晒さらし、心と身体からだをぼろぼろにして、それでは──目的のための手段が、間違っている。

　少し前までの通つ夜や子こと同じように、自分の本当の気持ちを押し殺して無理をして、それが相手のためになるだなんて思い込んでいるのではないか。

「檻江さん」

　どうしようもない気分になりながら、棗は背後へ呼び掛けた。

「身体、大だい丈じよう夫ぶ？」

「私は、平へい気き」

「ごめん、先に夭さんの方を看みるね」

　とにかく、彼女を玲二郎のところまで連れて行こう。そうすればあの莫ば迦かな大人おとなも目を覚ますはずだ。それでも目を覚まさないのであれば、あいつに夭の夫である資し格かくはない。

『七しち塗ぬり曲まがり』を解かい除じよし、夭へと一歩を踏み出す。

「……ん」

　微かすかに彼女が呻うめき声をあげた。意識が戻りつつあるようだ。

　思ったよりも消しよう耗もうは小さいのかもしれない。よかった。

　そう思い、安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた、しかし。

　まるで待ち構えたように、廊下に並んだ病室のドア、そのひとつがゆっくりと開いた。




「くく。……残念」




　陰いん惨さんな、それでいて嘲あざけるような独どく特とくの含み笑いとともに。

「う……そ」

　そこから現れたのは、長い髪かみをふたつに括くくった制服姿すがたの少女、そして。

「ご苦労だった。褒ほめてやろう、棗なつめ、檻おり江え」

　幼い顔立ちに似に合あわない威い厳げんと態度を纏まとわせた、枯かれ葉はによく似た着物姿の少女──。
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「そ、んな……」

　棗の足が止まった。

　供きよう子こと、木こ春はる。

　何な故ぜここに──そう考え、はたと気付く。

　あの双ふた子ごが最初から病院に隠かくれていた以上、彼女たちがそうであってもおかしくない、むしろそれを警けい戒かいするべきだったことに。

「く……！」

　咄とつ嗟さに身み構がまえる。懐ふところから『七しち塗ぬり曲まがり』を取り出した。

　だが、ふたりの出てきた場所が最さい悪あくだった。倒れている夭ようのすぐ目の前。対して棗なつめと夭との距離はおよそ四、或あるいは五メートルも離れている。

　既すでに供きよう子こは両手で『ことり車ぐるま』を抱えて臨りん戦せん態勢。木こ春はるも病室から出てきたとほぼ同時、迷いなく抜ぬき身みの『つうれん』を夭の首くび筋すじに突き付ける。

　彼女たちの所しよ作さは淀よどみなく、棗は完全に出遅れる形になった。

　どう考えても自分に勝ち目はない。

　ひと息で詰つめられない距離ではない。が、自分の背後には満まん身しん創そう痍いの檻おり江えがいる。

「動かない方がいいね、棗」

　棗の心しん中ちゆうを察したのか、供子が皮ひ肉にくげに唇くちびるを歪ゆがめた。

「まあ、私たちとしてはお前が動いてもいいのだけど。お前の行動如何いかんで、誰が死ぬか決まるというだけだから。くく……どうする？　夭を助けに来て檻江を差し出す？　それともそこで、檻江を守って夭を見み殺ごろしにする？　どちらでも構わないよ」

　それはまったく彼女の言う通りで、だからこそ棗にとっては残ざん酷こくな宣せん告こくだった。

『七塗り曲』の結けつ界かいは、最大でおよそ半径二メートルほどしか展開できない。つまりどんなに足あ掻がいても、夭と檻江のふたりを同時に守ることはできない。

　ついさっき自分が何気なく取った行動を後こう悔かいした。

『あぎょうの琴こと』を床に置いていなければ、そしてヘッドフォンを着けっ放しにしていれば、無む差別とはいえ供子たちに一いち撃げきを与え、隙すきを作れただろう。

　けれどもはや遅い。既すでに木春は、ひと呼吸で夭の首を貫つらぬける態勢にある。

　戦いが終わったからといって得え物ものを放り投げるなど、なんて愚ぐ行こう。

　きっと母かあさんなら、こんなことはしなかった──。

「……う、ん」

　と、その時。

　倒れていた夭が再び呻うめいた。意識を取り戻したのだ。

　ゆっくりと顔をあげ、目を僅わずかに開く。

「夭さん！」

　棗は思わず叫んだ。なにかに縋すがるように。

「逃げて、お願い！」

「なつ、め……？」

　夭はぼんやりとした瞳ひとみのまま、数度瞬まばたきをする。

　すぐに自分の首くび筋すじに当てられた刃やいばに気付き、視し線せんをわずかに上へ。

「木こ春はるさま……供きよう子こ」

　目だけで頷うなずいた木春は、まるで王のように鷹おう揚ような破は顔がんを見せた。

「今からお前を殺す。残念ながらな」

　さながら──配はい下かへの死し刑けい宣せん告こくに等しく。

「そう、ですか」

　もはや夭ように抵てい抗こうする気力は残されていない。

「駄だ目め！　やめて、お願い！」

　棗なつめは乞こうた。

　自分の無む力りよくさを呪のろい、それでもどうすればいいのかわからず、ただ感情に任せて。

　だが、そんな棗をまるで制せい止しするように。

　夭が──真まっ青さおな、今にも再び気を失いそうな顔色で、それでも──笑った。

「いい……のよ。棗」

「夭、さん……？」

「私、は、もう……いいの。あの人のために、戦えたから。こんな私が……死にかけのお荷物だった私が、最後に、……一緒に戦えたから」

　その、笑顔。

　諦てい観かん、後こう悔かい、覚かく悟ご、どれとも違う。

　穏おだやかで、それでいて清せい冽れつな。

　彼女の微笑ほほえみは、満ち足りていた。

「……なんで」

　棗にはわからない。理解できない。

　どうしてそんな顔ができるのか。

　夫に付き合って、自分の身体からだを傷付けて、ぼろぼろになって、挙あげ句く殺されようとしているのに。それなのにどうして、彼女は──満足げなのだろう。

　息をするのもつらそうにしながらも、夭は木春へと視し線せんを向ける。

「やくそく、して……くれますか？　わたし、を、ころすなら、……」

　次いで棗と、それから檻おり江えへ。

　──まさか、このひとは。

　この期ごに及んで、棗たちの心配までもを。

「ああ」

　その姿すがたに敬けい意いを払うかのように、木春は堂どう々どうとしていた。

「あやつらのことは見み逃のがそう」

「ほんとう、に？」

「鈴すず鹿か頭とう首しゆ、その誇りに誓ちかって。……無む論ろん、ここでは、だがな」

「そう。……ありがとう。充分だわ」

　夭ようは目を閉じる。

　棗なつめは叫んだ。いつの間にか叫んでいた。

　自分でもなにを言っているのかはわからず、ただ、やめて欲しくて。受け入れたくなくて。視し界かいが涙で滲にじんだ。駆かけ寄りたくてたまらなかった。でも最後に残った理り性せいが──そうすれば檻おり江えが死ぬという当たり前の現実が、足を止めていた。




「言い残すことはあるか？」

　木こ春はるが問い、

「ありません。なにも」

　夭が答える。




　棗の絶ぜつ叫きようは、ふたりの心には届かなかった。

『つうれん』はひと突きに頭部を貫つらぬき、篠しの田だ夭のか細い生命を無む慈じ悲ひに啜すすった。
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　夭ようの殺害を終えた供きよう子こたちは早々に病院から撤てつ退たいした。

　枯かれ葉はたちの足止めをしていた双ふた子ごを呼び戻し、四名で堂どう々どうと、正面玄げん関かんから出る。

　それはまるで凱がい旋せんのようで、周囲を監かん視ししていた『ひじり』の雇こ用よう人たちをおののかせた。

　木こ春はるを先頭に、横に控える供子。三歩下さがって血ち沙さと血ち香か。

　警けい備びについていたのは大人おとなの男ばかりだったが、年とし端はもいかない娘むすめたちはまるで無む人じんの野を行くかのように、遠とお巻まきに見ている彼らを無む視しして歩く。

　と、そんな彼女たちの前に立つ者がいた。

「……ほう」

　木春が足を止める。

　殺さつ意いも敵てき意いもまるでなく、ただ懐なつかしさだけを以もつて、笑った。

「久しいな『ひじり』」

「まさかこんな形での再会になるとは思わなかったぞ、木春」

　対たい峙じする砂さ姫きは憮ぶ然ぜんとしている。

　木春とは逆に、咎とがめるような敵意と、それから一いち抹まつの憐れん憫びんで応えた。

「目もく論ろ見み通り、といったところか」

「なにが起きたのか知っているのか？」

　微笑を崩くずさない木春に、

「音声を拾っていたのは診しん察さつ室だけだ。だが、なにがあったのかは想そう像ぞうがつく」

　忌いま々いましそうに舌した打うちし、続けた。

「完かん敗ぱいだ、と言っておこうか。まったく舌を捲まくほどの策さく謀ぼうだ。まるで人間のようだぞ」

　皮ひ肉にくに対し、木春は揺るがない。

「わたしはこのなりだ。普通の鈴すず鹿かと違い、さほど力も強くない。賢さかしくもなるさ」

　自じ嘲ちようめいた言葉は、不ふ釣つり合いなほどに堂々とした声で発せられた。

「力はともかく、技は他の者にひけを取っていなかったと思ったがな」

　砂姫は眉まゆをひそめて吐き捨てる。

　それから目を一いつ瞬しゆんだけ閉じると再び開き、強い口く調ちようで尋きいた。

「……どうするつもりだ？」

「それはこちらがお前たちに問うことだろう」

　微かすかに肩を竦すくめた木春は、

「砂姫。お前はどうする？　ここで殺されるか？　それとも……いや」

　不ふ意いに、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「お前は『ひじり』だったな。すべて終わった後、もしわたしたちが生き残っているのであれば、鈴すず鹿かもこれまでと覚かく悟ごし己おのれの首を差し出す……大おお方かた、その心づもりであろう？」

「さあ、どうだろうな。私も鈴鹿だ。貴き様さまらと剣持ち斬きり結んでも構わんのだぞ」

「やめておけ」

　そして、砂さ姫きの言葉に首を振る。

「肚のややこ、最さい期ごの時まで大事にするがいい」

「貴様……！」

　弾はじかれたように砂姫は目を見開いた。

「わからぬとでも思ったか？　枯かれ葉はのような愚ぐ鈍どんと一いつ緒しよにするな。わたしは頭とう首しゆだぞ。これだけの大事にあってなお、お前のような者が前ぜん線せんに出てこない理由はそれくらいしかあるまい。……それに、顔を見れば身み籠ごもっているかどうかなど瞭りよう然ぜんだ」

「……まったく忌いま々いましい。器だけ見れば鈴鹿の歴史にも数えるほどしかおるまいよ、お前は」

　尊そん敬けい、無む念ねん、落らく胆たん。

　複雑な感情が入り混じった表情で、砂姫は目の前の少女を見み遣やる。

　見掛けは十過ぎ、身体からだは十八、威い厳げんと格かくはそれ以上。

　病やまいさえなければ、誰だれもが認める頭首となっただろう。

「しかしわたしとしても、これ以上時じ間かんを掛けたくはない。策を弄ろうするのにも飽あいたし、正直なところ、面めん倒どうだ。ふふ……そういう意味ではわたしもやはり、鈴鹿らしい」

「どういう意味だ？」

「供きよう子こ」

　砂姫の質問には答えず、隣となりに控える供子を呼ばう。

　彼女は無む言ごんで、一枚の紙を差し出してきた。

　苦にがい顔で受け取った砂姫は、

「それを枯葉へ渡せ。時間と場所が記してある」

「……なんだと？」

　その言葉に、驚きと困こん惑わくの表情を見せた。

「そこに『迷まよい家が』までの案内を寄よ越こそう。たばかり合いも化かし合いも、もうやめだ。正面切って真まっ向こうから来い。わたしたちも鈴鹿らしく、正せい々せい堂々と迎え撃うつ」

「それが信じられるとでも思うのか？」

「信じる信じないは好きにするがいい。だが、もし明日あした枯葉たちが来なければ、わたしたちはもはや手段を選ばぬ。あらゆる手を使ってお前たちを追い詰つめ、ひとりずつ闇やみ討うちにしよう。……どこに隠かくれようと無む駄だだ。この街ひとつ焼き払うことも厭いとわんぞ」

　それはもはや──脅きよう迫はくだった。

「さて、では帰るか」

　用件を済ませたとばかりに、歩みを再開する木こ春はる。

　供きよう子こたちもそれに続き、一同は砂さ姫きの横を通り過ぎていく。

　故ゆえに、砂姫は尋たずねた。

「神楽かぐらはどうしている？　お前と一いつ緒しよにいるのではないのか」

　木春は振り返らない。

　振り返らず、

「……神楽か」

　一いつ瞬しゆんだけ立ち止まり、怒りのような、憐あわれみのような気け配はいを見せたかと思うと、

「昨晩、殺した。つまらぬ女だったな」

　ただそれだけを応え、去っていく。




　その、後ろ姿すがたに。

　砂姫は唇くちびるを咬かみ、まるで血を吐くようにぽつりと呟つぶやいた。

「初恋のため、育ての母も産みの母も殺あやめたか。……莫ば迦か者が」

　声は誰だれにも届かない。

　仮かりに届いたとしても、木春が立ち止まるなどあり得なかっただろう。




　　　　　　　　　　２




　景けい介すけたちが篠しの田だ玲れい二じ郎ろうを見付けたのは双ふた子ごが逃とう走そうしてから十五分の後で、その時にはもう、彼の心しん臓ぞうは鼓こ動どうを止めてしまっていた。

　遺い体たいがあったのは、夭ようの寝室だった。

　供子たちの本当の狙ねらいは枯葉ではなく、夭──そのことに景介たちよりも早く気付いた篠田は、診しん察さつ室を出て真まっ直すぐに彼女の部へ屋やへ向かったらしい。らしい、というのは、廊下にいた木こ陰かげ野のも檻おり江えも彼の姿を見なかったからだ。恐らく遠とお回まわりをして病院を一周し、ふたりを避けたのだろう。そんな彼の行動すべてが、景介たちには納なつ得とくできない。

　彼は妻の死に際し、我を忘れて駆かけ付けるなどということはしなかった。

『つうれん』によって殺された夭の身体からだは、既すでに血ち溜だまりを残して消える運命にあったが、それでも篠田は彼女の遺体と対面できたはずだ。なのに取り縋すがろうともしなかったのは冷れい酷こくと言っていい。それ以前に──せめてその目で夭の死を確かめるべきではないのか。自分の裏切りの結果なにが起きたのかを、目に焼き付けるべきではないのか。

　死に方も呆あつ気けなさ過ぎた。毒物を飲んでの自殺。まるで覚かく悟ごしていたかのような手て際ぎわの良さだ。止められることを予見してあっという間に済ませたのだろう。

　ふざけているにも程ほどがあった。

　身み勝がつ手て過ぎる。これでは夭ようが不ふ憫びんでならない。

　──けれど。

　一方で景けい介すけは、そうではない、とも思うのだ。

　夭の死体を見なかったのは、見たくなかったのではなく、夭自身がそれを望まないと彼が確信していたからではないか。檻おり江えとの戦いでぼろぼろになった自分の身体からだを、傷口を浸しん蝕しよくされて消しよう滅めつしていく遺い体たいを、愛する人には見られたくなかった──それを承しよう知ちしていたからこそ、彼は遺体に縋すがり付くことを選択しなかったのかもしれない。

　だからこそ、夭の部屋を死に場所に選んだのか。彼女の香りが残る、彼女が暮らした、彼女との思い出を最も感じられる、あの場所を。

　それに木こ陰かげ野のが言っていた。

　死の間ま際ぎわ、遺ゆい言ごんはあるかと問うた木こ春はるに、夭は答えたらしい。

　なにもない、と。

　愛する人が間ま近ぢかにいたのに、言い残すことなどなにもない。

　それはつまり、盲もう目もく的なほどの信頼だ。なにも言わずともすべて伝わるという確信。どうしようもないほど強く結び付いた、絆きずなの証あかし──。

　だから、文もん句くを言う気にはなれなかった。

　納なつ得とくはできなくとも。他に方法があったのではないかと思っても。




「……それでも、理解できるもんじゃねえよ」

　既すでに日は暮れ、夜となっていた。

　あれから景介たちは病院を引き上げ、『ひじり』の用意した隠かくれ家がへと戻っている。

　篠しの田だ玲れい二じ郎ろうの死体は内うち々うちに処理されるそうだ。隠いん居きよした父親がまだ健けん在ざいで、しばらくはその人と、表おもての病院に携たずさわっている兄が事後のことを引き受けてくれるらしい。……とはいえ、彼らとは対面しなかったし、その余よ裕ゆうもなかった。

　今はまるで、通つ夜やのような状態だ。

　十帖じようほどの広さの居い間まには景介以い外がい誰だれもおらず、しんとしている。ひとりごとを呟つぶやいてはみたが、虚むなしく響ひびくだけ。家はバカみたいに広く枯かれ葉はたちはそれぞれに個室が与えられているのだが、全員がその自室に閉じ籠こもっているという状態だった。

　無む理りもない、とは思う。

　夭の死を間近で見た木陰野は塞ふさぎ込んでしまっていたし、檻江は檻江でかなりの重じゆう傷しよう、動ける状態ではない。枯葉と型かた羽はも、ひとりで考えたいのだろう。

　もちろん、いつまでもそうしている場合ではない。

　木春が砂さ姫きに渡したという紙きれを矯ためつ眇すがめつしながら、景介は嘆たん息そくする。

　指定された時間は、明日あしたの夕刻、十六時。場所は『迷まよい家が』のある山の麓ふもとに沿った道路の一画。時間通りにそこまで来れば、案内が待っているという。

　まさか門もん戸こを開けて迎え撃うちとは。雲くも隠がくれしていたのが姿すがたを現したと思ったら、幾いくらなんでも性せい急きゆう過ぎた。大おお方かた、追い討うちをかけるつもりなのだろう。夭ようの死というショックから立ち直らないうちに、いや、それを利用して一気に畳たたみ掛ける。まったく用意周しゆう到とうな作戦だ。

　とはいえ、この愚ぐ直ちよくさはいかにも鈴すず鹿からしい。決けつ闘とうを申し込んできたようなものだ。そういう意味では単純明めい快かいでわかりやすくはある。

　問題は、自分たちが──いや、自分が──明日、ちゃんと戦えるのかということだけ。

　正直なところ気が重かった。昼間のことを思い出すだけで苦にが々にがしい気分になる。

　そんなことを考えていると、廊下へと続く硝子ガラス戸どが、がちゃ、と開いた。

「……ん」

　寝そべっていたソファから身を起こす。

　見ると、檻おり江えがそこに立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　寝てなくて」

　景けい介すけが思わず尋たずねると、

「うん」

　目を擦こすりながら頷うなずき、

「背せ骨ぼねと内ない臓ぞうはだいたい治ったと思う。でも……お腹なかが空すいた」

「ちょっと待っててくれ」

　壁まで歩き、客間に備え付けられていたインターホンを取る。

　ややあって砂さ姫きの応答があった。

『どうした？』

「檻江さんが起きてきました。それで、腹はら減へってるって」

『わかった』

　ぶつ、と通つう話わが切れる。それから三分ほどで、居間へと食事が運ばれてきた。……のだが、

「なんだこりゃ……？」

　思わずそう呟つぶやいてしまうほどの量だった。

　尋じん常じようではない。給きゆう仕じの女性が三人掛かりでテーブルに次々と置いていく。

　巨大なボウルに山盛りになったサラダ。二百グラムほどもあろうかというステーキが五枚。三合炊だきのジャーに満まん杯ぱいとなった米。それらをメインディッシュにあとはサブという感じで、ラーメンやら餃子ぎようざやらエビフライやら塩しお鯖さばやら、雑ざつ多たなメニューが各一人前ずつ。

　最後はとどめとばかりに、たっぷり五リットルほどのフルーツジュース。リンゴやらオレンジやらパイナップルやらの香りがごちゃ混ぜになっているからミックスだろう。

　給仕さんは愛あい想そうもなく淡たん々たんとすべてを運び込んだのち「それでは」と頭を下げて退たい出しゆつする。

　檻おり江えが片足を引き摺ずりながらソファへと、身体からだを投げ出すように座った。

「ええと……檻江さん？」

「景けい介すけも食べる？」

　なんでもないような顔をされた。正直、見ているだけでお腹なかいっぱいなんだけど。

「これ、全部食うのか？」

「全部は無む理りかもしれないけど、食べられるだけ」

　そう言って、どんぶりを手に取り炊すい飯はんジャーを開けて盛れるだけご飯はんを盛ると、箸はしを手に取る檻江。そこからは圧あつ巻かんというか、景介の常識が壊こわれた。

　がつがつという感じではない。どちらかといえばもぐもぐだ。

　しかし唖あ然ぜんとした。そんなに急いで食べているふうでもなく、大口でかき込んでいる訳わけでもないのに、いつの間にか器が空からになっていく。

　思わず壁時計で確かく認にんしてしまった。

　最初の三分でご飯が二杯はいめに突入。五分でサラダは半分に。十分経たった頃にはステーキが三枚消えていた。ラーメンは箸はし休めだった。エビフライなどは気が付いたらなくなっていた。

　並々とミックスジュースの注そそがれた、ジョッキというかバケツというかとにかく巨大なピッチャーを両手で抱え、こくこくと兎うさぎのように可愛かわいらしく飲んでからテーブルに再び置いたら何な故ぜか中身が三分の一、つまり一・五リットルほど減っていた。意味がわからない。
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　──胃い袋ぶくろの大きさがどうだとか、むしろ口に入った食べ物の量が檻おり江えの体積を超えているのではないかとか、考えても答えは出ないので景けい介すけは考えるのをやめた。

「……食べないの？」

　ふと顔をあげ、檻江がこっちを見み詰つめてくる。

「い、いや、俺おれは残り物でいいよ」

　果たして残るのかどうかはともかくとして。

　──そういえば。

　以前、誰だれかから聞いたような記き憶おくがある。

　鈴すず鹿かの一族は驚きよう異い的てきな生命力りよくと回復力を持ってはいるが、傷を癒いやすことでカロリーを消しよう費ひするのは人間と変わりない。もちろんエネルギー効率は人間より遙かに優れているだろうが、生物である以上、傷を治すためには栄養がどうしても必要になってくる。

　つまり──檻江の負った怪け我がは、ここまでの食事でエネルギーを補わなければ恢かい復ふくしないほど、大きなものだったということだ。

　居間に入ってきた時、彼女は言っていた。背せ骨ぼねと内ない臓ぞうはだいたい治った、と。

　それは裏を返せば、さっきの時点では歩くのと食事に支障がない程度にしか恢復していなかったということに他ならない。ソファに座る前、片足を引き摺ずってもいた。多た少しよう眠ったくらいではどうにもならなかったのだろう。

「ごめん、檻江さん」

　そのことに思い至り、景介は殆ほとんど無意識に謝っていた。

「……はひは？」

　口をもぐもぐとさせながら、なにが、と問うた檻江に、

「俺がもっとちゃんとできてれば、檻江さんは怪我せずに済んだ」

　夭ようのもとへ檻江を同行させなければ。

　せめて『七しち塗ぬり曲まがり』を持たせていれば。

「檻江さんのことだけじゃない。俺は、あの時……」

　戦うことが、できなかったんだ。

　そう言おうとした時だった。

「ストップ」

　短いひと言が、景介の謝しや罪ざいを止めた。

「……え」

「それ以上言っちゃダメだよ、景介」

　檻江は箸はしを置く。

　景介の方へ向き直り、じっとこっちを見み詰つめて、

「私の怪我は食べて寝れば治るよ。でも、もし景介が夭のところに行ってたら、取り返しのつかないことになってた。だから大だい丈じよう夫ぶ。……それに、私が怪け我がをしたのは、私のせい。私が弱かったせい。それも景けい介すけの責任じゃない」

「でも……」

　反はん論ろんしようとした。

　けれど、あくまで真しん摯しに、それでいてどこか咎とがめるように。

　景介の視し線せんを、鋭く見み据すえて。

「ねえ、景介……背負わなくてもいいことまで、背負わないで。ひとりで全部抱え込まないで。私たちが背負うべきことは、私たちに背負わせて。

　ひとりで自己完かん結けつしてちゃ……篠しの田だ先生や前の私と、同じだよ」

「あ……」

　愕がく然ぜんとする。

　言葉を──失った。

　自己完結。他人を頼らず、すべてを背負い込む。

　それは覚かく悟ごなんかではない。ただ凝り固まっているだけだ。

　形こそ違え、結果的には──篠田と、同じ。

「それにね」

　檻おり江えは続けた。

　一いつ転てん、微かすかに笑えんで、

「確かに、ひとりひとりが背負わなくちゃいけないこともある。でも……それだって、他の誰だれかが見守ってれば、ふらふらしないで済むよ。押し潰つぶされずに、頑がん張ばることができる」

　意味ありげな言葉。

　よく注意して見ればそれとわかるくらいの、微かな悪戯いたずらっぽさを交えて。

「それ、って……」

「私は景介が見守ってくれるから、ちゃんと頑張れる」

　檻江は立ち上がった。

「だから景介も、見守ってもらえばいいよ。……お腹なかいっぱい。寝る」

　言いたいことはすべて言ったとばかりに、さっさと踵きびすを返す。

　まだ足を引き摺ずっていた。これから睡すい眠みんを経て恢かい復ふくさせるのだろう。

「じゃあ、おやすみ」

　居い間まから出て行った檻江を見送って、景介は大きく息を吐いた。

　心配してくれて、諭さとしてくれて、同時に背中を押してくれる。

　まったく──あのひとは本当に。

　姉ねえさんが生きていたら同じことを言われただろう、根こん拠きよもなくそんな確信をしてしまう。

「さて、と」

　腰を上げた。

　そうとくれば、行かなければならない。姉にここまでお説せつ教きようされてなおも動かないのでは、弟として情なさけなさ過ぎる。なにより──景けい介すけ自身、凝こり固まってしまいたくはない。

　迷いのない足取りで、景介は居い間まを出た。

　あいつの部屋はどっちだっけな、などと思いながら。




　ノックをしてから返事があり「少し待て」と言われ、それから十分ほど。

　通された景介は、思わず薄うすい笑えみを洩もらす。

　なんというか、個性的過すぎる部屋だった。

　元は来らい客きやく用の寝室で、家具のすべてはオーソドックスだ。備え付けられたベッド、鏡きよう台だい、それからクローゼット。広さは八帖じようだろうか。

　しかし、そのすべてがおかしい。

　ベッドにあったはずの布団ふとんは床に敷しかれていた。尋きくと床の方が安心するからだそうだ。

　鏡台が隅すみに追いやられているのは、床に布団を敷いたせいでスペースがなくなったから。

　そして開け放たれたクローゼットは、着物用のハンガーがはみ出てしまうから──。

「……ええと」

「そこに座れ、景介」

　枯かれ葉はが指差したのは敷き布団すらないベッドだった。くつろげる場所は他にない。

　──まあ、いいか。

　ずっと和室で暮らしてきたせいだろう。本人の思し考こう回路が少々残ざん念ねんな構こう造ぞうをしているというのも大きな原因だが、それには気付かないことにした。

「どうした？　急に」

　枯葉は少しむくれていた。

「急に、って……来たら悪かったか？」

　なにか用事でもあったのだろうかと思って問うと、何な故ぜか顔を赤らめ、

「別に来るなと言っているのではない。少しは気を遣つかえ。……いきなり戸を叩たたかれても困るのだ。妾わたしにも準備というものがある」

　そこで気付いた。

　彼女はしっかりとした着物を身に纏まとっている。

　たぶんさっきまでは部屋着ぎだったのだろう。特に柄がらもない、帯おびも適当な和わ装そうとか。それを景介に見られたくなくて、慌あわてて着替えたのだ。

「でも俺おれ、お前の寝ね間ま着き姿すがたを見たこと、何度もあるだろ」

「それとこれとは話が別だ、莫ば迦か者！」

「……おわっ」

　枕を投げられた。けっこう勢いがついていて痛かった。

「お前はまったく、乙女おとめ心というものを……」

　こいつの口から『乙女心』だなんて単たん語ごが出てくると可お笑かしくなってしまう。

　が──少しだけ安心した。夭ようを喪うしなったショックで塞ふさぎ込んでいるかもしれないと思っていたが、元気に振る舞えるようにはなっているらしい。

　それが他ならない自分の前だからということは自覚できていなかった。もちろん、扉とびらが開くまでに要した十分という時間はただ着替えのためだけではないということにも。

　赤く腫はれた目め許もとを隠かくすための薄うす化げ粧しよう。それに気付くほどの甲か斐い性しようを、景けい介すけは持っていない。

　ただやはり、友人を亡くしたばかりの枯かれ葉はに自分の悩みを相談するのは気が引けた。

　景介のそんな遠えん慮りよを察したのだろうか。

「どうした、景介。なにか話したいことがあるのではないか」

　不ふ意いに真ま面じ目めな顔になり、布団ふとんに座ったままこっちを見てくる。

「……ああ」

　まったく、敵かなわない。

　腹を据すえる。もはやこいつとの間に遠慮など無む用ようだろうと思いつつ、

「……今日のことだよ」

「今日？　どれのことだ？　すまん、いろいろあり過ぎて」

「俺おれは、戦えなかった」

　口にした。

「恐かったんだ」

　枯葉は無む言ごんで続きを促うながしてくる。

　決して急せかさず、かといって頷うなずくでもなく、ただ黙だまって──待っている。

　だから、自分でも驚くほどに、言葉が勝かつ手てに出てきた。

「また、殺してしまうのが。もちろんそんなつもりはないし、あいつは……秋あき津つは自分が人間だってことを俺たちに黙ってたから、あれは運が悪かったのかもしれない。でも、やっぱり恐い。なにかの間違いがあったらどうしようと思うと、身体からだが動かなかった。情なさけねえな」

　話しながら、違う、と思った。

　違う。そういうことを言いたいんじゃない。懺ざん悔げを聞いてもらいたい訳わけじゃない。

　自分が枯葉に求めているのは──いや、

　枯葉に、そして灰原に対して恐れているのは、




「俺は……わからない。わからないんだ。

　人殺しの俺が、お前の隣となりに立っていていいのか。お前らと一いつ緒しよに歩いてもいいのか」




　大きく、息を吐く。

　そうだ。

　自分に根を張る罪ざい悪あく感かんは、つまりそういうことだ。

　秋あき津つ依い紗さ子こという存在は今や──あの汚きたならしい、泥でい濘ねいのような昏くらい欲望そのものと同どう義ぎになり、心を縛しばり付けている。秋津依紗子という名の誘ゆう惑わくに負けた自分を苛さいなみ続けている。

　そんな自分が、枯かれ葉はの、灰はい原はらの恋人であっていいのか。

　凜りんとして美しく、なによりも高こう潔けつなこいつらに、相応ふさわしいとでもいうのか。

　言い終わって俯うつむいた。

　身体からだが震えていた。

　心が怯おびえていた。

　拒きよ絶ぜつされるのが恐い。軽けい蔑べつされるのが厭いやだ。

　それよりも、なによりも、この汚よごれた両手が、たまらない──。

　しばらくの沈ちん黙もくがあった。

　十秒か、三十秒か、一分か、それよりももっとか。

　やがて、布団ふとんの上に座っていた気け配はいがゆっくりと立ち上がる。

　景けい介すけは顔を上げた。責められるのか、それとも慰なぐさめられるのか、どちらにしても不安で、なにか言ってくれという気持ちを込めて。

　しかし、声はなかった。

　彼女は口を噤つぐんだまま部屋の隅すみまで歩み、何な故ぜか電気を消す。

　暗くら闇やみ。窓から射さし込む街がい灯とうの光があるからまったくなにも見えない訳わけではないが、景介には彼女の行動の意味が、理由がわからない。

　そうしておいて再び部屋の中心へと戻ってきた枯葉だったが、

「……え」

　するり──と。

　彼女が発したのは言葉などではなく、衣きぬ擦ずれの音だった。

「え……？」

　帯おび締じめを緩ゆるめ、自身の背中へ両手を回して結び目を引っ張る。

　腰に巻いていた帯に手が掛かる。

　水が地面に流れるように、帯が布団の上へと落下していく。

　それから、袷あわせ。

　とさり、とやや大きな音をたてて、それでも蝶ちようが花に止まるように軽く。

　伊だ達て締めも、腰こし紐ひもも、同じように。

　桜の花を散らした模も様ようの長なが襦じゆ袢ばん、その襟えり元もとへ手が掛かった時、唖あ然ぜんとしていた景介はなにが起きているのかを自覚し声をあげた。

「ちょっ、おい、枯か……！」

　即そく座ざに突き刺ささってきたのは鋭い視し線せん。

　目だけで、黙だまれ、と。

　なにも言えなくなった景けい介すけを他よ所そに、行為は続けられていく。

　襟えりが開かれる。胸むな許もとの白さが露あらわになる。それでも止まらない。

　長なが襦じゆ袢ばんをも迷いなく脱ぬぎ捨て一いつ糸し纏まとわぬ姿すがたとなり、堂どう々どうとした態度で裸ら身しんを晒さらして。

　枯かれ葉ははようやく、口を開いた。

「……見ろ、景介」

　見ろと言われても、見ていいものかどうか。

　身体からだは固まってしまっていた。心しん臓ぞうがばくばくと、これまでの人生で最もやかましい。

　だけど、どうしたって目は惹ひき付けられる。
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　街明かりの反射した艶つややかな黒くろ髪かみがあった。

　長く垂れたその隙すき間まから覗のぞく、柔らかな、やや控ひかえめな胸の膨ふくらみがあった。

　視し線せんを下ろすほどに細くなっていく腹部と、曲きよく線せんを描いて繋つながる腰があった。

　それから、太ふと腿もも、脚あし。全身が淡く白く、夜の闇やみに浮き立っている。

「どうだ？」

　裸ら身しんで凜りんと立ちながら、

「美しいだろう？」

　それは自じ慢まんなどではなかった。

　何な故ぜなら、今の枯かれ葉はの身体からだは生まれ持ったものではない。

　それは、灰はい原はら吉よし乃のから受け継がれたもので──。

「……ああ」

　景けい介すけは殆ほとんど茫ぼう然ぜん自失で頷うなずいた。

「綺き麗れいだと、思う」

　返ってきたのは、当たり前だ、という笑えみだった。

　枯葉が一歩近ちか付づいてきた。

　桜の花のような、でももっと生々しい、頭の芯しんが鈍くなるような香りが喉のどを満たす。

「正直に言うとな、景介」

　腕が動いた。指先で頬ほおを撫なでられた。包み込むように、添えられた。

「……妾わたしは自分が、この美しさに相応ふさわしいとはどうしても思えない」

　頭に回される。

　抱き寄せられる。

　目の前に迫った乳ち房ぶさに──ああ、何故だろう？

　どきりとするよりも、頭を冷やされたような心地ここちになっていく。

「でもな、景介。妾はそれでもこの身体から分かたれたくはない。だから、せめて吉乃の……こやつの美しさに相応しくなりたいと思う。いつも、思っている」

　彼女の言いたいことが、わかった気がした。

　自分になにを、伝えたいのかが。

「たぶん、」

　景介の耳みみ許もとで、枯葉は囁ささやく。




「大事なのは、美しいことではない。……美しくあろうとすることだ」




　抱き締められたまま、

「お前は、罪を犯した。拭ぬぐえない、醜みにくい罪だ。洗ったとて落ちるようなものではない」

　髪かみを撫でられながら、

「でもな……それに縛しばられて動けなくなるのは、もっと醜い」

　優しい匂においをくすぐらせながら、

「お前が依い紗さ子こを殺したことを、妾は許さない」

　毅き然ぜんと、告げられる。

「許さないし、忘れない。だから、お前も忘れるな。決して許すな。……けれどな、だからといって己おのれを苛さいなんでは駄だ目めだ。傷付けてもいけない。立ち止まるなど、もってのほかだ」

　──難しいこと、言いやがって。

「この身体からだに誓ちかえ」

　身体を離し、真ま正面から景けい介すけの瞳ひとみが覗のぞき込まれた。

「いずれこれは、お前のものになる。妾わたしの心と一いつ緒しよに、吉よし乃のの心と一緒に……爪つめの先から髪かみのひと筋すじまで、すべてお前のものになる。だから……誓え。妾と吉乃を侍はべらすに相応ふさわしい男となると。罪を背負ってなお、それに負けないような男になると、誓え」

　もう、逆らうことなどできなかった。

　ここで弱よわ音ねでも吐こうものなら、なによりも自分自身が、霧きり沢さわ景介を許せない。

　ああ──畜ちく生しよう。

　なんて手て練れんだ。

　好きな女にここまで言われて、目を覚ませない男がどこにいる。

「……ふ」

　自然、笑えみがこぼれた。久しぶりに、心から。

　だからいつもの性しよう悪わるな、ひねた態度で問う。

「誓いの証あかしはどうすりゃいいんだ？」

　枯かれ葉はも同様に、悪戯いたずらっぽく答える。

「誓うのなら、抱き締めていい。でも、それ以上はまだ駄だ目めだぞ？」

　景介はそうした。

　吉乃の肌はだは柔らかくて、少し高めな枯葉の体温によく似に合あっていた。
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　夜半。

　先に枯葉と剣を交えた時とは違い既すでに月隠つごもり、今は鈴すず鹿かでさえも辺りが見えにくい。

　二日前の晩と同じように、供きよう子こは庭に佇たたずんで夜風にあたっていた。

　ただし二日前までと違い、邪じや魔まをする者はいない。それだけで気分は随ずい分ぶんと違う。

　木こ春はるが神楽かぐらをその手に掛けたのは、昨夜のことだった。

『つうれん』によって生命を吸われ、かつての叛はん乱らんの首しゆ謀ぼう者はあっさりとこの世から消しよう滅めつした。人の力まで借りて十八年以上も醜みにくく生き長らえてきたのはなんのためだったのかと理り不ふ尽じんさを感じてしまうほどに。──もちろん当初は、このためなどではなかっただろう。自分を排はい斥せきした同族たちに対する復ふく讐しゆう、その一いち念ねんが神楽を支えていたはずだ。

　なのに、あの女は嬉うれしそうに、寸すん毫ごうの未み練れんすら残さず死んだ。

　正直なところ、あの時の光景を思い出すだけで不快だった。

　木こ春はるの前に跪ひざまずき、さあどうぞと言わんばかりに無む防ぼう備びに、身を投げ出し、笑う神楽かぐら。

「母の望みを、お前が叶かなえておくれ」

　それが遺ゆい言ごんだった。

　確かに彼女にとってみれば、満ち足りるに相応ふさわしい最さい期ごだったのかもしれない。なにせ自分の娘むすめが遺い志しを継ぎ、鈴すず鹿かの一族に終しゆう止し符ふを打ってくれるのだから。その動機に大きな相違があるとはいえ、母親としては冥みよう利りに尽きる。

　だが、木春は言ったのだ。

　神楽の頭部を貫つらぬき、彼女の死体が消しよう滅めつするのを見下ろしながら。

　わたしはこの女を母親と思ったことなど一度もない、と。

　侮ぶ蔑べつ、憎にくしみ、諦あきらめ、そんな表情で。

　当然といえば当然だった。

　裏切り者の娘でありながら、その事実を隠かくされて次期頭とう首しゆとして奉たてまつられる──彼女の抱えていた苦く悩のうの元げん凶きようを、どうして母などと慕したえるだろう。

　母は自分のしでかした罪を自覚しないまま娘に愛を以もつて応え、娘は母親を憎みながらその罪を問うことなく愛だけを利用した。まったく歪ゆがんでいる。笑いが込み上げるほどに。

　私し情じようを言えば、できるなら神楽は自分が殺したかった。ゆっくりと切り刻み、苦しみで発はつ狂きようする寸すん前ぜんまで痛めつけ、それから正気を保った状態で恐きよう怖ふに満ちた死を与えてやりたかった。木春を苦しめたということだけではなく、個人的な因いん縁ねんもあったからだ。

　妹たち。血ち沙さと血ち香か。

　──あれが肚はらから出てこられたのも、私のお陰と言ってよいのだぞ？

　神楽が二日前に口にした科白せりふが、供きよう子この胸に吐き気を催もよおさせる。

　彼女の言う通りだった。

　本来、あのふたりが生まれることはなかった。鈴鹿の掟おきてにより、身み籠ごもったのが双ふた子ごとわかった時点で堕おろさなければならない。もちろんそれ以前の問題でもある。分ぶん家けにはそもそも、次女など認められていなかったのだから。幾いくら『このはな』とて例外ではない。

　禁きん忌きが破られたのは、神楽の──正確に言えば、神楽とその妹である先代頭首のせいだ。

　十八年前の叛はん乱らんの際に『つうれん』で受けた傷が神楽の致ち命めい傷しようになり得なかった理由。

　それは、使い手とほぼ同じ血を持っていたから。

　神楽と彼女が、ただの姉妹ではなかったからだった。

　本ほん家けであるが故ゆえの特別扱あつかい。殆ほとんどの分家に秘ひされ、長ちよう老ろう衆しゆうの中でもごく一部しか知らされていなかった事実。さぞ誤ご魔ま化かすのに苦労しただろう。

　だが、それは歪みを生んだ。

　当時のことはわからないが、ともすれば神楽が狂を発したのもそれが原因のひとつなのかもしれない。一族を束たばねて率ひきい、誰だれよりも公こう明めい正大に鈴鹿の矜きよう持じを体現するべきである本家が、そう生まれついた娘むすめが、そもそも禁きん忌き破やぶりの申もうし子ごだったのだから。

『このはな』は巻き込まれたも同どう然ぜんだった。

　先代頭とう首しゆと長ちよう老ろう衆しゆうは禁忌破りに負い目を感じ、結果、供きよう子この母に特とく例れいを与えた。徹てつ底てい的に道具として育てるという条件付きで血ち沙さと血ち香かを産むことを許し、結果──、

「供子姉ねえさま、なにをしてらっしゃるの？」

「なにをしてらっしゃるの？　供子姉さま」

　と、背後から声が掛けられる。

　振り返るまでもなく、妹たちだ。

「特に、なにも」

　だから応えた。普ふ段だん通りに。まるで、道具に接するように。

「お前たちこそなにをしている？」

「あのね、供子姉さま」

　問い返すと、双ふた子ごは同音同どう句くに口を開いて、

「ここ、みーぶくろがいないの。ずっと探してるんだけど、見付からないの」

「山にはどんなみーぶくろがいるんだろうって楽しみにしてたのに、つまらないわ」

　くだらないことを言うふたりに吐き捨てる。

「……『迷まよい家が』に猫ねこがいるはずない」

　正直なところ。

　供子が妹たちと接する時、その感情は苛いら立だちと憎にくしみにまみれている。

　それが双子に対するものなのか、それとも自分自じ身しんに対するものなのかはわからない。それとも、彼女たちを産んだ母にか、彼女たちを産ませた先せん代だい頭首にか。或あるいはもっと漠ばく然ぜんとした──鈴すず鹿かの抱える闇やみ、そのものに対してか。

　道具というなら、妹たちは何な故ぜ、こんな妙みようなところで子供じみているのだろう。子供じみているくせに供子が命令をくだすとまるで道具のように動くのが気に入らない。

　──冗じよう談だんではない。ふざけている。落ち着かない。

　生まれたその時より存在を秘ひ匿とくされ、接する者はといえば母父と姉だけ。狭せま過すぎる世界だ。閉へい鎖さされた鈴鹿の里さとよりも更さらにちっぽけで、箱はこ庭にわとすら呼べない。

　血香と血沙が様々なものを独自の名詞で呼ぶのもそのせいだった。ふたりだけに通じる言葉。何度も正し、言い聞かせてきたがまったく治らない。

　細かく言えば食事の方法や寝る時の作さ法ほうなど、すべてにおいて彼女たちは妙な習しゆう慣かんを持っている。たとえば箸はしで摘つまんだものを互いの口に運び合ったり、布団ふとんを縦たてに並べて頭を向き合って眠ったり。周囲から見れば奇き異いだが、ふたりだけの世界においては合理的なのだろう。

　彼女たちを見ていると、落ち着かない。

　愛情や親しん愛あいとは違う、と思う。母や木こ春はると一いつ緒しよにいる時のような気持ちにはならないし、巳み代よに感じていたような、ある種の居い心地ごこちのよさも皆かい無むだ。

　苛いら立だちや憎にくしみははっきりと自覚できるが、けれど枯かれ葉はに対して抱く負の感情とは明らかに異なっている。それがどうにも釈しやく然ぜんとしなかった。

　わからない。この気持ちがなんなのかわからない。

　いや──わかりたくない。

「命令だ、血ち沙さ、血ち香か。くだらないことを考えずに、さっさと休め」

　だから供きよう子こは、機械にそうするように双ふた子ごへ接することにした。

　命令、という単たん語ごでスイッチが入る。

　双子から表情が消えた。

　同時にその場へ跪ひざまずき、条件反はん射しやのように応える。

「「──はい、供子姉ねえさま」」

　その様よう子すを見て、供子はまた苛立ちを覚え、けれどそれを表おもてには出さず、

「明日あしたは戦いになる。寝る前に予定を頭に入れておきなさい。配置は木こ春はるさまの指し示じ通り。それから……全力で挑いどめ。遊ぶことは許さない。殲せん滅めつだ」

　事務的に、あくまで無む表情で、妹たちに淡たん々たんと告げる。

「それから、もうひとつ。これは『このはな』当とう主しゆとしてお前たちに命令するが……」




　夜や半はん過ぎ。

　最後の戦いは、およそ十四時間後ごに迫っていた。
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　穏おだやかながらもどこか緊きん張ちよう感かんの漂ただよう一夜が明け、午前中も同様に、一見なにごともなく過ぎていった。話し合いに関しては夜と朝の二回に分けて行われたが、相手の出で方かたが読めない以上はたいした妙みよう案あんもない。どの武ぶ器きを誰だれが使うかとか、誰がどんな役割を担になうかとか、そういった確かく認にんのようなことが行われ、最終的に──それぞれが気合いを入れて頑がん張ばる、という実にありきたりな結けつ論ろんに達して終わった。

　それでも、時は来る。

　午後四時。

『ひじり』の車で送り届けられた山道。

　その奥にある『迷まよい家が』への入り口となる場所に、景けい介すけたちは立っていた。

　景介に、枯葉、型かた羽は、木こ陰かげ野の、そして檻おり江え。

　それぞれが身み軽がるな中、景介だけがリュックを担かついでいる。中に入っているのはちょっとした荷物だった。枯葉たちには直接戦せん闘とうがあり得るから自分が持つしかなかったのだが、けっこう重い。まあ、必要なものだから我が慢まんするしかないのだが。

　砂さ姫きは緊きん急きゆう時じに備えて山道で待たい機きという形になった。

　もっとも、緊急時というのはつまり、逃げなければどうしようもない、という場合で、実じつ質しつ的な彼女の役割は逃とう走そう補助と交通手しゆ段だんでしかない。

　奇き妙みようなことに全員の顔は、景けい介すけを含めて妙に落ち着いていた。

　これが最後の戦いになるだろう、そんな緊きん張ちようはもちろんある。けれどそれ以上に──どこか吹っ切れたような晴れやかさがあった。

　結局、やれることをやるだけなのだ。

　つい最近になってから戦いを学び始めた、まだ未み熟じゆくな檻おり江えも。

　本家守しゆ護ご役やく『きしみ』として幼い頃から修しゆう練れんを積んできた型かた羽はも。

　人間社会で生きてきたせいで母親の足あし許もとにも及ばない実力の木こ陰かげ野のも。

　本ほん家け次女としての重責から誰だれよりも強くなろうと努力していた枯かれ葉はも。

　そして──景介も。

　実力はまちまちだし、戦いに不ふ慣なれな者も多い。それでも、互いの足を引っ張ることはないと、恐らく全員が確信していた。

　頑がん張ばろう、とか、気を詰つめ過ぎるな、とか、そんな言葉すらもなかった。いらなかった。

　全員が殆ほとんど無言で、その場に立っている。

　山に入らないのは、木こ春はるからの手紙にこう書いてあったからだ。

　案内を寄越す──と。

　それが誰のことなのかは、全員が無む言ごんのうちに理解していた。

　待つこと十分ほど。

　山の奥から、彼女がゆっくりと姿すがたを現してきた。

　着物の上に洋エ風プ前ロ掛ンを着けた、和風給きゆう仕じのような格かつ好こう。女性にしては平均より上の長身。青白い肌はだに張り付いた、無む表情でありながら整った目め鼻はな立だち。

　色しき素その薄うすれた髪かみを背後で結ゆわえた頭が、丁てい寧ねいに下げられる。

「ようこそ、おいで、くださいました。枯葉さま」

　枯葉が感情を押し殺した声で、それに応えた。

「ご苦労だな、棺かん奈な」

　景介は思わず視線を逸そらした。たぶん檻江も同じだろう。

　棺奈──姉──霧きり沢さわ雅みやび。

　すぐ目の前にいるのに、その距離は永えい劫ごうほど遠い。

　棺奈として接していいのか姉として意識していいのかもわからず、どちらにせよ彼女はもはや木春の『くさりめ』。景介たちの言葉は、あらゆる意味で届かない。

　けれど今はそんなことを考えている場合ではなかった。

　順番を間違うな。

　彼女のことは、木こ春はるたちと決けつ着ちやくを付けた後で考えるべきことだ。

「棺奈」

　景けい介すけは敢あえて姉を『くさりめ』としての名で呼んだ。

　檻おり江えにも真しん意いが伝わるように一いち瞥べつを送りつつ、

「……さあ、案内してくれ。木春たちのところへ」

「かしこまりました、景介さま」

　姉もまた、弟の名に敬けい称しようを付ける。

「こちらです」

　棺かん奈なが踵きびすを返す。全員が無む言ごんで顔を見合わせ、それに続く。

　分け入るのは獣けもの道みち。

　普通に歩けば三、四十分ほどだろうか。奥へ進んだ先に『迷まよい家が』はある。

　かつて枯かれ葉はたちが暮らし、今は木春たちが根ね城じろにしている、景介たちの目的地が。




　　　　　　　　　　※




　敵の本ほん拠きよ地ちに攻め込む以上、そして敵側がわざわざ誘さそって来た以上、なにごともなく辿たどり着けるとは思っていなかった。なにかしらの罠わながあるに違いない、と疑っていた。

　ところが、蓋ふたを開けてみればまるで逆。

　こうも正せい々せい堂どう々どうと迎え撃うたれると、軽い笑いすら込み上げてくる──山を登り始めて五分、型かた羽はが彼女たちの姿すがたを見た時に抱いたのは、そんな感想だった。

「こんにちは、お兄にいさん、お姉ねえさんたち」

「お兄さん、お姉さんたち、こんにちは」

　森を横切る小さく細い川沿い、苔こけむした岩の上に腰こし掛かけながら。

　一いつ行こうの来訪を待ち構えていた血ち香かと血ち沙さがこちらを見付け、無む邪じや気きにも手を振ってきた。

　全員が即そく座ざに身構える。型羽も例外ではない。あらかじめ両手から引き出されていた鉄てつ爪そうを胸むな許もとに掲かかげ、いつでも飛び掛かれるように膝ひざを沈めた。

　双ふた子ごはそんな型羽たちに対し、相変わらず無邪気な笑えみを向けていた。

「そんなに慌あわてなくてもいいわよ、お兄さん、お姉さんたち。ねえ血沙さん？」

「ええ、血香さん。私たちがじっくりと、本気で相手をしてあげるから」

「……おい」

　一歩前に出て双子へ対たい峙じしたのは、景介だった。

　やや戸と惑まどいつつも、問う。

「ここにいるのは、お前らだけか？」

　そうよ、というユニゾンの返事が、小川のせせらぎに混じった。

　型かた羽はは眉まゆをひそめる。

　──どういうことでしょうか。

　相手が迎え撃うってくる以上は総そう力りよく戦せんになるだろう、そう予想していた。もしくはなんらかの罠わなを張ってこちらの手て勢ぜいを分断し、各個撃げき破はを狙ねらってくるか。

　どちらでも対応できるように作戦を練っていたのだが──こんな状況は想そう定ていしていない。

「あなたたちは、ていさつですか？」

　思わず型羽も口を開いた。

「それともふくへいでもかくしているのですか」

　対する双ふた子ごは型羽の疑念を他よ所そに、きゃらきゃらと笑いながら足をばたつかせる。

「あら、なにを言っているの？」

「そうよ。なにを言っているの？　そんなもの隠かくしていないわ」

「鈴すず鹿からしく、正せい々せい堂どう々どうの真まっ向こう勝負。そうよね、血ち沙ささん？」

「ええ血ち香かさん。『このはな』には似に合あわないけど……正々堂々の真っ向勝負よ」

「……っ、ふざけないでくださいっ！」

　思わずいきり立つ。

　五名の敵を前にして、わずかふたりでなにを言っているのだ。

　仮に本気だとして、勝てる気でいるのだろうか。冗じよう談だんではない。双子の連れん携けいがいかに緻ち密みつであろうと、これだけの人数に抗あらがえはしない。一度は枯かれ葉はひとりにすら負けているのに。

　しかしそんな型羽の怒りに、双子は不ふ意いに思い出したように、

「ああ、そうそう」

「そうだわ、忘れていたわ」

「頭とう首しゆさまから伝でん言ごんがあるのよ」

「あるのよ」

　実に苛いら立だたしいことを──言い放った。




「ええと……『全員で相手をするか、誰かに任せて先へ行くかを選べ』」

「『どちらでも構わない。ただし前者の場合は、徹底して枯葉だけを狙う』ですって」




　全員に、緊きん張ちようが満ちた。

　言葉そのものに関してだけではない。

　向かって右の娘むすめ──恐らくは血香──がおもむろに、懐ふところから小さな刃は物ものを取り出したのだ。

　大きくはない。握るための白しら木きは鞘さやとも呼べず、刀とう身しんは彫ちよう刻こく刀とうほどしかない。

　けれどそれは十じつ中ちゆう八はつ、九く、

「……『つうれん』か」

「そうよ、お兄にいさん。もし全員で私たちをいじめる気なら、私たちはこれで枯かれ葉はお姉ねえさんを狙ねらうわ。枯葉お姉さんだけを。ねえ、血ち沙ささん？」

「ええ、血ち香かさん。いったいどこまで無む傷きずでいられるかしら？　私たちを殺してしまう前に、どれだけの犠ぎ牲せいが出るかしら？　楽しみだわ」

　狡こう猾かつというよりもむしろ、底そこ意い地じが悪いといった方がしっくり来る。

　木こ春はるはつまり、こちらに選択肢しを突き付けているのだ。

　枯葉が常に危険に晒さらされるのを覚かく悟ごし、全員で自分のもとに来ることを目指すか。

　それともリスクを回かい避ひし人員を割さいて行くか。

　ふざけた二択だ。思わず、舌した打うちをしてしまうほどに。

　前者を選べば、仮に誰だれも死なずに済んだとしても全員が酷ひどく消しよう耗もうするだろう。かといって後者を選べばこちらの戦せん力りよくが確実に削そがれてしまう。道みち筋すじを知っているのが棺かん奈なひとりである以上、置かれていった者は木春の待つ『迷まよい家が』へと辿たどり着けなくなってしまうからだ。

　──どうする？

　戦うことそれ自体が危険だ。向こうが『つうれん』の破は片へんを持っているとなれば、かすり傷すらも死に繋つながる。肝かん心じんの枯葉を『七しち塗ぬり曲まがり』で守ればと一いつ瞬しゆんだけ考えたが、そんなこと枯葉自身が納なつ得とくしないだろう。自分が安全圏けんにいて仲間が死んでいくのを眺ながめていられるほど、彼女は悪あく趣しゆ味みではない。それに、本当に枯葉だけを狙ってくるかどうかも定かでないのだ。ブラフの可能性もある。枯葉を中心に布ふ陣じんしたところで、他の者に標ひよう的てきを切り替えられたら。

　命の重さを利用された形だった。

　木春にとって、恐らくは双ふた子ごなど使い捨てで、死んだとしても構わない。しかし自分たちは誰ひとりとして死ぬ訳わけにはいかないし、死なせたくもない。

　そこに付け込まれた。

　型かた羽はは唇くちびるを咬かみつつ、さりげなく檻おり江えに視し線せんを送る。

　気付いた檻江はこっちを見て、微かすかに頷うなずいた。

　考えることは同じ、だ。

「……かれはおねえさま、けいすけおにいさま」

　だから型羽は、枯葉たちに言った。

「ここは、わたしとおりえおねえさまがのこります」

「型羽、なにを……」

「このふざけたふたごはわたしたちがひきうける、そういっているのです」

「おい、待てよお前ら」

　景けい介すけが割って入ってくる。

　邪じや魔まな人間だ、としみじみ思った。

　お節せつ介かいを焼きたがるのが鬱うつ陶とうしくてたまらない。こっちを子供扱あつかいしているのが見え見えなのも癪しやくに障さわる。枯かれ葉はを横からかっ攫さらったのには本気で許せない。

　初めて会った時からそうだった。

　説せつ教きようしてきたり、誕生日プレゼントをくれてみたり、おまけに──型かた羽はが忠ちゆう告こくしなかったせいで秋あき津つ依い紗さ子こを殺してしまったというのに、それを責めてもくれない。

　──ああ、もう。

　人間のくせに。くだらない人間のくせに。人間なんてみんな大だい嫌きらいなのに。

　どうして、こんなに大好きになってしまったのだろう。

「だまりなさい、このとんちきめがね」

「誰だれがトンチキ眼鏡めがねだ！」

「おまえのことです。それから、だまれっていったのがきこえませんでしたか？」

「……っの……！」

「かれはおねえさま」

　いきり立った景けい介すけを無む視しして、型羽は枯葉の足あし許もとに跪ひざまずいた。

「景介」

　すると、檻おり江えも同様に。こちらは景介へ。

　打ち合わせをした訳わけでもないのに息を合わせてくれた彼女を心強く思いながら、

「かたは、ならびに、おりえ。

　われらに、あなたがたをさきにすすませるたいやく……おまかせくださいますか？」

　型羽は、笑った。

　本家守しゆ護ご役やく『きしみ』当とう主しゆとしてではなく。

　分ぶん家け『えそな』当主としてではなく。

　型羽自じ身しん、檻江自身が、枯葉と景介に。自らの認めた、頭とう首しゆに対して──。

　ややあって、枯葉が大きく溜ため息いきを吐つき、苦く笑しよう混じりに応える。

「……卑ひ怯きようだぞ、お前たち。そんな頼み方をされては断れんではないか」

　景介は笑わなかった。

　代わりに頭を掻かき、わざわざしゃがみ込んで、

「姉ねえさん、それからアホガキ。……死ぬな。絶対にだ」

　檻江が顔を上げた。

「景介も気を付けてね」

　型羽は眉まゆをしかめてみせた。

「わたしをあほがきなどとよんだこと、あとでこうかいさせてやりますからね」

　ふたりは立ち上がる。

　こちらの様よう子すを興きよう味み深げに眺ながめていた双ふた子ごへと向き直った。

「……さて、おまたせしました。ちか、ちさ」

　丁ちよう度どいいといえば丁度いい。

　前回、手て加か減げんされていいようにあしらわれた借りもある。ついでだから巳み代よの弔とむらい合がつ戦せんにしてやってもいい。──彼女を殺したのが双ふた子ごかどうか知らないが、まあ、腹いせだ。

　棗なつめが、枯かれ葉はが、景けい介すけが、こちらに視し線せんを送りつつも棺かん奈なに連れられて背を向けた。双子は追おうとしなかった。どうやら本当に型かた羽はたちの相手をしてくれるらしい。

　もはや掛けるべき声はない。再び生きて会えることを、双方が信じている。だから型羽も檻おり江えもなにも言わず、ただ黙だまって彼女らを見送った。

　ふと頭に浮かんだ。

　もう一度でいいから棺奈の膝ひざに抱かれたかった、と。

　その思いを頭を振って追い出しながら、隣となりで『たまも喰ぐらい』を抜き放った檻江を確かく認にんし、型羽は目の前の敵に牙きばを剥むいた。

　別に今こん生じようの別れではないのだ。

　双子を打ち負かし、木こ春はるを倒し、『迷まよい家が』と棺奈を取り戻し、来年の春にはもう一度、誕生パーティーを開いてもらえばいいのだから。

　唇くちびるを引き結び、名乗りをあげる。

「かたは、それから……」

「檻江」

「おして、まいる。さらば、うけてたて！」

　その視線を正面から受け止め、双子は揃そろって岩から飛び降りた。

「さあ、血ち沙ささん」

「ええ、血ち香かさん」

　もはや彼女たちにも笑えみはない。

　背負っていた『陰いん咬がみ』を同時に抜き放ち、左右対たい称しように構え、

「「……『このはな』参まいる」」




　型羽、檻江。血沙、血香。

　小川のほとりで、二対二の決けつ闘とうが──始まった。




　　　　　　　　　　※




　始まった剣けん戟げきの音に背を向け、一同は再び山道を登っていった。




　木こ陰かげ野の棗には、今日の戦いはこんな形になるのではないかという予感がなんとなくあった。それはいい意味でではない。悪い意味で、だ。

　もちろん具体的な予測ではない。もっと漠ばく然ぜんとした、不安のようなものだ。

　つまり──自分が役に立てないような戦いになりはしないか、という。

　棗なつめの持つ『あぎょうの琴こと』は、後こう衛えい専用と言ってもいい蔵ぞう物ぶつだ。耳を塞ふさがないことには無む差別に相手を傷付けてしまうという欠点を持つ。

　もちろん打ち合わせは充分に行った。耳を塞ぐ際の合あい図ずも取り決めてあるし、全員にはそれぞれ小型のオーディオプレイヤーとイヤホンを持ってもらっている。

　だがやはり、充分とは言い難い。母ならもっと上う手まくやれたのにと思うと、情なさけなかった。

　ここ半月の棗は、ずっと後こう悔かいしながら過ごしてきた。

　母が生きている間に、もっとちゃんと教えを乞こうておけばよかった。父にだってそうだ。教えて欲しいことが山ほど、それこそ数えきれないほどあった。──戦い方だけではなく。

　ひょっとしたら、ツケを払う時なのかもしれない。

　人間でもなく鈴すず鹿かでもなく、中ちゆう途と半はん端ぱに生きてきたことの。両親がいることを当たり前だと思い、子供のつもりのままで今まで生きてきたことの。

　現れた双ふた子ごに木こ春はるからの伝でん言ごんを聞かされた時、密ひそかにそう思っていた。




　そして、今。

『なのかもしれない』ではなく『なのだ』と。

　自分たちの目の前に立つ人ひと影かげを見て、棗ははっきりと確信していた。

　型かた羽はたちと別れてから十分ほど経たっただろうか。

　木々の鬱うつ蒼そうと生おい茂る、まさに森という名めい称しようが相応ふさわしい山の中ちゆう腹ふく。

　櫟くぬぎの幹に背を預けた供きよう子こが、一同を待ち構えていた。

「……くく」

　枯かれ葉はを、景けい介すけを、それから棗を順じゆん番ばんに眺ながめ、彼女は嗤わらった。

「枯葉、棗。わざわざ殺されに来るなんて、ご苦労だね。それから婿むこ殿どの……ようこそおいでくださいました。心から歓かん迎げい致しますよ」

　皮ひ肉にくを込めた慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさ。

　枯葉が景介と棗の前に立ち、気け配はいを鋭くした。

「お前は木春のところにいるとばかり思っていたのだがな」

「私はそこまで過か保ほ護ごじゃない」

　余よ裕ゆうめいた態度で枯葉の視し線せんを受け流す。

　そして、棗の予想通りのことを──言った。

「私の役目はさっきと同じだ。どうする？　選ぶといい。全員で戦うか、それとも……誰だれかひとり、置いていくか」

　あからさまに自分を見み据すえる視し線せんに、悔くやしさで歯は咬がみした。

「ふざけてんのか？　あんた」

　呆あきれたように景けい介すけが吐き捨てた。

「さっきの双ふた子ごの場合ならともかく、一対たい三だ。お前を全員でぶちのめす以外に、俺おれらにどんな選択肢しがある？　むしろあんたのやってることの方が愚ぐ策さくだね」

　ああ、と。

　棗なつめは心しん中ちゆうでだけ、深く嘆たん息そくした。

　景介は理解しているのだろうか。全員で戦うというその選択肢がどんな結果を生むかを。

　きっと、わかっているのだろう。わかっていてとぼけているのだ。

　だって、そうでなければ、

「かかって来いよ。何度めだっけか？　あんたが、俺に負かされるのは」

　そうでなければきっと、こんなあからさまな挑ちよう発はつをするはずがない──。

「……霧きり沢さわ」

　だから棗は、景介の肩を掴つかんだ。

「木こ陰かげ野の？　おい、」

　振り返った眼鏡めがね付きの顔を睨にらみ付け、押し退のけて一歩前に出る。

「バカ言ってんじゃないわよ、あんた」

　仮に景介の言う通り、三人で戦うとする。

　その場合、供きよう子こは助けを呼ぶだろう。

　鈴すず鹿か随ずい一いちの使い手にして、枯葉の親友。正しよう気きを失い人形となった、歩摘を。

　つまり一対三ではなく、実際は二対三。

　それもほぼ確実に、闇やみ討うちを狙ねらってくるはずだ。しばらくは供子ひとりが三人を引きつけておいて、背後から奇き襲しゆう。こっちが有利どころか大おお幅はばに不利となる。

　どのみち歩ほ摘づみを相手にしなければならないのは変わらない。が、それなら面めんと向かっての戦いを挑いどんだ方が勝率は高い。他を気にしての戦せん闘とうより、集中して戦える状態で臨のぞむべきだ。

　景介はそれをわかっているはずだ。鈴鹿の一族である自分ですら予想できるようなことに、鈴鹿の一族が企たくらんでいるようなことに、小こ賢ざかしいこいつが思い至らないはずがない。

　にも拘かかわらず、こんなことを言い出す理由はひとつ。

「うすらとぼけてまで気を遣つかってもらって……嬉うれしくなんかないっての、あたしは」

　棗と供子が一対一で戦えば負けると、そう思われているから。

　まったく、ツケというならばこれもそうなのだろう。

　かつて他ならない、景介自じ身しんに言われたことだ。

　──てめえはもっと、いい女のはずだろうが。

　景介とは別に彼かれ氏しでもなんでもない、異い性せいとしての魅み力りよくも特に感じない。

　だけど──だからこそ。

　親友だと思えるような男に守られるなど、女が廃すたる。

「くく、く」

　宣せん言げんした棗なつめに供きよう子こが嘲あざけりを送った。

「これは面白い。面白くて、鼻はな持もちならない。滑こつ稽けい過ぎて愉ゆ快かいだね。棗……お前、稽けい古こで私に勝ったことがただの一度だってあったっけ？」

　図ず星ぼしどころではない。自分ですらも正直、勝てる見込みがあると思えない。

　けれど、そんなことが口にできるものか。

「あら、稽古と実戦は違うわよ」

　背後にいる霧きり沢さわ景けい介すけのことを思いながら、棗は嘯うそぶいた。

　稽古どころかただの人間、武ぶ道どうの心こころ得えすらない高校生だったこいつは冬からこっち、何度も鈴すず鹿かの一族を負かしてきた。はったりと嘘うそとそれから機き転てんで、鈴鹿の圧倒的な力に渡り合ってきた。それを──今だけでいい、自分も真ま似ねしてやる。

「そういうことだから、枯かれ葉は、霧沢」

　首だけで振り返り、笑う。

　できるだけいつも通りに、余よ裕ゆうを装よそおって。不安に思われないように。

「あんたたちは先に行きなさい。ここはあたしが引き受けるから。……大だい丈じよう夫ぶよ、負けやしないわ。霧沢に二度も負かされた相手に、殺されてたまるもんですか」

「おい、木こ陰かげ野の！　ふざけるのも……」

「ふざけてなんかないってのよ！」

　なおも食い下がった景介に、棗は思わず叫んだ。

「いい女がいい格かつ好こうしようとしてるんだから。……空気、読みなさいよ」

　少しの沈ちん黙もくがあった。

　何秒を数えただろうか。やがて、真剣味みを帯びた声で、

「わかった」

　首しゆ肯こうしたのは意い外がいなことに、枯葉だった。

「棗。お前に任せる」

「おい、でも……」

　景介を制してから、彼女は棗の正面に立つ。

　すると不意にこっちの襟えり首くびを掴つかみ、抱きつかんばかりに引き寄せてきた。

「……きゃ!?」

　文字通り目と鼻の距離で、枯葉は力強く言った。

「ただし、いいか？　死ぬことは許さん。危なくなったら逃げろ」

「……、わかったわ」

　──頷うなずく。

　だから枯かれ葉はは棗なつめから離れると、一歩後こう退たいする。

　不安げな色など一切ない表情で、薄うすく笑ったのち供きよう子こへ向き直った。

「そういうことだ、供子。妾わたしたちは先に行く。……よもや、追ってくるつもりはなかろうな」

「ふん」

　詰つまらなさそうに鼻を鳴らした供子はそれでも、足あし許もとに突き立てていた『ことり車ぐるま』を手に取ると、ぶん、と片手で振った。──まるで準備運うん動どうか、威い嚇かくのように。

「お前たちがそう決めたのであれば、私に是ぜ非ひはないよ。正直なところ物もの足たりなくはあるけど、まあ、都つ合ごうはいいね。棗を殺したら、すぐに駆かけ付けてあげよう」

「侮あなどるな、供子」

　既すでに枯葉は供子から背を向け、山の奥へと進もうとしている。

　背中越しの返答は、自信に満ちていた。

「棗は強いぞ。お前が考えているより、ずっとな」

　──嬉うれしいこと、言ってくれるじゃない。

　正直なところ、自信はまったくない。よくもまあ枯葉は任せてくれたものだとすら思う。

　けれど、ここで引き下がる訳わけにはいかないのだ。




　目の前にいる供子を睨にらみ付ける。

　背負っていた包みを解き『あぎょうの琴こと』を剥むき出しにする。

「さて、と」

　木こ陰かげ野の棗は、深しん呼吸をしながら好こう戦せん的に笑ってやった。

「来なさいよ。目にもの見せてやるから」
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　粛しゆく々しゆくと山道を歩く棺かん奈なに、枯葉は淀よどみなくついていく。

　そんなふたりの後を追いかけながら、景けい介すけはどうしても遅れがちになっていた。

　後ろを振り返らずにはいられない。本当によかったのか、という思いが強かった。

「景介」

　そんな様よう子すに気付いたのか、枯葉が立ち止まった。

「心配か？」

「当たり前だろ。お前……よかったのか？」

　条件が悪わる過すぎる。

　木陰野が戦いを不ふ得え手てとしていることはこの際さい置いておくとしても、得え物ものが問題だ。

　あいつは『あぎょうの琴こと』しか持っていない。当初は後こう衛えいとして動いてもらう予定で、こんなことになるなんて思ってもみなかった。

　果たしてあれでどう戦えばいいのか、景けい介すけにすら見当が付かない。

　ヘッドフォンを着けて手当たり次し第だいにかき鳴らす？　駄だ目めだ。奇き襲しゆうならともかく、聴ちよう覚かくを封じての一対一は危険過すぎる。逆に森の中へ隠かくれられでもしたらどうしようもない。

　せめて『七しち塗ぬり曲まがり』があればよかったのだが──あれは檻おり江えに持たせてしまっていた。木陰野とどちらに渡すか迷った上での選択だったから、尚なお更さら悔くいが残る。

　供きよう子こを棗なつめに任せた枯かれ葉ははなにを考えているのだろう。あまりに自信満まん々まんだったので気け圧おされてしまったが、無む理り矢や理りにでも止めた方がよかったのではないか。

「案ずるな。大だい丈じよう夫ぶだ」

　そんな景介に、なおも笑う枯葉。

「いや、でもな……」

「なあ、景介。お前は気付いていないかもしれないが、妾わたしは……いや、妾だけではない。型かた羽はも檻江も棗も、お前に出会ってから随ずい分ぶんと変わったのだぞ」

　歩みを再開しながら、どこか楽しそうな口く調ちようだった。

　いや、楽しそうというよりも──、

「力だけがすべてではない。知ち恵えを使うのは卑ひ怯きようなことではない。力が足りないなら知恵で補うのは当然のことだ。お前はそれを教えてくれた」

「それが、どういう……」

「妾も、お前の真ま似ねをしてみた。悪巧みだ」

　悪戯いたずらっぽい顔で、枯葉は人ひと差さし指ゆびを立てた。

「……は？」

　──悪わる巧だくみ？

　お前にも秘ひ密みつにしていた、と付け加えて。

「大丈夫。棗は負けたりはしない。それに……あやつはあれで、強いよ。技はともかく、心は誰だれよりもな。だから心配するな。棗は、きっと勝つ」

　なんの悪巧みかは、話してもらえなかった。

　──まあ、いいか。

　景介は腹を括くくって、背後を振り返るのをやめにした。もちろん心配が消えた訳わけではない。だが、こいつがここまで断言しているのだ。疑っては罰ばちが当たるというものだろう。

　それに──木こ陰かげ野のが強いというのは、同意できる。

　勝つとか負けるとかはこの際、二の次だ。

　あいつは少なくとも、自分が死んで友人を悲しませるような真似は絶対にしない。
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　真ま上うえから振り下ろされた攻こう撃げきを、身を捻ひねって躱かわす。

　しかし間かん髪はつ入いれずに襲おそってきた回し蹴げりは避けられない。どうにか防ぼう御ぎよはできたものの、まともに食らって腕の骨がへし折れる。大きく一歩飛び退のいて治ち癒ゆするが、その間にもう供きよう子こは次の行動に移っていた。車しや輪りんを構えたままの、突とつ進しん。

「……っ！」

　腹部に、棘とげの一本が突き刺ささる。

　咄とつ嗟さに前まえ蹴げりを放ちどうにか引き剥はがしたものの足から力が抜け、意識がぐらついた。供子の持つ車輪は棗の腹部を傷付けた棘を中心に、芯しんから染そめ上げたような真しん紅くになっている。

　相手の血を吸い取る拷ごう問もん輪『ことり車ぐるま』。

　実際に戦うのは初めてだが、こうも厄やつ介かいだとは思わなかった。

　いや──それ以前に、ここまで実力差さがあるなんて。

　棗と供子が戦い始めてからまだ五分も経たっていないだろう。にも拘かかわらず、既すでにこちらはかなり消しよう耗もうしてしまっていた。対して供子は、ほぼ無む傷きず。

　あんな戦いにくそうな武ぶ器きを自じ在ざいに操あやつっているのは見事としか言いようがない。体たい術じゆつも棗より数段上。幼い頃から暗あん役やく『このはな』として修しゆう練れんを積んできた彼女と、安あん穏のんと人間社会で暮らしてきた自分。実力差さは歴れき然ぜんだった。

「くく。……楽しくて愉ゆ快かいだ。いたましくて面白いね、棗」

　攻撃の手を休めてこっちを眺ながめながら、供子はにやにやとほくそ笑えむ。

「話にならない。相手にならない。婿むこ殿どのの方がまだ手て強ごわかった。お前……それでも鈴すず鹿かか？」

「昔から思ってたけど、供子さんってけっこうお喋しやべりよね」

　せめて口だけはと思って言い返す。

「くだらないことをべらべらと……そのくせ暗いってのがまたイヤな感じ」

「ふん。罵ば倒とうすらも滑こつ稽けいだ。そのざまでは格かつ好こうがつかないよ」

　あまり効果はなかった。

　彼女の言葉通り、負け惜おしみになっている。

　既に棗は何度か骨や内ない臓ぞうを痛めつけられていて、それを治癒したことによる疲労はけっこうなものだ。『ことり車』による貧ひん血けつがそれほど酷ひどくないのがまだ救い。

　とはいえ、これは恐らく──手て加か減げんされている。

　以前あれと対たい峙じしたことのある枯かれ葉はの話だと、一度の刺し突とつでおよそ三合ごう、つまり五〇〇ミリリットルほどの血液を持って行かれたらしい。人間なら失しつ血けつによるショック死も免まぬがれ得ない量で、鈴鹿でも意識を保つのが難しいはずだ。

「冗じよう談だんじゃないわよ、まったく」

　本当に苛いら立だたしい。性格が悪いのは知っていたが、ここまで陰いん湿しつとは。

「早く枯かれ葉はたちを追い掛けないといけないんじゃないの？　遊んでるなんて、余よ裕ゆうね」

「遊ぶ？　なにを言っているの？　私はいたぶっているだけ」

　おまけに口も達たつ者しやときている。

「それに枯葉を殺すのは私の役目じゃない。というより、山道で殺してしまっては怒られてしまう。くく……仕方ないからお前で我が慢まんしてやってるのよ。感謝しなさい」

　木こ春はるはどうも枯葉に固こ執しつしているようだ。まあ、恋こい敵がたきの上に妹なのだから当然か。

「……ってことは、あの双ふた子ごの言ったのは嘘うそっぱちだったってこと？」

　全員で戦うつもりなら枯葉だけを狙ねらう──単にこちらを分断させたいがための方ほう便べんか。

「まるで人間ね。『このはな』の考えることは」

「残念だけど、策さくを練っているのは私じゃない。木春さまだよ」

　その返答は少し意い外がいだったが、一方で納なつ得とくもできる。

　成長が止まってしまったが故ゆえ、木春は他の鈴すず鹿かたちと比べて体力や腕わん力りよくがない。力を持たないからこそ、勝つためにあらゆる手段を用いようとしたという訳わけか。

　それは悲しくもあった。木春とはそれほど親しくなかったが、それでも幼い頃は何度か一いつ緒しよに遊んでもらったこともある。次期頭とう首しゆという肩書きとどこか高こう貴きな立たち居い振る舞いは、近寄り難さと同時に尊そん敬けいを抱かせたものだ。

「……ああ、そういえば」

　棗なつめの同情を察し、それを腹はら立だたしく思ったのか。

「私が提案した策が、ひとつだけあったか」

　不意に、供きよう子この表情が変わった。

　笑顔ではある。嘲ちよう弄ろうじみてもいる。

　しかしそれはさっきまでの悪あく意いに満ちた嘲ちよう笑しようと、似て非なるものだった。

　怒りを悪意で塗りたくった、とっておきの──相手を傷付けるための、笑顔。

　そして、




「お前の両親を殺したのは、私の発はつ案あんだよ」




　続いた言葉に、

　棗の思し考こうが、止まる。

「木春さまは渋っていたのだけどね。背後からというのはさすがに卑ひ怯きようだ、と。でもまあ、相手は隠いん居きよのくせにしゃしゃり出てくるような輩やからで、片方は人間だ。正面から戦いを挑いどむ必要なんかどこにもない。害がい虫ちゆうを潰つぶす時に、卑怯とは考えないしね」

　それを見て、供きよう子こは更さらに笑う。

「……棗なつめ、お前にも見せてやりたかったよ。木こ春はるさまを大喜びで歓かん迎げいする薊あざみを。背後から刺さされた時の慎しん一いちの顔を。ちなみに、夫の死体を見て絶ぜつ叫きようする薊を斬きったのは、この私」

　笑う。

　嗤わらう──。

「滑こつ稽けいで無ぶ様ざまだった。くだらなくて面白かった。くく……いい余よ興きようだったよ、あれは」

「あ……あ」

　止まった思し考こうに、供子の言葉が染しみ込んでいく。

　乾いた土に降り掛かる、どす黒い汚お水すい。

　そこから芽めを出すのは、なにか歪いびつな、それでいて純度の高い、

「…………供子ぉおお！」

　棗は絶叫した。

　訳わけもわからずに飛び掛かる。『あぎょうの琴こと』を放り投げ、真まっ赤かに染そまった視し界かいの中、嘲ちよう笑しようを張り付かせた供子へ向かって一いつ直線に。

　徒と手しゆ空くう拳けんでも構うものか。実力差さなど知ったことか。

　こいつは──こいつだけは、許さない。

「……ふん」

　殴なぐり掛かったその瞬しゆん間かん、供子の呟つぶやきが聞こえた。

「くだらない」

　同時に。

　視界が、真まっ白しろにぶれた。

　意味がわからなかった。靴くつ裏から地面の感覚が消しよう失しつし、そのまま全身に衝しよう撃げき。

　カウンターで殴り飛ばされたのだ、そう理解したのは、口の中がしとど血で溢あふれ、ぐらぐらと揺れる頭が腐ふ葉よう土どに横たわっているのを自覚してからだった。

「安い挑ちよう発はつに乗って激げつ高こうする。鈴すず鹿かの性さが、か。本当に……くだらない血けつ族ぞくだね」

　まるで自じ嘲ちようのような呟き。

　こっちに歩んでくる気け配はい。

　でも、動けない。身体からだが動かない。脳のう震しん盪とうのせいだ。頬ほお骨ぼねもたぶん砕くだけている。痛みはない。むしろどくどくという血けつ流りゆうがやかましい。

「人ひと里ざとで暮らしていても、お前はやっぱり鈴鹿だよ。ただし、中ちゆう途と半はん端ぱなね。人間にも鈴鹿にもなりきれない……哀あわれな愚ぐ物ぶつ。くだらない。吐き気がする。つまらない」

　自分の身体を見下ろしながら『ことり車ぐるま』を構える供子に、棗はそれでも歯を喰い縛しばった。

　まだだ。まだ刺し貫つらぬかれた訳わけではない。刺し貫かれたとしても血を抜かれる一いつ瞬しゆんがある。それまでに動けるようになって、反はん撃げきしてやりたい。

「じゃあね、棗なつめ。さようなら」

　棗の思いを無む慈じ悲ひに踏み躙にじる嘲ちよう笑しようで、供きよう子こが嗤わらう。

　けれどその笑えみが、不ふ意いに。

「……っ!?」

　驚きとともに固まった。

　直後、横から。

　供子に襲おそいかかる、なにか蒼あおいもの。不ふ定てい形けいで実体のない、けれど蛇へびのような帯おびのような、

「く！」

　彼女の腕に巻き付き、そして、肉が焼け焦こげる臭におい──。

　いったい、なにが起きたのだろう。

　まだ痺しびれの抜けていない頭をどうにか上げ、それが来た方向を見た。

　そして視し界かいに映った姿すがたに、棗は呆ぼう然ぜんとする。

「あ……」




「……随ずい分ぶんとご満まん悦えつのようね、供子」

　鋭い刃は物ものにも似た視線と、静せい寂じやくに吹く冷気のような声。

　小こ折おり谷や通つ夜や子こが、そこに立っていた。
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　自分たちが双ふた子ごと戦い始めてどれくらいの時間が経たっただろう。五分と過ぎていないような気もするし、一時間を超えているのではないかという気もする。

　気を詰つめ過ぎているせいだ、と型かた羽はは思った。

　双子の実力は高い。以い前ぜん戦った時よりも数すう段だん上で、つまりこれが彼女たちの本気ということだろう。檻おり江えとふたりでどうにか渡り合っているが、形けい勢せいは悪かった。

　だがそれ以上に厄やつ介かいなのが『つうれん』だ。

　ほんの彫ちよう刻こく刀とうほど。本来であればまったく無む視ししても構わない大きさの破は片へんが、一族殺ごろしという性質を持っているが故ゆえに、こちらの神しん経けいを大きくすり減らす要よう因いんとなっている。

　それは、かすり傷ひとつ許されない暗あん器き。

　どさくさに紛まぎれてちょっと引っ掻かかれるだけで、型羽たちは簡単に死に至る。もちろん傷が致ち命めい的に成長する前に相手の血をどうにかして奪うばえば助かるのだが、双子がそれを許してくれる謂いわれはないだろう。傷を付けたらさっさと森の中へ逃げ、身を隠かくしてしまうはずだ。

　檻江が『七しち塗ぬり曲まがり』を持っているのが救いだった。あれのお陰で双子は彼女に近付くことができず、もっぱら型羽だけを狙ねらっている。……もっとも、そのせいで注意力りよくを余よ計けいに使う羽は目めになってもいるのだけれど。

　とはいえ、戦せん術じゆつとしては決して悪くない。

　双子を型羽ひとりが引きつけて相手をしつつ、檻江は安全圏けんから『たまも喰ぐらい』で攻こう撃げき。

　型羽の身に付けた『きしみ』の技は多対たい一の方が得意だし、動き回るのに慣れていない檻江は落ち着いて蔵ぞう物ぶつを使し役えきできる。むしろ本気を出した双子を前にして、この戦い方だからこそ負けずに済んでいるのだが、それは癪しやくだから認めたくなかった。

　彼女たちは、以前のような無む邪じや気きな笑えみをまったく見せない。

　血ち沙さが無言で『陰いん咬がみ』を振りかぶり横よこ薙なぎに斬きり付けてくる。それを上に飛んで避けると背後に血ち香か。半はん円形に変へん型けいさせた処しよ刑けい刀、両りよう端たんの柄つかを持って型羽の身体からだを囲う。

　空中での束そく縛ばくで動きが取れない。

「……ち！」

　舌した打うちした型羽を救ったのは檻江だった。空間を超えて出現した白はく刃じんが、下から上へ──型羽の背中と血香の腕を縫ぬうように『陰咬み』を跳ね上げてくれた。

『たまも喰い』を器き用ように扱っている。短期間でよくもここまでと驚きよう嘆たんするほどだ。

　とはいえ、彼女を褒ほめる暇ひまも礼を告げる余よ裕ゆうも、型羽にはない。

　着地予よ定てい地点で血沙が武ぶ器きを手に待ち構えている。だから身体を捻ひねり、まだ背中辺りに滞たい空くうしている血香を蹴けり飛ばして方向転てん換かん。そのままの勢いで手近にあった木の枝へ。

　足を引っかけてぐるりと回り、空中の血ち香かを狙ねらうことにする。

　一いつ直線の突とつ進しん。

　鉄てつ爪そうを身体からだごと突き出そうとした瞬しゆん間かん、型かた羽はの表情が強こわ張ばった。

　蹴けりによって木に叩たたき付けられていたはずの血香が、幹に『陰いん咬がみ』を巻き付かせて固定し、態勢を整えつつこちらを迎げい撃げきする用意をしていたのだ。

　しかもその手にあるのは『つうれん』。

　──そういえば、こっちがもっていたか！

　型羽の身体は止まらない。鉄爪でどうにかして防ぼう御ぎよできるかと身み構がまえるが、動いている中で的確にあの小さな刃やいばを受け止められるかどうか。

　檻おり江えの助けを期待した。が、

「……ちょこまかと煩うるさいわね、あなた」

　ぞっとするほど冷たい声が、何な故ぜか背後でした。

　血ち沙さだ。

　型羽が血香を蹴った瞬間、既すでに跳ちよう躍やくしていたらしい。

『陰咬み』を振りかぶる気け配はい。

「おりえおねえさま！」

　思わず叫んだ。

　檻江が『たまも喰ぐらい』を袈け裟さに振るった。もちろん『つうれん』を持つ血香へ。

「あら」

　目もく前ぜんに現れた刃に、血香が小さく呟つぶやいた。

　回かい避ひのために『陰咬み』の歪わん曲きよくを解く。幹から身体を離し、攻こう撃げきを諦あきらめて飛び降りた。

　だから型羽は目もく標ひようを血沙へと変えるべく空中で身体を反転させ、さっきまで血香の張り付いていた幹を足がかりに再度の方向転てん換かんを試みようとして、

「……え」

　それに、目を見開いた。

　さっきまで血香が持っていたはずの、彫ちよう刻こく刀とうを模もした『つうれん』が、対たい峙じする血沙の手て許もとで鈍にび色いろを光らせている──。

　予想外がいのことに反応が遅れた。

　どうにか身をよじって避けようとするが、その短い刃が型羽の服、右袖そでに突き刺ささる。

　同時に、手首辺りに鋭い痛み。

「……っ！」

　慌あわてて幹を蹴り、地面へと着ちやく地ちした。

　そのまま飛び退のいて檻江の近く『七しち塗ぬり曲まがり』の結けつ界かい内へ。

　袖を捲まくって確かく認にんするが、痛みは気のせいではなかった。

　手首よりやや上。

　掠かすめただけのごく浅い切り傷だったが──意識を集中させても、治ち癒ゆしない。

「おのれ……」

　同じく距離を取って並び立った双ふた子ごを睨にらみ付ける。

「いつのまに、うけわたしを」

　牙きばを剥むく型かた羽はを見て、双子が久しぶりに笑えみを浮かべた。

「あら。なにを言っているのかしら？」

「そうよ。あなた、なにを言っているの？」

　けれどその微笑は、これまでに見せてきた無む邪じや気きなものではない。

　あからさまな嘲あざけりを帯びた、姉の供きよう子こを彷ほう彿ふつとさせるものだった。

　彼女たちは揃そろって、言った。

「「ちさかは『つうれん』がひとつだなんて、言った覚えはないわ」」

　左右対たい称しようの仕し草ぐさで同時に掲かかげてみせるのは、彫ちよう刻こく刀とうの形をした刃は物もの。

　つまり『つうれん』の破は片へんは、ふたつあった。

　最初に血ち香かが見せて、これまでずっと彼女だけが使ってきたから完かん璧ぺきに騙だまされた。

　──まずい。

　これまで苦く戦せんしつつも保たもてていた平へい衡こうが完全に破られた。

「でも、安心してね。『つうれん』で傷を負わせたといっても、ちさかは逃げたり隠かくれたりしないわ。ねえ、血ち沙ささん？」

「ええ、血香さん。心配しないで。あなたが食い尽くされるまで、じっくりたっぷり、ゆっくりと遊んであげる。……だって今日は、殺してもいいんだもの」

　好こう戦せん的に唇くちびるを歪ゆがめる双子を上うわ目め遣づかいに、型羽は歯は咬がみした。

　傷の広がっていく速度はそれほど高くない。破は片へんであるが故ゆえか、傷がごく浅いからか。

　右手であることは不幸中ちゆうの幸いだった。こちらはもとより手て首くびから先が欠けつ損そんしている。すぐに戦えなくなってしまうということはない。加えて、双子がああいう性格で助かった。引き続き戦ってくれるというのなら、まだ逆転の目はある。

　けれど。

　そうだ──けれど、だ。

　たとえ手首から先のない腕であっても。

　たとえまだ死んだ訳わけではないにせよ。

「……きさまら」

　これが治らない傷であることの意味は、型羽にとって、とてつもなく重い。

　──よくも、やってくれた。

　傷きず痕あとに満ち満ちたこの身体からだに。

　治らない傷を負い、死んでいったこの身体からだに。

「ゆるさない」

　私の妹に、礼れい菜なの身体に、

　よくもこんな傷を、付けてくれた。

　目の奥がばちばちする。腹部が熱い。傷を付けられた右手、何な故ぜかその先にないはずの手て首くびと指を感覚した。幻げん肢し痛。身体の記き憶おく。痛みの記憶。

　掘り起こされる妹の記憶と、それに伴って湧わき出てくる型かた羽は自身の怒り。

「ぜったいに……ゆるさないっ！」

　叫びながら一歩を踏み出す。なにも考えていなかった。とにかく手段はどうでもいい。あいつらの喉のど笛ぶえを喰い千ち切ぎってでも血を傷に注そそいでやる。

　不意に、がくん、と。

　突とつ進しんを阻はばむ──衝しよう撃げきがあった。

「……ぐ!?」

　一いつ瞬しゆんだけ息が詰つまる。

　なにごとかと首だけで振り返る。

「おりえ……おねえさま」

　檻おり江えが──型羽を背後から片かた腕うでで、強く抱き締めていた。

「なにを……！」

　どうして止めるのだ。そんな思いを込めて叱しつ責せきしようとした型羽に、

「待って、型羽」

　檻江は静かに首を振る。

「駄だ目めだよ。それじゃ、駄目」

「でも！」

　早くしないと傷がどんどん広がってしまうのに。妹の身体を治せなくなるのに。

　それでも檻江は首を振った。

　暴あばれる型羽を押し止とどめ、驚くほど強い力で離さない。

　そして、言った。

「型羽。怒ったら、負けるよ」

　叱しつ咤たするでもなく、言い聞かせるでもなく、ただ事実を告げるように。

　けれど同時に、彼女らしい真しん摯しさで。

「……あ」

「落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶ。私たちは負けない」

　片腕での束そく縛ばくが、両腕での抱ほう擁ようへ変わる。

　肩に乗せられた頭。視線はあくまでも前、双ふた子ごを見み据すえながら。

「勝って景けい介すけたちに、もう一回会うんだから」

「おりえおねえさま……」

　型かた羽はは、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。

　それから開き、檻おり江えの腕に左手を添える。
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「……ありがとうございます」

　そっと身体からだを離した。

　双ふた子ごがにやにやと笑っている。

　型羽の右腕、赤黒く染そまった袖そでが血を滴したたらせているのを見ながら。

　それを睨にらみ、深しん呼吸をしてから再び、

「いきます。おりえおねえさま」

「うん」

　型羽は、跳ちよう躍やくした。

　先ほどと同じように、双子に対して一いつ直線で向かっていく。

　けれど自分でも驚くほどに、頭の芯しんが冷えていた。

　もう怒りはない。そんなもの、どこかへ行ってしまった。

　これは、この感情は、違う。明らかに違う。

　怒りとか憎にくしみとか、そんなものよりももっと崇すう高こうな──そうだ。

　大事なものを守りたいという、思いだ。




「あらあら」

　双ふた子ごがユニゾンで呆あきれたような声をあげた。

「さっきとまるで変わってないじゃない、ねえ血ち沙ささん？」

「ええ血ち香かさん。やっぱり焦あせっているのかしら」

『陰いん咬がみ』を左右対たい称しように掲かかげ、型かた羽はの突とつ進しんに対して膝ひざを沈め、散さん開かい。

　型羽は右、つまり血香を目もく標ひように定めて方向転てん換かんした。

「ふふ」

　睨にらみ付けた相手はもはや余よ裕ゆうの表情だ。さっきまでの無む表情は消しよう失しつし、遊んでいるかのような笑えみを浮かべていた。つまり、油ゆ断だんしている。

『陰咬み』を手に迎え撃うつ血香。

　上方から全ぜん体重ごと振り下ろした鉄てつ爪そうが処しよ刑けい刀とうと衝しよう突とつし剣けん戟げきを鳴らす。

「だったら少し、遊んであげましょうか？」

　血香が薄うすく唇くちびるを歪ゆがめ、衝しよう撃げきを受け止めた。

「……『つうれん』が、その身を食らい尽つくしてしまうまで」

　刃やいばの両端はしに手を添え、型羽を上空へ打ち上げる。

「……っ！」

　同時、背後で声。

「そうね、血香さん！」

　血沙が型羽に合わせて飛び、襲おそいかかってきたのだ。

　さっきと同じく空中。足あし場ばはなく、その場で攻こう撃げきを捌さばくしかない。

　そう、足場がなければそうするしかない。

「おりえおねえさまっ！」

　型羽の絶ぜつ叫きように返事はなく、代わりに振るわれたのは『たまも喰ぐらい』。

　ただし空間を超えた刃は、双子を標ひよう的てきとしなかった。

　刃を返した峰みね打うちの形。型羽の肩かた口ぐち辺りに──顕けん現げんする。

　型羽は空中で身を翻ひるがえした。そこに浮かんだ刃の峰へと足を乗せ、

「らぁっ！」

　加か速そくして背後へ迫っていた血沙を置き去りに、再び血香へ急きゆう降下。

「……な!?」

　たまらず息を呑んだ血香が『陰咬み』を構えるが、さっきとは違う結果となった。

　ただ叩たたき付けるだけではない。落下、加えて刀を蹴けったことによる加速。打ち勝ったのは型羽の方だった。血香は後方へよろめき体勢を崩くずし、型羽は反動を利用してもう一度上へ。

　未いまだ空中に在る血ち沙さ目め掛がけ、体当たりを食らわせる。

「きゃ！」

　着ちやく地ちし、今度はまた血ち香かへと向かう。

　突とつ進しんの途と中ちゆうで足あし下もとに『たまも喰ぐらい』の刃やいばが現れる。それを蹴けって跳ちよう躍やく。飛んだ先にまた刃。足あし場ばにして方向転てん換かん。血香と見せかけ、地面に降りたばかりの血沙へ飛びかかる。

「……やあっ！」

「こ……の！」

　どうにか受け止める血沙からは笑えみが消えていた。

「なんなの、こいつ……!?」

　体勢を立て直したばかりの血香は歯は咬がみしていた。

　上と思えば下から。下からの攻こう撃げきを躱かわせば斜め上から折り返す。斜め上からに備えれば正面に。正面と身み構がまえたところで再び上へ──本来ならば自じ在ざいに動けるはずのない空中で、まるで蜂はちのような型かた羽はの乱らん舞ぶと、それを可能にする檻おり江えの的てき確かくな補ほ佐さ。

　型羽と檻江のコンビネーションが、双ふた子ごを翻ほん弄ろうし始める。

『つうれん』で受けた傷はそうしている間にも徐じよ々じよに深くなっていた。もはや手首から流れる血はしとど袖そでを濡ぬらし、空中の軌き跡せきに赤い雫しずくを尾と散らしている。

　だけど、まだだ。

　──あせるな。

　時間という敵が型羽に牙きばを剥むいている今、双子の最さい善ぜん策さくは状況を膠こう着ちやくさせることだ。故ゆえに型羽たちがすべきなのは、その膠着をさせないこと。

　型羽たちの力は双子のそれにほんの僅わずかだけ及ばない。この戦い方は変へん幻げん自じ在ざいであるが、なお決けつ定てい打だに欠けている。悔くやしいが、それは事実。

　けれど今のように翻ほん弄ろうし続けることで、そう思わせないことはできる。

　つまりこれは、誘さそいだった。

　このまま型羽の傷が大きくなるのを待っていたのでは勝てない、と奴やつらに思わせる。『つうれん』の傷を待つ前に動きを止めなければならないと、考えを改めさせる。

　双子が本気の攻撃を仕掛けてくれれば。

　そうすれば──この状況をひっくり返す一いつ手てが使える。

　幾いく度どめかの攻撃の後、血沙の頬ほおを鉄てつ爪そうが裂さいた。

　浅い。が、頃ころ合あいか。

　型羽は着地し、双子を左右に立ち止まった。

　乱れる息を隠かくし、さも疲れていないふうを装よそおい、言う。

「ふん……このていどか『このはな』」

「……なんですって？」

「しにかけのこどもにいいようにあしらわれる。そんなていどか、といったんです」

　挑ちよう発はつするように。

　嘲ちよう弄ろうするように。

「まったく、くだらない。すずかのやみだとうそぶいたところで……こんなことでは、わたしのうでがおちるまえに、あなたたちのくびが、ふたつおちますね」

　睨にらみ付ける──。

　その視し線せんに、双ふた子ごが揃そろって武ぶ器きを下げた。

　笑えみはとうに消えている。無む表情だ。さっきまでの、余よ裕ゆうと油ゆ断だんを消した、本気の顔。

「そう」

「そう」

　彼女たちは、声を低くした。

「……『つうれん』を待つまでもないわ。血ち沙ささん」

「ええ、血ち香かさん。このまま待っていては、気分が悪いもの」

「は。だったらどうするのですか？」

　同時。

　ゆらり、と。

　彼女たちが動いた。




「……『このはな』参まいる」




　声を発したのは血香か、血沙か、或あるいは両方か。

　型かた羽はにはわからなかった。姿すがたが消えたとすら錯さつ覚かくした。声が耳に届いたと思った時には既すでに、双子は型羽の左右へと迫っていた。

「……っ！」

　挟きよう撃げきの形で、刃やいばを振りかざす左右対たい称しようのふたつの影。

「その身体からだ……」

「その手足……」

　血香は右斜ななめ上から、血沙は左斜め下から。

『陰いん咬がみ』を湾わん曲きよくさせつつ逃げ場を封じ、螺ら旋せんの半円を重ねるように刃が迫ってくる。

「ばらばらにしてあげる！」

　かつて枯かれ葉はに使ったのと同じ、双子の同時攻こう撃げき。

　もはや逃れられる距離ではない。

　だから型羽は、

「……ふん」

　不ふ敵てきに──笑った。




　ぐぉん、と。

　ゴムタイヤをバットで殴なぐったような音とともに、双ふた子ごの刃やいばが空中で弾はじかれた。




「え……？」

「な……!?」

　それは、攻こう撃げきを阻はばむ不ふ可か視しの壁。

　落ち着けと抱き締められ揉もみ合った際に、檻おり江えからひっそりと渡された──『七しち塗ぬり曲まがり』。

　血ち香かと血ち沙さが衝しよう撃げきでバランスを崩くずす。

　隙すきは逃さない。

　型かた羽はは身を沈め、蛇へびが鎌かま首くびをもたげるようにして、血香の腹部を鉄てつ爪そうで抉えぐる。

　同時に檻江も。『たまも喰ぐらい』を振るい、血沙の両腕を遠えん距離から刃で一いつ閃せんする。

「……ぐ！」

「……きゃあっ！」

　双子がそれぞれ別々の悲ひ鳴めいをあげたのを合図に標ひよう的てきを入れ替えるふたり。

　檻江が血香の両足を切せつ断だんし地面に転がすと同時、型羽は血沙に体当たりをしつつ、切断された血沙の両腕を檻江の方へと蹴けり飛ばす。

「く……っ」

　俯うつぶせに倒れた血香が顔を上げた時にはもう、型羽の鉄爪はその鼻はな先さきに突き付けられていた。

　一方で血沙の両腕もまた、檻江によって踏み押さえられている。




　だからふたりは、双子をそれぞれ睨にらみ付けながら高らかに告げた。

「わたしたちの……」

「……勝ちだよ」




　　　　　　　　　　※




　ぐらつく頭を押さえながら、棗なつめは半身を起こした。

「……うそ」

　彼女がここにいることに対して、驚きとともに呟つぶやく。

　三メートル向こうに立っているのは、やはり見み間ま違ちがえようもない。

　通つ夜や子こだ。

　左手に巻いた『かしゃ狂ぐるい』、その長く垂れた紐ひもの先せん端たんに燐りんの残ざん滓しを灯ともしながら、冷れい徹てつな視線で供きよう子こを見み据すえている。

　供子もまた、射い殺ころさんばかりに通つ夜や子こを睨にらみ返していた。

　焼け焦こげてところどころが炭たん化かした右腕を押さえながら、

「ふざけるな」

　歯は咬がみし、吐き捨てる。

「冗じよう談だんじゃない。……何な故ぜ今いま更さら、お前が出しゃばってくる？」

「随ずい分ぶんと自分たちのことを棚たなに上げた科白せりふね」

　返答は明めい瞭りようだった。

　怒りや憎にくしみを微み塵じんも感じさせない、あくまで冷れい静せいな言葉。

「命を狙ねらわれているのに、黙だまって死を待つ必要がどこにあるの？」

「通夜子さん……」

「とはいえ、ルール違反であることに変わりはないわ。私にとっては」

　視線を棗なつめへと移し、通夜子はぽつりと言った。

　一いつ転てん、どこか申もうし訳わけなさそうな表情で。

　人間として生きる──以前、棗に対して告げたことに背そむいたからか。

　よろめきつつも立ち上がりながら、どこまでも律りち儀ぎな彼女に心しん中ちゆうで苦く笑しようする。

「……ごめんなさい」

　ただ、彼女の決意を覆くつがえさせてしまったのは他ならない自分だというのも事実だ。

「あなたが謝る必要はないわ」

　そんな棗に、小さな微笑ほほえみを浮かべる通夜子。

「枯かれ葉はに頼まれたのよ。昨日きのうね」

「……枯葉が？」

「できればこっそり加か勢せいして欲しい、って。……まったく、あの娘こも意い地じが悪くなったものね。戦せん線せんを離り脱だつした相手に、断れないのをわかっていてそんなことを言うのだから」

　誰だれの影えい響きようなんだか、と。

　溜ため息いき混じりに、どこか呆あきれた様よう子すで通夜子は呟つぶやいた。

　──そうか。

　さっき枯葉と別れる時、彼女があそこまで自信満まん々まんだった理由がわかった。

　彼女は知っていたのだ。通夜子が来ることを。

　そしてもし参戦するならば、間違いなく自分を助けるであろうことを──。

　ふたりの心遣づかいが嬉うれしかった。

　けれど一方で、胸の奥に苦にがいものが込み上げてくる。

　自分の不ふ甲が斐いなさのせいで、枯葉に気を遣わせた。通夜子に迷めい惑わくを掛けた。

　拳こぶしを握り締める。

　ふざけるな、と思う。

　自分自じ身しんに対して、たまらなく苛いら立だつ。

　と、通つ夜や子こが再び表情を硬くし、棗なつめに問うてきた。

「棗。……どうする？」

「……え」

「木こ春はるや供きよう子こがあなたたちに勝てば、私もいずれ殺されてしまうわ。彼の身も危険になるでしょうね。だから私には戦う理由がある」

　眼鏡めがねの奥の眼めを細めつつ、

「あなたがそうして欲しいというのであれば、私が供子を殺す……私のためにね」

　それは問いというよりもむしろ、試しているような口く調ちようだった。

　なにを？　決まっている。

「どうするかはあなたが決めなさい。あなたが決めたことに、私は従うわ」

　棗を──棗の覚かく悟ごを、だ。

　通夜子は自分の行動を委ゆだねた。けれどもし戦うのであれば、自分のために戦うと言う。

　棗が戦ってくれと頼んでも、棗のためには戦わないと。

　それはつまり、逆に考えれば。

　もしもあなたが戦うならば私の命運も背負ってもらう、そう宣せん言げんしているに等しい。

　──そう、なるほどね。

　唇くちびるを咬かみ締めた。

　それから深しん呼吸する。

　自分の実力と通夜子の実力、どちらが上かは比べるべくもない。

　供子の腕は治らないだろう。普通に火傷やけどした部分はともかく、指ゆび先さきや皮ひ膚ふは黒焦こげに炭たん化かしている。鈴すず鹿かでも再生しない傷だ。だが、腕うで一本が使い物にならなくなった程てい度ど、供子にとってたいした問題ではない。彼女との間には、依い然ぜんとして大きな力の差がある。

　だから常識的に考えれば、自分がこれ以上意地を張る理由などありはしない。

「ごめんね、通夜子さん」

　棗は微笑した。

　済まない、と心から思う。

　ごめんなさい。

「あたし……この戦いだけは、降りる訳わけにはいかないの」

　通夜子さんに──分ぶの悪い賭かけをさせてしまうけど。

　足あし許もとに落ちていた『あぎょうの琴こと』を拾い上げながら、棗は宣言する。

「これはあたしの戦いだ。あたしが最後までやらなきゃいけないことだ」

　負けるかもしれないけど。

　死ぬかもしれないけど。

「だから、ごめんね。……あたしにやらせて」

　両親の仇かたきを取るためでもない。

　確かに供きよう子このことは憎にくい、でもそれ以上に。

　あたしは、母かあさんと父とうさんに胸を張りたいんだ。

　あの強かったふたりが誇りに思えるような、娘むすめになりたいから──。

「わかったわ」

　ややあって通つ夜や子こは、静かに頷うなずくと一歩下がる。

「あなたが戦いなさい。誰だれでもない、あなたのために」




『あぎょうの琴こと』を手に、木こ陰かげ野の棗なつめは供子へと向き直る。

　彼女の表情には既すでに、いつもの陰いん鬱うつで皮ひ肉にくげな嘲ちよう笑しようなど一片もなかった。

　瞳ひとみに灯ともっているのは、あからさまな憎ぞう悪お。

　純じゆん粋すいな、コーティングのない剥むき出しの感情だった。

「……貴き様さまらのような」

　供子が一歩を踏み出す。

　片腕うでにだらりと『ことり車ぐるま』を持ち、

「中ちゆう途と半はん端ぱに鈴すず鹿かをやめた奴やつらが、なんの戯ざれ言ごとをほざいている？」

　視し線せんに殺さつ意いを込めながら、

「私は『このはな』だ。鈴すず鹿かの闇やみに、暗あん部ぶに、生しよう涯がいを捧ささげるべく生まれついた生きつ粋すいの妖よう魅みだ。夜よりも暗い穢え悪あくと、泥でい濘ねいよりも粘つく憎ぞう悪おで練り上げられた、汚きたない血の結けつ晶しようだ」

　棗を見み据すえ、まるで呪じゆ詛そのように、

「そんな私を……」

　構え、そして、

「貴き様さまら人間気き取どりの半はん端ぱ者が倒すなど！　ふざけるのも大たい概がいにしろっ！」

　絶ぜつ叫きようとともに──。

　一いつ直線に、まるでさっきの棗のように突っ込んでくる。

　棗はその姿すがたを見て、微かすかに笑えんだ。

　矢のない弓を一気に引き絞しぼる。

　もちろん棗に音を抑える技術などありはしない。

　母のような聞こえない音など、どう足あ掻がいても不可能だ。技術も経験もまるで足りていない。あの強かった母には、圧倒的に届かない。

　けれど、たとえ届かなくとも。遠く足りずとも。

　母だって生まれた時から強かった訳わけではないのだ。母が強くなれたのは、強くなるために痛みを恐れなかったから。何千回、何万回と繰り返される自じ傷しようを厭いとわなかったから。

　父も同じだった。折れたことのない骨がないほどに全身を酷こく使しし、鍛きたえ抜いた。

　だったら。

　だったらその覚悟を、娘の自分が受け継いでいないはずがない。

「……左腕！」

　技術はない。努力する時間もなかった。構うものか。

　そんなもの、若かった頃ころの両親のように、気合いと根こん性じようで補えばいい──！

「吽うん形ぎよう、喰い千ち切ぎれえっ!!」

　棗なつめは絶ぜつ叫きようした。

　ををををををん、と。
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　阿あ形ぎようの遠とお吠ぼえに呼こ応おうして、吽形が見えない牙きばを剥むく。獅し子し狛こま犬いぬの化け身しんたる『こかげ』所しよ蔵ぞうの蔵ぞう物ぶつは、音を聞いたすべての者へ──咆ほう哮こうとともに飛び掛かる。

　棗の、供きよう子この左腕が、同時に肘ひじ辺りから吹き飛んだ。

「……、っのお！」

　供子はそれでも止まらない。腕と一いつ緒しよに宙へ舞った『ことり車ぐるま』、その車輪の中に焼け焦こげた右腕を突っ込み引き戻し、そのまま棗の腹部へ棘とげを突き立てる。

「死ねっ！」

　即そく座ざに吸われ始める血液。意識が急きゆう激げきに遠のいていく。

　棗なつめは歯を喰い縛しばった。いや、舌の先せん端たんを故こ意いに噛かみ切った。

　ぶつり、と。

　脳に刺ささる鋭い痛み。口の中に広がる血の匂におい。目覚ましとしてはむしろ心地ここちいい。

「両……足っ！」

　血の雫しずくを吐きながらの叫び。

　残った右手で弓を弦つるごと握り込み、供きよう子この耳みみ許もとへと近付けた。

「喰い千ち切ぎれ……吽うん形ぎよう！」

　かつて母が見せた技の、見よう見み真ま似ね。

　親おや指ゆびで弾はじいた弦は、小さな音を、うぉん、と鳴らした。

　棗の耳にもそれは聞こえてくる。両足に激げき痛つうが走る。骨に罅ひびが入ったか、肉が断たれたか。

　ならば。

　つまり供子の傷は、それ以上に深いということだ。

　──ばきり。

「ぐ……く!?」

　両足を砕くだかれた供子が立っていられなくなり、がくりと膝ひざを落とす。

　棗は『ことり車ぐるま』を引き剥はがし、『あぎょうの琴こと』ごと後こう方ほうへ投げ捨てた。

　ふと、さっき供子が喚わめいていたことを思い出す。

　中ちゆう途と半はん端ぱに鈴すず鹿かをやめた、とか。人間気き取どりの半はん端ぱ者もの、とか。

　冗じよう談だんじゃない。莫ば迦か莫迦しいにもほどがある。

　鈴鹿？　人間？　そんな括くくりで語るんじゃない。

　そうだ。あんたが『このはな』だっていうんなら。

　自分は、木こ陰かげ野の棗は。

「あたしを……」

　拳こぶしを握り、供子の腹部に狙ねらいを定め、

　力の限り、容よう赦しやなく、思いきり、




「『こかげ』を、舐なめてんじゃないわよおっ！」




　ぶん殴った。

「が……あ、っ！」

　供子の身体からだが後方へと吹き飛ぶ。

　彼女は木の一本に盛せい大だいな音を立てて衝しよう突とつし、そのままぐったりと地面へ倒れる。

　そして──。




　動かなくなった供きよう子こを睨にらみ付けながら、棗なつめは右腕うでをだらりと下げる。

　手て加か減げんなしで殴なぐったお陰で、拳こぶしと手て首くびが滅め茶ちや苦く茶ちやに骨こつ折せつしていた。

　両足も痛い。貧ひん血けつも凄すさまじい。もはや立っていられない。

　だから棗は、

「やったよ。……母かあさん、父とうさん」

　ひと言そう呟つぶやくと、目を閉じ、その場に崩くずれ落ちた。

　誰だれかが自分の身体からだを支えてくれる感かん触しよくがある。

　そのひとにお礼を言う前に、棗の意識は闇やみに溶けていった。




　　　　　　　　　　※




　意識を失った棗を抱き止め、通つ夜や子こは薄うすい溜ため息いきを吐つく。

　両目を優しい色に染そめながら、彼女をそっと土の上に寝かせた。

　傍そばに落ちていた左腕を拾い切せつ断だん面めんへと合わせる。ゆっくりとではあったが、傷きず口ぐち同士がくっ付いていく。呼吸と心しん臓ぞうの鼓こ動どうを確かめて異常がないのを確かく認にんすると、彼女は棗の頬ほおをそっと撫なで、唇くちびるの端はしに小さな微笑ほほえみを浮かべた。

「頑がん張ばったね、なっちゃん」

　呟つぶやいて、再び立ち上がった。

　既すでに表情は冷たいものへと戻っている。

　左腕に巻いた『かしゃ狂ぐるい』を一いち瞥べつ。

　それから身体ごと振り返り、供子に止とどめを刺さそうとして、

「……まさか」

　通夜子の両目は、大きく見開かれた。

　戦いが終わってから一分と経たっていない。

　なのに、たったそれだけの隙すきに──。

「気き絶ぜつして……いなかったとでもいうの」




　彼女が倒れ伏していたはずの、木の根元。

　そこには誰だれもいない。

　自身の左腕を残したまま、供子はどこかへ消えてしまっていた。




　　　　　　　　　　２




　既すでに日は傾き始めていた。

　晩ばん春しゆんには珍めずらしく空の端はしには夕焼けの兆きざしが見えている。

　森の中にぽつりとあるこの家も、藁わら葺ぶき屋根が仄ほのかに赤く染そまっていた。たった半月ほど来ていなかっただけなのに、何な故ぜか妙みように懐なつかしい気分だ。

　そんなことを考えている場合ではないのに、そんなことを思った。

　山を登り始めてから、およそ三十分。

　景けい介すけと枯かれ葉はは『迷まよい家が』の門の前に立っていた。

　残してきた型かた羽はたちのことを思う。無ぶ事じだろうか。ちゃんと生きているだろうか。

　だが今はそんなことを案じている場合ではない。

　なにせ景介たちの戦いは、これから始まるのだから。

　山道を歩いている間、ずっと先せん導どうしていた棺かん奈なが景介たちから離れる。

　門の奥で待ち構える、そいつの元ヘと歩いていく。

「お待たせ、致しました。お嬢さま」

　頭を下げた棺奈に、

「ご苦労」

　そいつ──木こ春はるが、当たり前のように応えた。

　加えて、木春から一歩下がった脇わきにはもうひとりの人物が控えている。

　蝙蝠こうもりの群がった髑髏どくろ柄がらの着物を纏まとい、狐きつね面めんを側そく頭とう部ぶに付けた少女。

「……歩ほ摘づみ」

　枯葉が小さく、かつての親友の名を呟つぶやいた。

　もちろん返事はない。それどころか表情らしいものすらも。

　けれど、枯葉に迷いが見えたのはその一いつ瞬しゆんだけだった。

　もはや覚かく悟ごは、するべきことは決まっている──そんな表情で唇くちびるを引き結ぶと一歩足あしを踏み出し、三人の前ヘ立つ。毅き然ぜんと、力強く、気け高だかささえ感じさせながら。

「姉ねえさま」

　木春を真まっ直すぐに見て、言った。

「決けつ着ちやくをつけに参まいりました」

「ほう」

　妹の顔を見た姉は、不快そうに眉まゆをひそめた。

「その眼め。問うまでもないようだな」

「ええ、姉さま。問われるまでもありません」

「……ふん」

　鼻を鳴らし、

「まったく、それと決めれば実に潔いさぎよい。母親そっくりだな、お前は」

「あなたも同じ母から生まれた身でしょう」

　言い返した枯かれ葉はに木こ春はるは返事をしない。

　代わりに、今度は景けい介すけへと視し線せんを向ける。

　どこか悲しげに、それでも王のような態度を揺らがせることなく、

「景介。お前は、どちらの味み方かたとしてここに来たのだ？」

　──胸が、痛んだ。

　曲がりなりにも幼い頃に淡あわい想いを寄せた相手。はっきりと拒きよ絶ぜつを示すのは心苦しい。

　だが、それはただの自分勝かつ手てな感かん傷しように過ぎない。

　たとえ初恋の相手であっても、一いち途ずな想いを寄せてくれていたとしても。

　木春は道を違たがえた。道を、違えてしまったのだ。

　景介ははっきりと、幼さを保ったまま成長してしまった少女に告げた。

「残念だけど……お前じゃない。枯葉だ」

「そうか」

　覚かく悟ごはしていた、とでも言うように、木春がわずかに目を伏せる。

　ただし、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

　すぐに顔を上げ、今度は邪じや気きのない微笑ほほえみを見せる。

「情じように絆ほだされたな。お前は優しいから。だが……血ち迷まようのも今だけだ。すぐに目を覚まさせてやる。お前はわたしのものだ。誰だれにも渡さない」

「景介は誰のものでもありません、姉ねえさま」

　枯葉があくまで静かに反はん論ろんした。が、

「……一いつ丁ちよう前まえにほざく。色いろ恋こいを知って奢おごったか？」

　木春は視し線せんを鋭くし、顔立ちに不ふ釣つり合いな覇は気きで枯葉を詰なじる。

「そのようなことはありません。ですが、姉さまは間違っている」

「間違っている？　わたしが？　ふん……お前も言うようになった」

　言葉が交わされるほど、ふたりの間に緊きん張ちようが満ちていく。

　敵てき意いや悪あく意いではない。

　それはもっと複雑で、もっと純じゆん粋すいななにかだ。

　姉妹であるが故ゆえの、姉妹であればこその、相容れないということへの諦あきらめと覚悟。

　このまま戦いへと突入するのではないかという不安に、景介は思わず身み構がまえた。

　その時、だった。

　がさり──と。

　景けい介すけたちの背後、獣けもの道みちすらない木々の奥、叢くさむらの中から、

「……え」

　ひとりの少女が、姿すがたを見せる。

　荒い息に、青ざめた顔。白しら州す高校の制服は土と血に汚よごれ、元の白を残していない。

　左腕を欠けつ損そんし、右腕は痛ましいほどの火傷やけどに覆おおわれ、ふたつに括くくった髪かみも乱れ放ほう題だい。

「供きよう子こ……？」

　見る影もないほどにぼろぼろとなった供子が──、

「……木こ春はるさま」

　よろめきながら、主あるじの、友の名を弱々しく呼んだ。




　　　　　　　　　　※




　片方は両腕、片方は両足を奪うばわれている。

　切り落とされたその四し肢しも『七しち塗ぬり曲まがり』の結けつ界かい内にあり、奪だつ還かんは不可能に近い。

『つうれん』を含めた武ぶ器きすらも取り上げられた血ち香かと血ち沙さは、型かた羽はと檻おり江えが監かん視しする中、ふたり身を寄せ合い、地面に座らされていた。

　傷きず口ぐちは紐ひもできつく縛しばられ、止し血けつされている。

　介かい抱ほうしたのは檻江。

　型羽は『七塗り曲』の中で彼女たちの手足を守りながら、戸と惑まどいがちに呟つぶやいた。

「……さて、どうしたものか」

　できればこの双ふた子ごから『迷まよい家が』への道みち筋すじを聞き出せればいいのだが、大人おとなしく口を割るとはあまり思えない。拷ごう問もんしてもたぶん無理だろう。

　いっそひと思いに殺してしまうか。いや、それは枯かれ葉はに禁じられている。

　そんなことを考えていたら、双子の片方、血香が顔を上げて言った。

「ねえ、ちょっといいかしら？」

「なんですか？」

　負けたというのにあまりへこんでいるふうもないのが少し不満だった。

「しんぱいしなくても、ころしはしません。ですが……」

　型羽の言葉は遮さえぎられた。

「ああ、やっぱりね、血沙さん」

「そうね、血香さん。供子姉ねえさまの言う通りだったわ」

　双子はもはや戦っていた時の冷たい表情など微み塵じんも見せず、あっけらかんとした朗ほがらかさで笑っている。型羽は呆あきれた。本当にこいつらは、さっぱり理解不ふ能のうだ。

「……で、なにがいうとおり、なんですか」

　しかし、

「あのね、供きよう子こ姉ねえさまは、ちさかに言ったの」

「そう。言ったの。『お前たちが勝てばそれでいい、だけど』……」

　続いた言葉に、型かた羽はは呆あきれるのを通り越して──唖あ然ぜんとする羽は目めになった。

「……『お前たちが負けたら、枯葉を頭首と仰ぎ、従いなさい』って」

「え。……は？」

　自じ決けつしろとか、逃げろとかではなく？

「だからちさかは、もうあなたたちとは戦わないわ。ねえ、血ち沙ささん？」

「ええ、血ち香かさん。枯かれ葉はお姉さんの下で『このはな』として頑がん張ばりましょう」

「そうね、血沙さん。どうなるのかしら。少し楽しみだわ」

「楽しみね、血香さん。新しい頭とう首しゆさまはどんな命令をするのかしら」

「ちょ……ちょっとまってくださいっ！」

　こっちの困こん惑わくを置き去りに楽しげな会話を始めた双ふた子ごに、問い詰つめる。

「あなたたち、ほんきでいってるのですか!?」

「ええ、本気よ。当たり前じゃない。ちさかは、供子姉さまの命令に絶対なの」

「絶対服ふく従じゆうなのよ。供子姉さまの命令には」

「でも、だったら……」

　供子がそんな命令をくだしたというのか。

　あり得ない。

　枯葉を蛇だ蝎かつのように嫌きらっているあの女が、血ち迷まよってもそんなことを言う訳わけがない。

　一方で、双子たちが嘘うそを吐ついているようにも見えないのが厄やつ介かいだった。虚きよ偽ぎで騙だまして解放されるのが目的であれば『迷まよい家がへの道を教えるから手足を返して』くらいは言うはずだ。けれど彼女たちは自分の身体からだの一部などどうでもいいかのように、きゃらきゃらとお喋しやべりまで始める始し末まつ。型羽の理性はあくまで「嘘だ」と言っていたが、だからといって双子の言葉を無視してしまうこともできなくなってしまった。

　もはや考えるのも面めん倒どうだ。

「……どうしましょう、おりえおねえさま」

　諦あきらめて、檻おり江えに投げた。

「うーん」

　彼女はほんのわずかに眉まゆを寄せ、すぐに、

「じゃあ、『迷い家』への道みち筋すじ、教えてくれる？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに双子へ尋きいた。

　彼女たちはあっさりと頷うなずいた。ええ、わかったわ、と。

　そうして「ここから川沿いにしばらく真まっ直すぐ歩いて」だの「蔦つたの絡み付いた櫟くぬぎの木を右」だの、いいのかと思うほど流りゆう暢ちように口を割り始める。

　虚きよ偽ぎか真実かを見み破やぶる自信はなかった。

「取り敢あえず、言う通りに進んでみようか。この娘こたちのことは砂さ姫きさんに頼んで」

「そうですね……」

　それが一番いい案のように思えた。

　檻おり江えは携けい帯たい電話を取り出して電話を掛け始める。彼女たちの身み柄がらを押さえておけば、少なくとも嘘うそだった場合に合流される恐れはない。

　道みち筋すじを説明している双ふた子ごを眺ながめながら、型かた羽はは盛せい大だいな溜ため息いきを吐ついた。




　　　　　　　　　　※




　山道の途と中ちゆうで双子に会い選択肢しを突き付けられて以来、景けい介すけはずっと疑問に思っていた。

　解げせない、といった方が正しい。

　木こ春はるは何な故ぜ、こんな戦せん略りやくで自分たちを迎え撃うとうとしたのだろう。

　双子と供きよう子こを二箇か所しよに配置し、その二箇所において全員で戦うか人を置いていくかを選ばせる。前者の場合は残った者を見み逃のがして先へ行かせ、後者の場合は枯かれ葉はを集中的に狙ねらう。

　一見すれば合理的なものに見える。多数対たい多数の乱戦よりも確実にこちら側を殲せん滅めつできる可能性は高くなるし、なにより木春自身が枯葉と直接に相あい見まみえることができる──実際にできた──からだ。恐らく彼女は妹だけは自分の手で殺したいと思っていて、それを優ゆう先せんした結果がこの作戦なのかもしれない。

　だが優先するにしても、破は綻たんを見せる可能性が高過ぎる。

　というより、杜ず撰さんなのだ。双子と供子が揃そろって負けるという事態とリスクをまったく想そう定ていしていない。もしそうなったら、手て勢ぜいを一気に失う羽は目めになる。

　不ふ可か解かいさが増したのは、供子がひとりで現れた時だった。

　景介は、もしここで木こ陰かげ野のを置いていかず全員で供子と戦うのならば日ひ崎ざきが加か勢せいに来る、と予想した。それも闇やみ討うちの形で襲おそいかかってくるのではないか、と。木陰野もそれに勘かん付づいたからこそ、自分ひとりで残ると言い張ったのだろう。

　その遣やり取りの中で、ふと気付いたことがある。

　闇討ちというならば、最初から日崎を使えばいいのに──と。

　景介たちが山に入ったのを見計らい、日崎に片っ端ぱしから襲わせる。一いち団だんが混乱したところで双子や供子を投入し、一気に畳たたみ掛けて終わり。これならば味み方かたに犠ぎ牲せいを極きよく力りよく出さず、同時に敵を殲せん滅めつできる。景介が考え得る限り最も効こう率りつが高い策だ。

　そこまで卑ひ怯きような手は思い付かなかったのか、そう思った。

　どんなに堕おちても鈴すず鹿かの一族、最後の最後で正せい々せい堂どう々どうの勝負を挑いどむつもりだったのか。それともやはり、なにを置いても枯かれ葉はと直接決けつ着ちやくをつけることを優先したのか。

　結けつ論ろんから言えば、後者は当たりだった。

　しかし前者については──見けん当とう外はずれも、いいところだった。




「な……」

　目の前で起きたことが信じられず、景けい介すけは絶ぜつ句くしていた。

　枯葉も同どう様ようだ。目を見開いたまま固まってしまっている。

　つい数分前まえ。

　森の奥から現れたぼろぼろの供きよう子こは、景介たちに微かすかな一いち瞥べつをくれると、脇わきを通り過ぎてそのまま門をくぐり、木こ春はるの前へと倒れ込むように跪ひざまずいた。

　負けたのか、と木春は問うた。

　はい、と供子は小さく答えた。

　そうか、と。

　木春が笑い、そして、




「今まで大たい儀ぎだったな、供子」




　腰から抜き放った『つうれん』で──供子の首を、迷いなく刎はね飛ばしたのだ。

　彼女の身体からだはくずおれ、首は『迷まよい家が』の庭に転がった。

　そして止める暇ひまもなく、

　ざん、と。

　二の太た刀ちがその落ちた首、頭部へと突き立つ。

　遺ゆい言ごんも、断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいすら与えてもらえず、供子は死んだ。

「何な故ぜ……です、姉ねえさま」

　枯葉が愕がく然ぜんと、震える声をあげた。

「どうして。……供子は、あなたの」

　供子。

　景介にとっては、憎にくらしい敵だった。枯葉にとってもそうだろう。

　檻おり江えを利用し、篠しの田だを誑たぶらかし、叛はん乱らんの裏で暗あん躍やくし──だがそれは裏を返せば、彼女が木春に対して徹てつ底てい的に忠ちゆう実じつに、腹ふく心しんという表現すら生なま温ぬるいほど尽くしてきた証あかしでもある。

　仲が良かった、とも聞いていた。

　木春を慕したい、頭とう首しゆと崇あがめ、同時に友人でもあった供子。

　それなのに、あんなに、いともあっさりと。

「知れたことよ」

　震える枯かれ葉はに、木こ春はるは薄うすく笑って、なんでもないように応える。

「鈴鹿の一族は全員殺す。それがわたしの目的だからだ」

　──ああ、そうか。

　景けい介すけはようやく得とく心しんした。

　あんな回りくどく、危険性の高い策を木春が用いた理由を。

　味み方かたの犠ぎ牲せいを顧かえりみなかったのではない。

　初めから、味方とは認識していなかったからだ。

　木春も、双ふた子ごも。日ひ崎ざきのことも。

　勝てばそれでよし、仮に負けても、こちら側に敵を殺すという意志がない以上はなにも問題はない。むしろ負けて傷付いた身体からだで逃げ帰ってきてくれた方が、文字通りの土ど壇たん場ばにおいて反抗されずに済む──さっきの供きよう子このように。

「あの双子たちにも……同じ命令を出しているのですか」

「無む論ろんだ。もし負けたなら捕まる前にここへ逃げ帰れ、とな」

　冗じよう談だんじゃない。

　こんなこと、景介にだって思い付かない。秋あき津つでも怪あやしいだろう。

　味方を味方とも思わず、その気持ちを鑑かんがみることもせず。

　ただ生命のひとつとして『つうれん』に吸わせることだけを目的に──。

「……全部」

　気が付くと景介は、喉のどを震わせていた。

「全部、俺おれのためか？　俺のために……お前は、こんなことを」

　こちらの真しん意いを理解しようともせず、木春はどこかうっとりとした様よう子すで頷うなずいた。

「ああ、そうだ。すべてお前のためだ。待っていろ。もうすぐわたしは……」

「……ふざけるなっ！」

　木春の言葉を遮さえぎり、叫んだ。

　我が慢まんが、できなかった。

「お前は……どうしてお前は、そんなことがっ！」

「景介……？」

　不ふ思し議ぎそうにこっちを見てくる木春。

　罪ざい悪あく感など微み塵じんも感じられない、どうして怒ど鳴なられたのかもわかっていない。

　まるで子供のような──無む邪じや気きさ。

「供子は……友達だったんじゃないのか!?　供子だけじゃない。巳み代よや、夭ようさんや、型かた羽はたちや、俺の知らない他の一族も、それに妹の枯葉も。みんなお前を次期頭とう首しゆだって大事にして、お前のことを尊そん敬けいしてたんだろ？　それなのに、なんでだ!?　なんでお前は、すべてを裏切って、すべてを殺そうとする？　誰だれも彼もを殺して、どうしてそんな平へい気きな顔をしていられる？　俺おれには……俺には、わからないっ！」

「それは、お前の……」

「黙だまれよ！　そうじゃねえんだよ！　なんで……なんでお前は、そんなふうに……！」

　声が詰つまる。

　悲しみというよりも、むしろ苦しかった。

　どうしてこいつは、これほどまでに歪ゆがんでしまったのだろう。

　あの日──あの冬の日。

　うちに遊びにきた少女は、こんなではなかった。姉のホットミルクに美お味いしいと笑い、雪兎うさぎを作ってやろうと得意になり、景けい介すけの幼い心を奪うばった彼女は、少なくとも家族や友人や仲間を殺して平気な顔をしているような、そんな奴やつではなかったはずだ。

「全部……俺のためだって？　……ふざけるなよ」

　たとえ病やまいに冒おかされ、初恋が叶かなわなくなったとしても。

　たとえ閉へい鎖さされた里さとの中、その想いが狂うほど募つのったとしても。

　たとえ一族を殺すことで、想いを叶えようとしたとしても。

　たとえ、すべてが景介のためだったとしても──。

「そんなもの……平気な顔で罪を犯していい理由には、ならないだろ？」

　せめて泣いてくれたら、どんなに楽だろう。

　苦しんでいてくれたら、どんなに救われただろう。

　恋のために罪を犯すことと、罪を罪と思わないこととは、違う。

　まったく別の──歪ゆがみだ。

「お前は、間違ってる。間違っちまってる」

　それ以上は、言葉にならなかった。

　唇くちびるを咬かみ黙だまり込む。

　俯うつむき、拳こぶしを握り、息いき苦ぐるしさを覚えながら。

　そして、数十秒の静せい寂じやくの後──。

「姉ねえさま」

　沈ちん黙もくを破ったのは、枯かれ葉はの声だった。

「景介の……言う通りです。姉さまは間違っている」

　つらい、悲しい、虚むなしい。

　そんな顔で唇をわななかせ、

「みんな、あなたを慕したっていた。あなたのことが好きだった。妾わたしも、母かあさまや父とうさまも、一族の者たちみんな……以前のあなたのためなら、命さえ投げ出したでしょう」

　まるで血を吐くように、喉のどを震わせる。

「でもそれは！　それは、あなたがっ！　あなたが妾たちのために泣いてくれると思っていたからだ！　妾わたしたちの犠ぎ牲せいを心から悲しんでくれる方だと確信していたからだ！　そんなふうに……自分のために死んだ者に無む感情で、ただ笑っているだけのような……それは、頭とう首しゆなどではない！　今のあなたは、ただの暴ぼう君くんだっ！」

　瞳ひとみには涙が浮かんでいた。

　それは悔かい恨こんか、或あるいは失しつ望ぼうか、それとも苦く悩のうか。

　枯かれ葉はは最後にぽつりと、小さく呟つぶやいた。

「あなたは……頭首に相応ふさわしくなんて、ない」

　と──。

「く、ふふ」

　その言葉の、直後。

「ふふ、ふ、はは、ははははは、あはははははははははっ！」

　唐とう突とつに。まるで破は裂れつしたように。

　木こ春はるが哄こう笑しようを始めた。

　景けい介すけも枯葉も目を見開く。

　これまでの悠ゆう然ぜんとした態度とはまるで違う。

　威い厳げんもなければ覇は気きもなく、むしろそこにあるのは、

「そうか。そうか！　それがお前の本ほん音ねか、枯葉っ！」

　昏くらい、渾こん沌とんとした、どす黒いなにかだ。

　木春は叫んだ。

　それはもはや、激げき情じようだった。

「ああ、そうだ。そうだろうな。確かにわたしは頭首に相応しくない。病やまいのせいで大人おとなになれず、子も産めず、本ほん家けの血も残せない役立たず……お前が子を成す間まで、ただの情なさけで飾り立てられていただけの、哀あわれな傀儡くぐつだものな！」

「姉ねえ……さま？」

　枯葉の困こん惑わくにもまるで構わず、景介の驚きよう愕がくをもまるで無む視しして、

「ははっ、姉、姉、姉っ！　この期ごに及んでわたしを姉と呼ぶのか、枯葉！」

　木春は、そして。

「……お前の言う通りだよ」

　不意に声を沈め、枯葉にとって、すべてを覆くつがえす言葉を──吐き捨てた。




「裏切り者の娘のくせに義理で祭り上げられていたわたしより……お前の方が……正統な頭首の長女であるお前の方が、よほど頭首に相応しい」




「う……そ」

「もはや是ぜ非ひもないな、枯かれ葉は」

　まるで訣けつ別べつのような笑えみとともに、腰の鞘さやから『つうれん』が引き抜かれる。

「歩ほ摘づみ！」

　次いで、隣となりに控える無む表情の日ひ崎ざきを鋭く呼ばった。

　彼女は一歩前まえへ出る。まるでさっきの告こく白はくなど聞こえてはいなかったかのように。

「存分に相手をしてやれ。殺さなければそれで構わん。首を刎はねるなり四し肢しを切り落とすなり腑はらわたを引き摺ずり出すなり、好きにしろ」

　命令に頷うなずきもなく、腰に差してあった小こ太だ刀ちが引き抜かれた。

　それを満足げに見ながら、今度は景けい介すけに向かって。

「お前もだ景介。……殺しはせん。だが、邪じや魔まをするなら手足の一、二本は覚かく悟ごしてもらう。そして覚えておけ、お前はわたしのものだ。わたしだけのものだ。

　お前だけは、お前だけは……絶対に、枯葉なんかには、渡さない」

「姉ねえさま、待っ……」

「黙だまれっ！」

　制せい止しを聞く耳は、彼女にない。

　木こ春はるが『つうれん』を手に、枯葉へと飛び掛かった。

「く！」

　咄とつ嗟さに懐ふところから取り出した『白銀しろがねりょうげ』で風を起こし刃やいばを止める。しかしその瞬しゆん間かん、既すでに日崎が真ま横よこに迫っていた。風の隙すき間まを縫ぬうように、小太刀で斬きり込んでくる。

　枯葉は咄とつ嗟さに、鉄てつ扇せんで切きっ先さきを受け止めた。

　白はく刃じんと漆しつ黒こくが競せり合う、一いつ瞬しゆんの膠こう着ちやく。

　景介はだから『かみらの枝えだ』を慌あわてて取り出し、手て近ぢかにあった『迷まよい家が』の門へと突き立てた。意識を送る。蠕ぜん動どうの気け配はい。大だい丈じよう夫ぶだ──いける。戦える。

　門から槍やり状じようの触しよく手しゆが伸び、日崎へと襲おそいかかった。

　が、やはり相手は一族屈くつ指しの強つわ者もの。景介の攻こう撃げきなどが当たるはずはなく、即そく座ざに小太刀を枯葉から引き抜いて後こう退たい。その茫ぼう漠ばくとした瞳ひとみが、景介を見る。

「っ……!?」

　寒さむ気けと怖気おぞけの入り混じった恐きよう怖ふが、全身を走った。

　直後に起きたことを、景介は結果しか知ち覚かくできなかった。

　気が付けば、三メートルほど向こうで膝ひざをついた日崎と、自分の前に立つ枯葉がいた。

　恐らく──景介へ攻撃をしようとした彼女とそれを防ごうとした枯葉の間でなんらかの攻こう防ぼうがあり、日崎が吹き飛ばされたのだろう。

「……助かった」

　自分を守る背中に告げる。

「気を抜くな、景けい介すけ」

　枯かれ葉はの声は緊きん張ちように満ちていた。

「まだ始まったばかりだ。……お前は少し退さがっていろ。歩ほ摘づみは妾わたしが引きつける」

　つい今しがた木こ春はるに聞かされた言葉の意味を考える余よ裕ゆうはなさそうだった。

　親友の日ひ崎ざきと戦わねばならないことを葛かつ藤とうしている暇ひまも、同様に。

　一いつ瞬しゆんの隙すきがあれば、即そく座ざに殺される。

　景介は素直に距離を取った。

　枯葉がそれを気け配はいだけで確かく認にんし『白銀しろがねりょうげ』を軽く振った。

　途と端たん、彼女の周囲に竜たつ巻まきのような風が立つ。足あし許もとの埃ほこりや小石が螺ら旋せんに舞い、ばちばちと弾はじけながら吹き上げられていった。

　恐らくは、身体からだの周囲を守る──鎌かま鼬いたちを混じらせた防ぼう護ご壁。そうでもしないと、枯葉ですら日崎の動きに対応できないのだろう。

　対する日崎の無む機き質しつな視し線せんは、今は枯葉に固定されている。こちらが攻こう撃げきを仕掛けない限りはさっきみたいに襲おそいかかられることはないと予想。

　念のため更さらに数歩、樹じゆ木もくが生はえている辺りまで後退する。

　枯葉と同様、景介も木春の出しゆつ自じについての思し考こうは保ほ留りゆうだ。

「なんにしたって、まずは……勝つ」

　そうしなければなにも終わらないし、始まらない。

『迷まよい家が』の門へと視し線せんを向けた。

　枯葉と日崎、ふたりは静と動、対たい照しよう的な戦い方をしていた。

　周囲に防護のための風を纏まとわせつつその場に留とどまる枯葉。

　それに対し、縦じゆう横おう無む尽じんに動き回って小こ太だ刀ちを振り回す日崎。

　正直なところ、後者の動きに景介の動どう体たい視力はついていけない。姿すがたそのものをかろうじて目で追うことはできるのだが、それもひょっとしたら残ざん像ぞうかもしれないと不安になるほど。具ぐ体たい的にどんな攻撃をしているのかは、皆かい目もく見けん当とうもつかなかった。

　枯葉は周囲に展開されている竜巻を利用して、日崎の攻撃の幅をある程てい度ど狭めているのだろう。刃やいばの届く距離、方向、位置、それらを何なん箇か所しよかに絞しぼった上で受けている。

　しかしそれは逆に言えば、枯葉はこの防ぼう風ふう壁へきなしにはあの動きに対応できないことを意味している。おまけに防戦一方。鎌鼬が多少の傷を与えているようだが、些さ事じだ。

　二月、学校でのことを思い出した。

　あの時と武ぶ器きは逆。それなのに形けい勢せいは同じ。

　枯葉が逡しゆん巡じゆんしているふうはない。日崎の心が失われているのを充分に承しよう知ちした上で、覚かく悟ごして戦っている。つまり──ふたりにはかなりの実力差さがあるということか。

　木春は一歩下がり、戦いを傍ぼう観かんしていた。視線を鋭くしたまま、恐らくは枯葉が倒れるのを待っている。日ひ崎ざきに加か勢せいするほどの力はないのかもしれない。

　この状況で、自分のやるべきことはなにか。

　つまり、木こ春はるを攻こう撃げきするか、日崎を攻撃するか。

　後者だ、と判はん断だんした。

　木春を倒しても──この場合は気き絶ぜつさせるか『つうれん』を封じるかだが──日崎は止まらないだろう。少なくとも主あるじである木春からの命令がなければ戦い続けるはず。

　ならばまず、あいつを止める。できるのならば、正しよう気きに戻す。

　ただ最大の問題は、この凄すさまじい攻こう防ぼうの中、景介に果たしてなにができるかだ。

　注ちゆう視ししてようやく残ざん像ぞうらしきものが見えるだけ。はっきり言って取りつく島がない。

　ふざけている。幾いくら鈴すず鹿かが人間とはかけ離れた身しん体たい能力の持ち主だといっても、程度があるのではないか。秋あき津つはいったい、日崎になにをやらかしたのだ。

「……？　待てよ」

　自分の思し考こうに引っかかりを覚えた。

　そうだ。

　──日崎は、何な故ぜこんなふうになった？

　冬に枯かれ葉はと戦い、そこで秋津に攫さらわれ、次に会ったのは神楽かぐらの屋や敷しき。その時には既すでになんの感情も示さず、戦いに際して容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもしなくなってしまっていた。

　それはまるで、機械のように。

　秋津がなにかをしたのは間違いない。

　じゃあ、具体的になにを？　拷ごう問もんや洗せん脳のうなどでここまで変へん貌ぼうするものだろうか。仮かりにそれが可能だとしても、たかが二カ月足らずでどうすれば──。

「……まさか」

　不意に閃ひらめいた。

　確かく証しようなどない。ただの勘かんと言っていい。それでも状況がよくない今、試してみる価か値ちはある。どのみちこのままではジリ貧ひんなのだから。

　幸い、森の中での戦いは三度め。いろいろとやり慣れている上に日崎や木春とはこれが初しよ戦せんだ。以前使つかった手でも見み破やぶられることはないだろう。

　一歩下がり、後ろ手に樹じゆ木もくの一本を『かみらの枝えだ』で傷付ける。なにをしているかを木春に気付かれないかと冷や冷やするが、まあ、構うものか。

「枯葉っ！」

　叫んだ。

「一秒でいい、日崎の動きを止めろっ！」

「わかった！」

　背後を確かく認にんもせず、理由を問いもせず、即そく座ざに枯葉が頷うなずく。信頼してくれているのが嬉うれしい。あとは期待に応えられるかどうか。

　まずは木の枝を数十本伸しん長ちようさせ、先せん端たんを日ひ崎ざきと木こ春はるへ向ける。あたかもそれを武ぶ器きとして狙ねらいを定めているかのように。木春がこっちを睨にらみ、あからさまな警けい戒かいを寄せた。

　枯かれ葉はが周囲の風を操あやつり、日崎へ向けて突とつ風ぷうを送る。

　無む論ろん、躱かわされた。

　標ひよう的てきを見失った風が門の柱に激げき突とつし、盛大な音をたてて折れ曲がるのを背景にして、日崎が枯葉の脇わき腹ばらへと鋭く突きを放ってくる。景けい介すけに細かな駆かけ引きはわからなかったが──恐らく風の防ぼう壁へきを操あやつるかなにかして、斬ざん撃げきではなく刺し突とつを誘さそったのだろう。

　その攻こう撃げきを、枯葉は避けなかった。

　逆に敢あえて肘ひじを上げ、脇腹をがら空あきにしつつ、

「許せよ、吉よし乃の！」

　自ら小こ太だ刀ちの切きっ先さきを身体からだそのもので受ける。

　刀とう身しんの中ほどまでが、帯を貫つらぬいて身体に刺さし込まれる。

　痛みに耐えながら密みつ着ちやくして日崎の腕を掴つかみ、

　動きを──止めた。

「……景介っ！」

「応おう！」

　意識を木に送る。既すでに地面の下を密ひそかに潜もぐらせていた、根たちへと。

　日崎の近くまできていたそいつらは、二本。まずは一本を彼女の足首に絡み付かせる。こうすれば目もく論ろ見みが外れたあとでも枯葉が攻撃できる。

　残りの一本。こっちが本ほん番ばんだった。

　そいつは日崎の身体と平行、直上へ伸びる。

　足まで、腰まで、肩まで、そして──頭部の高さまで達した瞬しゆん間かん、方向転てん換かんした。

　狙いは側そく頭とう部ぶに括くくり付けられた、

　狐の面。

　それが、景介の立てた予測だった。

　今の日崎はまるで機械のような状態だ。

　主あるじの命令には従い、しかしその他の外部刺し激げきの一切をまったく無む視ししている。拷ごう問もんや洗せん脳のうなどを用いても、恐らくこうはならないと踏んだ。

　実現できるとしても多大な時間が必要になるだろう。二カ月足らずではせいぜい心を壊こわすところまで。作り変えることはできないはず。

　だったら、なんらかの手っ取り早い手段があったと見るべきだ。つまり、道具の類。

　そして再会してからの日崎は、何な故ぜかずっと頭に狐きつねの面めんを着けている──。

　木の根が側頭部を打ち、面が砕くだけ、弾はじき飛ばされた。

　あっさりと壊こわれてしまったので読み違えたかと思うが、

「いや……」

　今まで面めんが鎮ちん座ざしていた日ひ崎ざきの側そく頭とう部ぶで、小さななにかが蠢うごめいていた。

　気き味みの悪い、節ふくくれ立った岩じみた物体だ。

　目め玉だまの紋もん様ようが表面に描かれた円形のもの。大きさはピンポン玉程てい度どだろうか。円えん周しゆうに虫の足のようなものがびっしりと生はえ、それらが日崎の頭に絡み付いている。

「……『さとりの牢ろう獄ごく』か!?」

　枯かれ葉はがそいつの名を叫ぶ。

　──予想が、当たった。

　恐らくは心を操あやつる類たぐいの蔵ぞう物ぶつ。狐きつねの面を上から被かぶせ、カモフラージュにしていたのか。

　枯葉は怒りの形ぎよう相そうでその蔵物へと手を伸ばす。

「歩ほ摘づみっ！　……目を覚ませ!!」

　力任まかせに掴つかみ、引き剥はがし、地面に叩たたき付けた。

　かしゃかしゃと足をばたつかせていた『さとりの牢獄』はすぐに動かなくなり、そして。

「しっかりしろ、歩摘！」

　肩を掴んで身体からだを揺らされたのに反応し、

「あ。……あ？」

　無む機き質しつだった日崎の瞳ひとみに、ふ、と。

　淡あわい色が、宿った。
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「か、れは……ちゃん？」

　それは二カ月ぶりに聞く、親友の声だった。

　どこか虚うつろで、まるで夢から醒さめたばかりのような弱々しさだったが、それでも枯葉の胸に熱いものが込み上げてくる。

「わた、し……」

「大だい丈じよう夫ぶか、歩摘」

　思えば、中ちゆう途と半はん端ぱな別れ方をしてしまった。

　裏切った歩摘を諭さとそうとして、けれど彼女がそれを聞いてくれたかどうかもわからないまま依い紗さ子こに連れ去られ──ああ、あの時の自分はなにを偉そうなことを言っていたのだろう。

　強さを教えてやるだの、矜きよう持じだの覚かく悟ごだの。強くもなく、誇りを語れるような身分でもなく、本来の意味で覚悟もできていなかったにも拘かかわらず。

　ずっと気にしていた。

　依い紗さ子ことともに現れ『つうれん』を奪うばわれた時、これは罰ばつなのだと思った。

　したり顔で説せつ教きようなどした自分は愛あい想そうを尽かされたのかもしれない。取り戻すと息いき巻まいたところで、もしも本人の意志で繁はん栄えい派についているとしたなら、もはや自分の言葉など届かないのではないか。悪いことばかりが頭を巡り、恐くてたまらなかった。

　でもそんな不安は、すぐに吹っ飛んでしまう。

　久しぶりに見る歩ほ摘づみの本当の顔──意志が宿った正気の眼め。
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「妾わたしがわかるか？」

「わたし……どうして、あんな」

　操あやつられていた時のことは、記き憶おくに残っているらしい。

『さとりの牢ろう獄ごく』は本来、意志を縛しばり自じ律りつ的な行動を封じるための蔵ぞう物ぶつだが、少なくとも鈴すず鹿かの一族の考えていた使い方には意志を奪った上で操るという発はつ想そうがなく、枯かれ葉はにも思い至れなかった。十八年前の叛はん乱らんの際に失われたと考えられ、伝でん聞ぶんの情報しかなかったせいもある。気付いた景けい介すけは本当に凄すごい。感謝してもし足りない。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、心配ない」

　涙ぐみながら枯葉は、歩摘の頬ほおを撫なでた。

　まだ夢うつつにいるのか。ぼんやりとしたまま、

「でも……巳み代よさんを、私」

　巳み代よが殺されたことは型かた羽はを通じて知っていた。歩ほ摘づみの仕し業わざであったのなら、たとえ操あやつられていたとしても彼女が負うべき罪であることに変わりはない。

　だが、

「今はいい。そんなことを考えなくてもいい」

　そうだ。

　今は──今だけは。

「お前が妾わたしの親友であることには、変わりないんだから」

「親友……」

「ああ、親友だ。今までも、これからもずっと」

「でも私……枯かれ葉はちゃんにも、怪け我がを」

「言っただろう？　裏切られても構わない、と」

　たとえどれほど傷付けられたとしても。

　たとえどんなに罪を重ねたとしても。

　恋人とは、景けい介すけとはまた違う。

　許したり罰ばつしたり、そんなことをふたりの関係に持ち込む必要はない。相手に相応ふさわしくあろうとか、自分に相応しくないとか、そんな気き遣づかいもしなくていい。

　ただ一いつ緒しよにいて気が休まれば、傍そばにいてくれさえすれば、それだけで充分だ。

　だって──親友なのだから。

　抱き締める。

　まだ幼い頃ころの、無む邪じや気きにじゃれ合った記き憶おくを思い出しながら。

　本ほん家けとか分ぶん家けとか関係なく、ただの枯葉と歩摘として遊んでいた、あの頃──。

「枯葉ちゃん……」

　歩摘の声はいくぶん明めい瞭りようになっていた。後こう遺い症しようの類たぐいはないようだ。

　だったらもう大だい丈じよう夫ぶ。

　枯葉は安あん堵どし、身体からだをゆっくりと離




「……あぶない」




　まだ茫ぼう漠ばくさの残った呟つぶやきとともに、押し退のけられた。

　地面へ腰をつく。驚いて顔を上げる。

「え……？」

　目の前にあった光景を、枯葉は理解できなかった。

　いつの間にか自分の背後へと来ていた木こ春はる。

　自分を突き飛ばした歩摘。

　そして、

　木こ春はるの握った『つうれん』の柄つかと、

　そこから伸びて彼女の腹部に突き刺ささった、生白い刀とう身しん。

「……く」

　歩ほ摘づみの喉のどから悲ひ鳴めいが洩もれた。

「ふん」

　つまらなさそうな顔で、木春が小さく鼻はなを鳴らす。

「上う手まくいかなんだか。まあ、いい」

『つうれん』が引き抜かれる。

　即そく座ざに返す刀で、一いつ閃せん。

　待て、と制止する暇ひまは与えられなかった。

　割って入ることも叶かなわなかった。

　できたのはただ、

　胴どう体たいから切り離され、自分のところに落ちてきた歩摘の首を、抱きとめることだけだった。

「あ……あ」

　枯かれ葉はは、絶ぜつ叫きようした。

「歩摘っ！」

　膝ひざを付いて、転がった首のない身体からだを手た繰ぐり寄せ頭と合わせようとする。もちろん上手くいかない。傷きず口ぐちは繋つながらず、出血も止まらない。

「歩摘！　歩摘っ！」

「枯葉、ちゃん」

　歩摘は、笑った。

　枯葉の腕の中で、首から下を失いながらも。

「いいよ。……私は、いいから」

「ふざけるな！　妾わたしは！　やっと……」

「歩摘に感謝するがいい、枯葉」

　こちらを見下ろしているであろう姉の声は、聞いたことのない残ざん酷こくさを宿していた。

「こやつが庇かばわなんだら、今いま頃ごろお前がそうなっていたのだからな」

　顔を上げて木春を仰あおぎ見る。

　鼓こ動どうが速い。それは焦あせりと、怒り。

「姉ねえさま……あなたは……あなたは！」

　木春は応えない。再び『つうれん』を構え、枯葉に斬きり掛かろうとするのみ。

「やめろっ！」

　景けい介すけが血けつ相そうを変えて枯葉と木春の間に割って入った。

　自分の身体からだを盾たてにして木こ春はるを遮さえぎりながら、首だけで振り返る。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか日ひ崎ざきっ！　すまん、俺おれは……」

　景けい介すけを責めることなどできるはずがない。

　距離が離れていたし、なにより枯かれ葉は自身も気付けなかったのだ。恐らくは傍ぼう観かんする振りをしながら機を窺うかがい、枯葉が歩ほ摘づみを抱ほう擁ようしたのを見計らって瞬しゆん時じに動いたのだろう。

「あ、けー、くん……？」

「喋しやべるな日ひ崎ざき、安あん静せいにしてろっ！　すぐ、どうにかしてやる！」

　その言葉が希望でしかないのは、枯葉だけではなく景介もわかっていただろう。

　仮に使用者の血で傷の進行を止めても──それどころか『つうれん』自じ体たいを今すぐ破は壊かいしたとしても──鈴すず鹿かの一いち族ぞく本来の回復力りよくまでが戻ってくる訳わけではない。人間の怪け我がと同じように、日数を掛けてしか塞ふさがらないのだ。

　それに、浸しん蝕しよくは早かった。枯葉が使っていた頃と比べて数すう倍ばい。鈴すず鹿かの種しゆとしての生命を吸い続けたことで『つうれん』の力が以前より増しているのだろう。

　手足ならともかく、首の傷。

　もはやどうにもならない。──助からない。

「景介。そこをどくがいい」

　木春がなおも枯葉を斬きろうとしていたが、

「どくかよ！　斬りたいなら、俺ごと斬ればいい！」

「……ち」

　両手を広げて枯葉たちを守る景介の剣けん幕まくに諦あきらめたのか、舌した打うちしつつ一歩身みを引く。

「まあいい。待っていてやろう」

　その物言いに怒りを覚えつつ、それでも枯葉の視線は、腕の中の歩摘から離れない。

　傷きず口ぐちはどんどん浸蝕していく。耳じ朶だに達しようとしていた。

「枯葉ちゃん……お願いが、あるの」

　それでも──自分が死のうとしているのに、なお。

「できれば、見ないでくれるかなあ。これってちょっと、恥はずかしいから」

　歩摘は、笑えみを絶やそうとしない。

「……っ！」

　胸の中で抱き締めた。

　頼まれるまでもなく、消えていく彼女を見ていられなかった。

　頭を撫なでる。

　柔らかい髪かみ。枯葉と違って茶ちや色いろっぽくて、子供の頃ころはそれが不満だった。どうして歩摘と自分は同じ髪の色をしていないのだろう、親しん戚せきなのに、友達なのに、と。

「嬉うれしいな。……私、枯葉ちゃんを守れたよ」

　明るい声。脳のう天てん気きな、なにも考えていないような。

　でもそのくせ繊せん細さいで、傷付きやすくて、優しくて。

「歩ほ摘づみ。……ほづみ……」

「けーくん」

　今度は、景けい介すけへ。

「りりちゃんのこと、灰はい原はらさんのこと、ごめんね」

「俺おれに謝んなよ、このバカ」

　明るい口く調ちようだった。

　泣きながら、無む理りをしているのがあからさまだったけれど、それでも。

「あっちで、あいつらに謝っとけ。まあ心配すんな。許してくれるさ」

「ふふ、相変わらずだね、けーくんは。優しいな」

「友達に……誉ほめられても……恥はずかしい、だけなんだ……よ。ばか」

　もう景介も、言葉にならない。

「……、ともだち、かあ」

　いいな、ともだちって。

　それはもう、呟つぶやきに近かった。

　声が小さくなっていく。

　腕の中の重みがどんどんなくなっていく。

　掌てのひらの感かん触しよくも、柔らかな肌はだから濡ぬれたものへと。

　それは血なのか、涙なのか。

　どちらでもいい。どちらでも、温かいことに、変わりはない。

　歩摘が囁ささやいた。

　──ねえ、枯かれ葉はちゃん。

　枯葉は応える。

「なんだ？」

　──さよなら、だね。

「いずれまた、彼ひ岸がんで会える。お前はそれまで吉よし乃のたちと仲良くやっていろ」

　──そっか。また一いつ緒しよに、遊べるかな？

「ああ。当たり前だ。……木き登のぼりにするか？　隠かくれんぼか？　負けんからな」

　──あはっ。

　可お笑かしそうに笑う気け配はいがあって、




　──また、むかしみたいに、ね。




　それが、最後だった。

　声が聞こえなくなる。

　掌てのひらの中のものが消しよう滅めつする。

　枯かれ葉ははそれを抱き締めた。

　しばらくの間、抱き締めていた。

　そして──。

「……姉ねえさま」

　唇くちびるを引き結び、立ち上がり、涙を袖そでで拭ふき、

「待たせました。決けつ着ちやくをつけましょう」

　もはや心には、怒りも悲しみもない。

　ただ、決意だけがあった。




　　　　　　　　　　※




　日ひ崎ざきを送ったのち毅き然ぜんと立った枯葉と、それを退たい屈くつそうに眺ながめる木こ春はる。

　ふたりを見比べながら、景けい介すけはさっきの木春の言葉を思い出していた。




　裏切り者の娘むすめ。

　木春は自分のことをそう言った。

　そして枯葉のことを、正統な頭とう首しゆの長女、とも。

　つまり木春の本当の母親は、神楽かぐらということだ。

　たぶん彼女は叛はん乱らんの日より前に生まれ、実の母である神楽の排はい斥せきとともに、その妹──新しい頭首の長女として育てられることになったのだろう。

　本来ならば、問題はないはずだった。実際は娘でなく姪めいであったとしても、木春はあくまで次期頭首、本ほん家けの長女として扱われていたのだから。

　けれど彼女はどこかで、本当の母が神楽であったことを知る。

　更さらにそれより前か後か、成長の止まる病やまいに罹かかる。

　本家を継つぐ身でありながら、跡あと継ぎの産めない身体からだとなってしまったこと。

　そして自分はそもそも頭首になるべき続ぞく柄がらではなかったという事実。

　にも拘かかわらず、周囲はあくまで木春のことを次じ期き頭首として奉たてまつる。本来そうあるべき従枯妹葉も、真実をなにひとつ知らないまま、無む邪じや気きに姉さま、姉さまと慕したってくる。

　頭首の正統な血ち筋すじ、成長する身体。彼女は木春の欲しかったものをすべて持っていた。

　考えてみれば、すべてが不幸だ。

　木春が一族たちの生命を徹てつ底てい的に軽んじている理由はそこにあった。

　たぶん、邪魔だったのだろう。

　自分を奉たてまつる大人おとなたちも。娘むすめとして接してくる偽にせの両親も。親しい友人でさえも。

　かりそめの好こう意いが疎うとましく、いつわりの善ぜん意いが憎にくらしく、いたずらの敬けい意いが厭いやらしい。

　だから、歪ゆがんだ。里の、一族そのものの愛が、彼女を歪ませた。

　その歪みから救われるための手段として選んだのもまた景けい介すけへの愛だったことは、皮ひ肉にくなのだろうか、それとも必ひつ然ぜんなのだろうか。

　わからない。それを追つい究きゆうするのは、もはや詮せん無ないことだ。

　ただ──。

　救いであり拠より所であったはずの霧沢景介じぶんが、枯かれ葉はに奪うばわれてしまったことは。

　景介までもが、枯葉に奪われてしまったことは。

　たぶんその歪みを、決定的にしたのではないかと思う。

　しかしやはり景介には、木こ春はるの所しよ業ぎようを許すことはできない。

　供きよう子こを殺した時も、日ひ崎ざきを殺した時も、変わらず無む関心でいた彼女。

　山ほどの屍しかばねを積み上げておきながらその罪を背負いもせず、ただ一方的に、景介へと想いを寄せる──そんなものが、どうして受け取れるだろう。

　受け取ってしまえば、自分は嘘うそになってしまう。

　吉よし乃のが好きになってくれた霧きり沢さわ景介を、捨て去ることになってしまう──。




「……姉ねえさま」

　枯葉が、姉を見み据すえたまま言った。

「許されるなら、得え物ものを変えても構いませんか」

「好きにしろ」

　木春は頓とん着ちやくしない。

　もはや不ふ意い打うちする機会もない以上、正せい々せい堂どう々どうと戦うつもりなのだろうか。

「景介、頼む」

　こっちを向いた枯葉に頷うなずき、景介は門の外へと走った。木の脇わきに置いてあったリュックを掴つかみ、取って返す。開けて、中にあるものを引っ張り出した。

「……なんだ？　それは」

　それを見て、怪け訝げん、というよりも呆あきれたような木春の声。

　当然だろう。

「ほら」

「ありがとう」

　枯葉が受け取ったのは、物々しい機械。

　持ち手のついたエンジン、そこから伸びるのは、鎖くさり刃ばを纏まとった楕だ円えん形の金属板。
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　──回転鋸チエーンソー、だ。

　もちろん刃やいばの部分は普通の金属、蔵ぞう物ぶつを鋳い溶とかしたものではない。

　だが枯かれ葉はは、最後の武ぶ器きとしてこれを選んだ。先せん祖ぞから与えられた蔵物ではなく、自分自身の愛あい着ちやくを優ゆう先せんし、これを持って行きたいと主張した。

「そんなもので戦うと？」

「無む論ろんです」

　出掛ける前、枯葉は言った。

　──これは妾わたしが……吉よし乃のと、本当の意味で一いつ緒しよになった時、初めて使った武器なのだ。

　ならば、景けい介すけに反対する理由はなにもない。ただちょっと、重かったけれど。

　枯葉がスターターを引く。

　エンジンに火が点つき、鈍い断だん続ぞく的な音をたて始めた。

　鎖くさり刃ばが回転し、残ざん虐ぎやくなうねりをあげる。

「姉ねえさま」

　構え、姉へと向き直り。

　凜りんとした毅き然ぜんさで、彼女は告げた。

　それが、合図。




「……いざ、尋じん常じように」




　先に仕掛けたのは枯かれ葉はだった。

　一気に間合いを詰つめ、チェーンソーを振りかぶり、まずは頭上から叩たたき付ける。

　木こ春はるがそれを薄うすい笑えみを浮かべながら躱かわし、屈かがんで水平に、足あし許もとを『つうれん』で薙なぐ。

　その場で最低限げんの高さだけ跳ちよう躍やくして剣けん閃せんをやり過ごし、同時に振り下ろしたチェーンソーを見事に静せい止しする枯葉。縦たての軌き道どうを袈け裟さ掛がけへと変え、木春の矮わい躯くを狙ねらう。

　ただしそれはあくまで威い嚇かく。

　一歩飛び退のいた木春を見み据すえたまま、今度は着ちやく地ちと同時に追つい撃げきした。

　突きの形に構え、正面から疾しつ走そう。

　木春は冷静だった。

　薄い笑みを浮かべ、枯葉の方へと駆かけ出す。

　そして、鎖くさり刃ばが身体からだに触れる直前で、前方へ大きく跳ねた。

　枯葉の頭上で舞うように宙ちゆう返がえり。

　突とつ進しんを躱し、背後へと着地、そのまま返す刀で枯葉の首を狙う。

「……く！」

　枯葉が屈かがみ、チェーンソーから片手を離して地面に転がる。前回り受け身の形で距離を取り、再び立ち上がる。あんな大おお仰ぎような機械を持ったままどうすればそんなことができるのか。実際にやってみせたところを目にしても、まるで手て品じなのようだった。

　枯葉は即そく座ざに正面を向き直す。

　木春は深ふか追おいをやめ、にやりと笑んだ。

「訳わけのわからぬ機械でと思ったが、なかなかやる」

　その頬ほおに、大きな裂れつ傷しようがあった。

　皮ひ膚ふがめくれ上がり、大きく出しゆつ血けつしている。恐らくは、さっきの交こう錯さくの際──枯葉が一いつ瞬しゆんでチェーンソーの軌き道どうを変え、頭ず上じようにいた木春に対して攻こう撃げきを加えたのだ。

　もっとも刃やいばはあくまでただの金属。木春が頬を手の甲こうでぞんざいに拭ぬぐうと、傷は一瞬で消え失せる。残ったのはただ、血の痕あとのみ。

　景けい介すけは一連の攻こう防ぼうに、心しん中ちゆうで嘆たん息そくしていた。

　木春の動きは、見事、と言っていい。

　実のところ、ここまでとは思わなかった。成長しなくなった身体からだであるが故ゆえに腕わん力りよくも低く、故に本気の枯葉とは相手にならないと踏んでいたのだ。これまでずっと策を巡らせていたからというのもある。だが剣けん戟げきを見る限り──一いち撃げき必ひつ殺さつの『つうれん』を持っていることを割り引いたとしても──彼女の技ぎ量りようは枯葉とほぼ同等に近い。

　そういえば型かた羽はもあの年ねん齢れいと体格で、年上の鈴すず鹿か相手に一歩も怯ひるまない。つまるところ、要は技術の問題なのだろう。力が足りないなら足りないなりに、身のこなしをより軽やかに、瞬しゆん発ぱつ力や敏びん捷しよう性せいに重きを置けば、腕わん力りよくはさほど問題にならない。

　木こ春はるがそれを身に付けたのは、次期頭とう首しゆであろうとする責任感かんによるものか。

　或あるいは、成長しない病やまいという境きよう遇ぐうに、抗あらがおうとした故ゆえか──。

　木春は枯葉を小こ莫ば迦かにするように、薄うすく笑う。

「しかし、所しよ詮せんは蔵ぞう物ぶつでもないただの武ぶ器き。そんなものでわたしに勝てるとでも？」

　体格などは関係ない、技ぎ量りようと武器は自分が上だ、とでも言いたげに。

　しかし、枯かれ葉はは首を振った。

「いいえ、姉ねえさま」

　わずかに景けい介すけを一いち瞥べつし、それからやや俯うつむき、決心したように顔を上げ、

「妾わたしは……負けません」

「……なんだと？」

「あなたには負けない、そう言っているのです」

　そこには、確かつ固ことした響ひびきがあった。

　彼女はたぶん、木春とは別のものを見ている。景介にはわかった。枯葉が言っているのは技量や武器の差、そういった外的要よう因いんではなく、

「負けない。負けるはずがない。命をないがしろにし、殺した者たちへの鎮ちん魂こんもなく、景介の心すら無視しているあなたに、妾が負ける理由がない」

　もっと──内的なもの。

「……貴き様さま」

「愛するというのは、共に歩くことです。お互いの歩調を合わせ、気き遣づかいながら、同じ道を往ゆくことです。あなたにはそれができなかった。しようとすら思わず、勝かつ手てに走った」

　怒りでもなく、悲しみでもなく。

　憎にくしみでもなければ憤いきどおりでもない。

　ただ、純じゆん然ぜんと。自分の意志を言葉に込めて。

　道を違たがえた姉に、枯葉は──言う。

「景介だけではありません。あなたを愛している者はたくさんいた。母かあさまも、供きよう子こも、里さとのみんながあなたを愛していた。それなのにあなたは、彼女たちをも置き去りにした」

「……ふざけるな」

　対して感情を露あらわにしたのは、木春の方だった。

「なにを戯ふざけたことをぬかすか！　なにが歩調だ！　同じ道だっ！」

　早はや口くちに。

　罵ば倒とうじみた響きで。

「この身体からだで……この成長しない身体で、いったい誰だれと歩調を合わせるというのだ!?　置き去り？　置いていかれたのはわたしの方ではないか！　貴き様さまとてそうだろうが！　わたしを置いていった！　わたしを追い越して、大人おとなになった！」

　それはもはや、絶ぜつ叫きように近かった。

　成長しない病やまい。

　いつわりの次期頭とう首しゆという座ざ。

　すべての不幸を景けい介すけへの愛に変えることしかできなかった少女の、渾こん身しんの叫びだった。

　けれど。

　それでも。

「……戯ふざけたことを仰おつしやっているのは、あなたの方だ」

　枯かれ葉はは揺るがない。

　強い口く調ちようで、はっきりと。景介と木こ春はる、両方を見み据すえながら。




「その程度で……景介が、歩調を合わせてくれないとでも思っていたのか！」




「……っ！」

　木春が、目を見開く。

「何な故ぜ、景介を信じなかったのですか」

　そこで初めて、枯葉の瞳ひとみの奥に悲しみが見えた。

「景介は、妾わたしすらも受け止めた。吉よし乃のを死なせ、身体からだを乗っ取った女ですらも。妾だけではありません。あなたと同じ病を持った、檻おり江えもです」

　それは徐じよ々じよに、形を成していく。

　目に溜たまり、ひと雫しずくだけ、ぽとりと溢あふれ、

「あなたは恐かっただけだ。景介を信頼せず、景介に拒きよ絶ぜつされることが恐くて、逃げたんだ。だから妾は負けない。あなたには……負けない」

　回転鋸のこぎりを片手に構えたまま、枯葉は懐ふところからなにかを取り出した。

「それに……妾は、ひとりではありません」

　黒い、鉄てつ扇せん。

　さっきまで腕の中にいた親友──歩ほ摘づみがかつて愛用していた蔵ぞう物ぶつ。

　景介に一歩寄より、こっちへ差し出す。

「吉乃がいる。歩摘もいる。そして……」

　彼女がなにを求めているかはすぐにわかった。

　だから受け取った鉄扇を『かみらの枝えだ』で引っ掻かく。『白銀しろがねりょうげ』は抵てい抗こうもなく、あっさりと、まるでそれを望んでいたかのように支配を受け入れた。

「……景介も」

　枯かれ葉はの呼びかけに呼こ応おうして、景けい介すけは『白銀しろがねりょうげ』の形を変えた。

　紐ひも状じように。解とけるように。

　景介の意志に従って、そいつはチェーンソーの刃やいばへと吸い込まれ、同どう化かする。

　ぐぉん、と。

　回転する刃が吹きすさぶ風を纏まとう。ただの鎖くさり刃ばは『白銀りょうげ』の特とく質しつを得て──いや、もはやこの工こう作さく機き械かいは、鎌かま鼬いたちと竜たつ巻まきを乱れ散らす蔵ぞう物ぶつそのものだ。

「自らを慕したう者たちを切り捨ててきたあなたはもう、ひとりだ。ひとりきりだ」

　悲しげというよりもむしろ、さっきの涙を拭ぬぐい去るように。

　枯葉は、言った。

「姉ねえさま。妾わたしたちは……あなたの幻想ロマンスを、打ち砕くだきます」

　その言葉を聞くや否や。

「戯たわけるなぁ！」

　今度は先に、木こ春はるの方が仕掛けてきた。

　牙きばを剥むき、殺さつ意いの視し線せんと一いつ緒しよに『つうれん』を突き出す。

　恨うらみ、呪のろい、妬ねたみ。あらゆる負の感情が混在した一いつ閃せん。

　しかしそれは枯葉の身体からだに届く直前、回転鋸のこぎりから発せられた風によって阻はばまれた。同時に、回転する刃が木春の腕を掠かすめる。腕を上げて攻こう撃げきを躱かわした彼女は更さらに大きく背後へ飛んだ。

　間かん髪はつ入いれず、再さい突とつ撃げき。

　景介の目には残ざん像ぞうしか見えない猛もう攻こうが、始まった。

「……なにが」

　打ち振るわれた古こ式しき剣けんを竜巻が弾はじく。

「なにが、ひとりだ！　ひとりのなにが悪いっ！」

　袈け裟さ懸けは風で軌き道どうを逸そらされ、玉たま砂利じやりへ切きっ先さきを埋める。

「わたしはずっとひとりきりだったのだ！　生まれ落ちた時から！」

　跳ね上げた先にチェーンソーの刃。

「そんなわたしを……わたしに与えられた縁よすがを……」

　機械部ぶによって受け止められる鋭い突き。

「渡すものかっ！　景介は、景介だけは!!」

　幼い身体の姉は成長した妹に、感情を叩たたき付ける。

　まるで獲え物ものを奪うばわれた獣けもののように。

　まるで仇かたきを狙ねらう復ふく讐しゆう者しやのように。

　まるで──小さな子供のように。

「違う。……違います。姉さま」

　対する枯葉は唇くちびるを咬かみ締めながら、その攻撃を、言葉を、思いを、受け止める。

「あなたは捨てたのです！　自分から、すべてを！」

「黙だまれ、黙れ、黙れぇぇぇっ！」

　木こ春はるの放った全力の唐から竹たけ割わりが、枯かれ葉はの頭部を襲おそった。

　その一いち撃げきは、風を纏まとわせたチェーンソーで受け止められる。

「く……！」

　いかな矮わい躯くとて、体重を乗せた渾こん身しんの一いち撃げきは重い。不ふ均きん衡こうな重じゆう心しんを持つチェーンソーであればなおさら。風ふう圧あつのクッションも仇あだになった。

　枯葉がよろめく。

　木春が着ちやく地ちする。

　即そく座ざに、追い打ちの一いつ閃せん。

　その姿し勢せいのままで『つうれん』が振るわれる。

　所しよ作さは速い。けれど狙ねらいは的てき確かく。

　回転する刃やいばの先せん端たん、やや斜め下。

　風の防ぼう壁へきをすり抜けるようにして刀とう身しんにぶつけ、

　ノックバック──が、発生した。

　大きく弾はじかれたチェーンソーが、不ふ意いに使い手の支配を超える。回転する刃によって作られていた力りき場ばが上方への推すい力りよくへとベクトルを変へん換かんされ、枯葉が更さらに大きく仰のけ反ぞった。

　顔を上げた木春は構えを取る。

　がら空あきの脇わきへと『つうれん』で突きを繰り出しながら、

「……死ね！」

　短い単たん語ごに込められた怨えん嗟さの叫び。

　感情すべての堰せきを切ったかのような咆ほう哮こう。

　しかしそれを見て、枯葉は薄うつすらと。

　悲しげな笑えみを、浮かべた。

　チェーンソーの刀身から、跳ね上がった向きとは逆に『白銀しろがねりょうげ』の突とつ風ぷうが吹く。

　まるで巻き戻された映えい像ぞうのように、再び枯葉は上段からの振り下ろしを放つ。

　刺さし貫つらぬこうとする剣けん閃せんと、伐きり飛ばそうとする轟ごう音おんが交こう錯さくする。

　数多の生命を吸ってきた宝ほう刀とうは枯葉の身体からだに届かなかった。

　代わりに木春の腕、肘ひじから先が着物の袖すそごと。




　ざん、と。




　鎌かま鼬いたちとエンジンの二に重じゆう奏そうによって──刎はね飛ばされる。

「ぐ……あ！」

　苦く悶もんを喉のどから洩もらし、それでも木こ春はるは諦あきらめなかった。

　自らの腕と一いつ緒しよに落ちた『つうれん』を拾おうとする。

　その執しゆう着ちやくは、決定的な隙すきだった。

「……姉ねえさま」

　こちらに背を向けてしゃがみ込んだ木春の首くび筋すじに工こう作さく機き械かいの刃やいばが即そく座ざに添そえられる。

　エンジンのアイドリング音の中、枯かれ葉はは厳おごそかに告げた。

「あなたの、負けです」

　木春は応えない。

　拾い上げた『つうれん』を胸に抱いたまま、首だけで振り返り枯葉を睨にらんでいる。

「『つうれん』を捨ててください。そうすれば……」

　しばしの沈ちん黙もくの後。

「わかった」

　俯うつむき、ゆっくりと立ち上がろうとする木春。

　抱えていた宝ほう刀とうを地面に置く──そう判はん断だんした枯葉は、チェーンソーの切きっ先さきを僅わずかに姉の首筋から離す。もう片方の手でエンジンのスイッチに手を掛け、停止させようとしている。

　景けい介すけは木春に視し線せんを遣やった。

　顔を伏せた彼女は、表情のない視線をじっと地面に落としていて、だから、

「……、離れろ、枯葉！」

　刹せつ那な。

　景介の叫びが『迷まよい家が』の庭に響ひびく。

　枯葉が弾はじかれたように一歩後こう退たいする。けれどそれはただの反射に過ぎない。

「景介……？」

　何な故ぜそう言われたのか頭では理解できず、離れた後、怪け訝げんな顔でこっちを一いち瞥べつしてくる。

「いったい、なにを……」

「……畜ちく生しようめ」

　吐き捨てた罵ば倒とうとともに、胸が痛んだ。

　それは、最後の一線でなおも姉のことを信じている枯葉に対しての。

　同時に、かつて恋をしたはずの少女を、こんな目で見ている自分に対しての。

　なにより、妹との正々堂々の勝負すらかなぐり捨てた木春に対しての──。

「よく見ろ、枯葉」

　景介は木春を睨み付けた。枯葉もまた姉に視線を戻す。

「姉……さま」

　そして、大きく目を見開く。

「……ふん」

　切り落とされたはずの腕はいつの間にか繋つながれていた。

　捨てろと言われたはずの『つうれん』、その柄つかを──五ご指しに握りながら。

　負けを認めるふりをして枯かれ葉はを不ふ意い打うちしようとしたのだ。さっきの彼女の表情はまだ諦あきらめてはいなかった。景けい介すけはそれに勘かん付づいた。勘付いてしまった。

「まだだ、枯葉」

　木こ春はるは低く呟つぶやく。

「わたしは止まらない。止まるものか。……お前がまだ、死んでいないのだから」

　呪じゆ詛そ。

　憎にくしみ。

　それは恐らく、もはや消えることのない──。

　無む言ごんで再び、チェーンソーを構え直す枯葉。

　──ああ。

　故ゆえに、そんな彼女を制し、

「……木春」

　景介は、一歩前まえに出た。

　名を呼んでのち、口を噤つぐむ。

　言葉が見付からなかった。たぶん当とう事じ者しやである景介には、彼女を諭さとす資し格かくなどないのだろう。労いたわりも慰なぐさめも叱しつ責せきも拒きよ絶ぜつも、なにを言っても自己欺ぎ瞞まんになる。

　だから。

　自分がするべきことは、ただひとつだと思った。

　景介を求め続け、それ故に景介から目を背そむけてきた初恋の少女にしてやれるのは、

「俺おれは……」

　彼女が逃げ出した先のものを、

　霧きり沢さわ景介への愛という幻げん想そうを、壊こわしてやることだけだと──思った。

　ポケットから、それを掴つかみ、取り出す。

　左手に持ち、右手で握った『かみらの枝えだ』の先せん端たんを強く押し付ける。

　傷は付かない。

　けれど意識は拡かく散さんし、それに吸い込まれ、やがて取り込み、一部と為なす。

「……まさか」

　木春が血けつ相そうを変えた。

　景介のやろうとしていることに気付いたのだ。

「やめろ、景介。それは……」

　それは、小さなメス。

　木春が篠しの田だ玲れい二じ郎ろうに持たせ、その篠田が敗北し、自殺したことで景介の手に渡った──宝ほう刀とう『つうれん』の、欠片かけらだった。

　できるかどうかは正直なところ、わからない。

　欠片の支配が本体に及ぶかどうか。失敗するかもしれないし、時間だってかかるだろう。その間景けい介すけは無む防ぼう備びになってしまうし、枯かれ葉はの身も危険に晒さらされる。

　心理的な罪ざい悪あく感かんもあった。これは今や、木こ春はるの──拠より所のすべてなのだから。

　でも、やらなければ。いや、やるべきだ。

　──これは、俺おれの責任なんだから。

　景介の意識が、それと同化していく。

　中に潜もぐるような、それでいて溶けていくような、五ご感かんがすべて混ざり合うような。




　目の前の光景が、脳のう裏りに映る情じよう景けいと重なって見えた。




　女性だった。

　美しい、枯葉や木春によく似ている。まだ少女と言っていい年ねん齢れいだった。

　服装は束そく帯たい。つまり、男だん装そうしていた。

　長い髪かみを後ろで結び、立たて烏え帽ぼ子しを頭に載せ、剣を片手にこちらを見み据すえている。

　──許してくださいませ。

　彼女は言った。

　丁てい寧ねいに、けれど同時に、悲しげに。

　──妾わらわは、あの方を慕しとうてしまいました故ゆえに。

　剣を構え、水平に突き出しながらゆっくりと。

　──おのれ！

　声があった。目の前にいる──ように錯さつ覚かくする──少女とは別の、声だ。

　──同胞はらからに仇あだ成なすか！　されど貴き様さまとて、いずれ人に……！

　憎にくしみの絶ぜつ叫きよう。振り下ろされる刃やいば。

　その向こうにある悲しげな、同時に満足げな少女の顔。

　──ああ、そうか。

　景介の頭に、意識に、知識が流れ込んできた。

　正確に言えば、確信だ。光景が見えたという訳わけではない。ただ、わかってしまった。

　人の男を愛し、同族を裏切り殺し尽くしたことで、想い人に報むくおうとした始し祖その顛てん末まつが。

　人に嫁とつぎ、子を成し、産んだ少女──鈴すず鹿か御ご前ぜん。

　けれど。

　その後、彼女の物語は、夫の手によって殺されてしまうことでその幕を閉じたのだろう。

　子は人ではなく、母と同様に妖よう魅みだった。

　彼女は父の許もとを出しゆつ奔ぽんし、母を始し祖そとして、新たに一族を再さい興こうする。

　同どう族ぞく殺しの宝ほう刀とう『通つう連れん』を、戒いましめと崇あがめながら──。




「景けい……介すけ」

　木こ春はるが愕がく然ぜんと、こちらへ手を伸ばしている。

　もう片方、だらりと下げられた腕、その指が握るのは、剣の柄つか。

　色は剥むき出しの白しろ金がね。鍔つばは平たく、刃やいばは両刃、大和やまとの古こ式しき。

　腰の帯おびに差された緑ろく青しようの鞘さやは、彫ほり込まれた紋もん様ようの隙すき間まに幾いくつかの玉たまをあしらう。かつては白みを帯びた桃もも色いろだったその玉たちは、今や真しん紅くに近い色に満ち満ちている。

「やめてくれ……わたし、わたしは」

　剣、鞘。大だい通連と、小しよう通連。

　そして玉の中に眠った、鈴鹿の一族の生命たちは、

　一いつ斉せいに、

「木春。……俺おれはもう、お前に応えることはできない」

　景介の手の中にあるメスと同時に、粉こな々ごなに砕くだけ散った。




　　　　　　　　　　※




　そして、それから先のことは、瞬またたく間に起きた。




　破は壊かいされて微び細さいな金属の欠片かけらになった『つうれん』をかき抱くように、絶ぜつ叫きようがあった。

　まるで感情すべての堰せきを切ったかのような咆ほう哮こう。

　呻うめき、座り込んで、それからゆっくりと顔をあげた木春は、景介を虚うつろな目で眺ながめた。

　景介は目を閉じ、顔を背そむけ、故ゆえに。

　立ち上がった木春が両手に短たん刀とうを握っていたのに、気付かなかった。

「あああああああっ！」

　木春が絶望に満ちた形ぎよう相そうで、景介に向かって突とつ進しんしていく。

　短刀を脇わきに構え、真まっ直すぐ突くようにして。

　景介は彼女の行動に硬こう直ちよくする。

　けれど、彼の胸に刃は突き立たなかった。

　予期していたかのように、景介の前に枯かれ葉はが立ちはだかる。

　回転鋸のこぎりを構え、感情を押し殺した顔で、唇くちびるを咬かみながら。

「姉ねえさま」

　続けて、枯かれ葉はは言った。なにごとかを。

　それはエンジンの音に紛まぎれ、誰だれの耳にも届かなかった。




　妹の刃やいばは姉の刃を撥はね除のけ、彼女の腹部を深々と抉えぐった。




　　　　　　　　　　４




　型かた羽はたちが景けい介すけに追い付いてきたのは、すべてが終わってからだった。

　そしてその時にはもう『迷まよい家が』は火に包まれてしまっていた。

　景介は泣き崩くずれる枯葉の肩を抱き、燃え盛る紅ぐ蓮れんをじっと見み詰つめていた。背後に控える棺かん奈なもまた、無む表情で瞳ひとみに炎ほのおを映している。

　山を登ってやってきた型羽たちに気付いた景介は、振り返って一いち瞥べつを遣やった。

「……なにがあったのですか」

　そう尋たずねてきた型羽に、景介は答える。




　景介が『つうれん』を壊こわしたこと。

　枯葉が木こ春はるに勝ったこと。

　そして、傷付いた木春が傷を治しもせず『迷い家』に入っていってしまったこと。

「お前たちはどこかに行け」と、枯葉と景介、それに棺奈へ告げたこと。

　それからすぐに、火の手があがったこと──。




「……止められなかった」

　景介は呟つぶやいた。

　もちろん、枯葉は止めようとした。治ち療りようを拒こばまれてなお、木春に追いすがろうとした。

　しかし、木春は棺奈に命令したのだ。

　──枯葉を捕まえておけ。それがわたしの、最後の命令だ。

　棺奈は言う通りにした。はい、と、無む感情に頷うなずいて。

　枯葉は暴あばれたが、棺奈に背後から抱き止められたせいで追い掛けることは叶かなわない。

　姉さま、待ってください、姉さま。何度も繰り返していたが、彼女が屋や敷しきの中に消えたせいで、ついに口を噤つぐんでしまった。今は泣き崩れ、俯うつむいたままだ。

　景介も止めようとした。木春がどうするつもりなのかはなんとなく勘かん付づいたし、黙だまって死なせるのは違うと思ったからだ。たとえどんなに間違ったとしても、歪ゆがんだとしても、それは決して、死で償つぐなえるようなものではない。

　けれど、去り際。

　木こ春はるはぽつりと、景けい介すけに向かって言ったのだった。

　棺かん奈なをよろしく頼む、お前の姉だ──と。

　謝しや罪ざいや後こう悔かいの一切もなく。

　憎にくしみも怒りも微み塵じんもなく。

　好きだとか愛しているとか、そんな未み練れんも見せずに。

　それが、一族を皆みな殺ごろしにしてまで結ばれようとした相手への、最さい期ごの言葉だった。

　様々な想いがあっただろう。複雑な感情があっただろう。

　最後の最後で拒きよ絶ぜつされたことに、どれほど絶望しただろう。

　けれど彼女は、それらを一切、表おもてに出さなかった。

　だから景介はなにも言えなかった。言えなくなった。

　彼女は償つぐなおうとしているのではない。

　ただ終わろうとしているのだ、と、気付いてしまったから。

　火はもはや消しようのないところまで来ている。ただ不ふ思し議ぎなことに周囲の山林に燃え移る気け配はいはない。その炎ほのおの孤こ独どくさは、どこか胸に痛かった。

　と──。

　もはや天てん井じようが崩ほう落らくするのではないかと思われた頃ころ、不ふ意いに背後で声があった。

「枯かれ葉はさま、景介さま」

　棺奈だった。

　振り返り、目だけで尋たずねる。

　彼女は迷いなく、単たん語ごごとを区切って発声するいつもの──棺奈としての喋しやべり方で、言う。




「棺奈は、木春さまに、ついていきとう、ございます」




「え……」

「……棺奈？」

　枯葉が驚いたように顔を上げる。

「それは……」

「お許しを、願えますか」

「駄だ目め！」

　叫んだのは景介でも枯葉でもなかった。

　檻おり江えだ。

　珍めずらしく強い口く調ちようで棺奈に詰つめ寄って、

「棺奈は……ううん、雅みやびお姉ねえちゃんは、景介のところにいなきゃ駄目だ！」

　引き止めるように彼女の腕を掴つかみ、ぎゅっと握る檻おり江え。

「せっかく戻ってきたんだから。お願い。私だって……」

　景けい介すけは棺かん奈なの目を見た。

　空くう虚きよで、なんの表情もない。喜びも悲しみも感じられない、能のう面めんのような顔。

　かつて姉だった、今は意い思しを持たない『くさりめ』。

　けれど。

　今、確かに彼女は口にした。ついていきたい、と。

　それは、たぶん、

　──そういうこと、なのかな。

「檻江さん」

　棺奈の腕を握る檻江の腕に手を添えた。

「それから、みんな」

　順じゆん番ばんに全員を見て、景介は微笑し、言う。

「行かせても、いいか？」

　枯かれ葉ははしばし考えたのち、つらそうに頷うなずいた。

　型かた羽はは唇くちびるを引き結んだまま俯うつむいている。

「でも、景介！」

　檻江が、檻江だけが首を振る。

「駄だ目めだよ！　だって、」

「ねえ、檻江さん」

　そんな彼女を制してくれたのは、木こ陰かげ野のだった。

「檻江さんも、わかってるんでしょ？　棺奈はもう……霧きり沢さわのお姉ねえさんじゃない、って」

「……っ」

　その言葉に檻江は、弾はじかれたように景介を見る。

　首を振って返すと、抱きついてきた。そして、静かに泣き始める。

　そして──。

　檻江の肩を叩たたきながら、景介は棺奈に微笑ほほえんだ。

「行っていいよ……棺奈」

「ありがとう、ございます。景介さま」

　彼女は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをし、続いて枯葉たちにも同様に、頭を下げる。

　それから踵きびすを返し、迷いのない足取りで『迷まよい家が』の門を潜くぐった。




　炎ほのおの中へと去っていく棺奈の後ろ姿すがたを見送りながら、景介は目を閉じる。

　悲しくないと言えば、嘘うそになる。

　棺かん奈なは確かに姉ねえさんで、たとえ別の存在であっても、そこには面おも影かげがある。

　面影。記き憶おく。つまり、思い出。

　でもそれはたぶん、景けい介すけが持っていていいものではない。

　景介なんかよりも、もっと大事にしていた奴やつが、持っていくべきだ。

　あの幼い頃の思い出と一いつ緒しよに。

　綺き麗れいで、優しくて、景介が確かに恋をしていた、彼女に。

　景介がなにもあげられなかった、あの少女に──。

「……さよなら、姉さん」




　火ひの粉こが散っていく。

　ゆっくりと、舞うように。

　それはまるで、赤い雪のようだった。




　　　　　　　　　　※




　炎ほのおの中で横たわり瞼まぶたを閉じていると、不ふ意いに自分の手を握るものがあった。

　驚いて目を開くと、そこにはひとりの女性がいる。

「なにをしている？」

　問うと、返事があった。

「お嬢じようさまの、お傍そばに」

　まさかあいつらに命令でもされたのか、と顔をしかめる。

　だから、ぞんざいに吐き捨てた。

「残れと言ったはずだ。帰れ。そして景介に仕つかえろ」

　しかし──彼女は何な故ぜか、首を振った。

「聞けません」

「ふざけているのか？　わたしの命令だ」

　無む理り矢や理りに手を振りほどこうとした。

　せっかくひとりで終わろうとしているのに、心残りができてしまう。

　今いま更さら、道みち連づれなど望んでいない。あいつらに情なさけをかけられる謂いわれもない。

　だから、消えろ、と。

「聞けません」

　彼女はそれでも動かなかった。

　まるで意思表ひよう示じのように、握った手にいっそう力を込めて、

「棺奈は、お嬢さまの、くさりめに、ございます、故ゆえに」

　──言った。

「お前……」

　その言葉に抗あらがう気力は、もはやなかった。

「そうか。ならば、好きにしろ」

　再び目を閉じる。

　柔らかな掌てのひら。体温はない。

　当たり前だ、死体なのだから。

　炎ほのおは部屋を覆おおい、柱や天てん井じようを焼いている。倒とう壊かいするのも時間の問題だろう。

　腹部の傷からは血がしとど流れている。治す気はない。

　失しつ血けつと煙、自分の意識を断ち切るのはどちらが先か。まあ、どちらでも構いはしない。

「……なあ」

　右手を握る冷たい感かん触しよくに、問うた。
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「覚えているか？　お前が死んだ時のこと」

「いいえ」

　首を振る気け配はい。

　だから微かすかに笑って、

「今と、逆だ。お前が寝ていて、わたしがお前の手を握っていた。お前の身体からだはどんどん冷たくなって……ああ、思い出したよ、雅みやび」

　彼女の本当の名前を、呼んだ。

「わたしはあの時……泣いたんだったな」

　あれが、涙を流した最後の記き憶おくだ。

　病やまいに罹かかったときも泣かなかった。

　実の母が神楽かぐらだと知った時も同じだった。

　さっき景けい介すけに拒きよ絶ぜつされた時も、絶望に反して涙は出なかった。

　でも、覚えている。

　彼女が──雅が死んだ時の悲しさを。

　大事なひとを失うというのが、どういうことなのかを。

「申し訳わけ、ありません、お嬢じようさま」

　何な故ぜか棺かん奈なは頭を下げ、

「棺奈は、泣くことが、できません」

「いいんだ」

　その様よう子すが可お笑かしくて、少し笑った。

「なあ……雅？」

「はい」

　薄うすれゆく意識の中で、木こ春はるは言う。

「約束。景介と三人で暮らすという、あれ。果たせなくて……すまなかったな」




　そこから先は、或あるいは幻まぼろしだったのかもしれない。

　生命が終わる寸前の、死が見せる夢だったのかもしれない。

　けれど、木春の耳には聞こえた。

　はっきりと、疑いようもなく。

　確かに──聞こえたのだ。




「いいのよ、木春」

　昔と同じ、雅の声が。

「あなたが誰だれよりも景介を好きでいてくれたこと、私は知ってるから」
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　春の陽ひ射ざしは暖かい。

　森に吹く風に当たると、わずかに火ほ照てった身体からだが適度に冷まされて心地ここちよかった。鳥のさえずりや木々のざわめきも手伝って、型かた羽はは知らず頬ほおに笑えみを浮かべる。

　里さとの再さい建けんが、つい先日終わったばかりだ。

　昔の、屋や敷しきと家か屋おくが建ち並んでいた頃ころに比べれば見る影もないかもしれない。再建といっても控えめなもので、幾いくつかの家とそれから畑、中心に小さな社やしろ、それだけ。

　でも、それだけのものを作り直すのに、結局七年もかかってしまった。

　最初の一年は荒れ果てたここを平地にするだけで終わったし、次の三年間は皆の供く養ようという意味を込め、社だけ建てて手を付けなかった。それからようやく準備に取りかかり、費用の工く面めんやら家の設計やらなんやかやを経て、実際に作業を始めたのは一年前になる。

　それぞれに生活があったからというのもある。それに、さすがに無む関係の人間を立ち入らせる訳わけにはいかないから、すべて自分たちでやるしかなかった。時間がかかってしまったのは、まあ、仕方がない。

　型羽は今日からここに住む。

　大たい概がいの者たちは他の場所に家があったりなので、別荘のような形で使うそうだ。だから、本格的に住居とするのは自分と、それから檻おり江えのふたり。

　寂しいという気持ちがない訳わけではない。ただ、それでいいのだ、という気もする。

　ここは、在りし日を偲しのぶための場所であり、たまに立ち寄るふるさとのようなもの。一族が揃そろって隠かくれ住むなんてこと、今となってはナンセンスだと思う。

「型羽あ！」

　気の向くままにあちこちを見て回っていると、遠くから大声で自分を呼ぶ者があった。

　畑の向こう側。

　相変わらずのポニーテールを揺らし、手を振りながら実に元気な姿すがた。

「棗なつめさん」

　彼女の名を呼ぶと、向こうから小こ走ばしりで駆かけてくる。

「みんなは？」

「まだですよ。棗さんは、まあ……一番乗のり、かな」

　今日は、落らく成せい式だ。

　そんなに形式張ばったものではないが、久しぶりに全員が揃う。

「それにしても……」

　型羽は棗の全身を見て、少し呆あきれた。

「私し服ふくだと子供みたいですよ」

　パーカーにジーンズ、スニーカー。髪かみ型がたも手伝って、いつものスーツ姿とはほど遠い。

「いいのよ。あたしの年ねん齢れいは十九で止まったんだから」

　いけしゃあしゃあと言い切った。

「私と同い年にすら見えませんけど」

「なによあんた……昔はちんちくりんだったくせに。綺き麗れいになっちゃってまあ」

「誉ほめてるんですか貶けなしてるんですか」

　ぐりぐりと頭を撫なでてくるが、もはや身長はほぼ同じ。格かつ好こうはつかなかった。

　実際のところ──外見だけ見れば、年ねん齢れいの差はあまり感じられない。

　鈴すず鹿かの一族は総じて老いるのが遅い。四よ十そ路じが二十代に見られることもままあるし、ようやく中年と呼べる外見になるのは五十を超えてからだ。

　もっともそれは、女として幸福なのか不幸なのか。棗なつめの服装からは不幸に思えなくもない。

　と、電話が鳴った。棗のものだ。

「はい、もしもし？」

　即そく座ざに出る。声の調子から、仕し事ごと関係ではなさそうだった。

　これでいて、職場ではけっこう優秀なアピールコンサルタントをしているというから恐れ入る。まあ、優秀なのは自称だが。仕事が忙しくて結婚する暇ひまがないのよねえなどと言っていたけれど、そもそも相手がいるのかどうか。

「うん、わかった。じゃあまた後でね」

「誰だれからですか？」

　電話が終わったので問うと、

「通つ夜や子こさん。旦だん那なが家に仕事の書類忘れていったから、それを届けてから来るって」

「じゃあ、少し遅れますね」

「三十分くらい、って言ってたよ。しっかし、あそこはまだまだラブラブだねえ」

「……一生続くんじゃないでしょうか」

　だいたい幼おさな馴な染じみで結婚してあれなのだから、もう治らない気がする。普ふ段だんの通夜子と、旦那さんと一いつ緒しよにいる時の彼女とのギャップは今でも慣れない。

「砂さ姫きさんたちは？」

「さっき、あっちも遅れると連れん絡らくがありました」

　つい十分ほど前のことだ。

　電話を取った瞬しゆん間かん、一方的にまくし立てられた。

　はろーはろー型かた羽はちゃん？　血ち香かだよー。ちょっと渋じゆう滞たいに捕まっちゃっててさ、あ、血ち沙さに変わろうか？　いい？　え、砂姫さん？　砂姫さんは運転中。じゃあそういうことで。

　そして用件が終わったら即そく切きれる──思い出しただけで頭が痛くなった。

　昔からあの双ふた子ごはどうも苦にが手てだ。戦いが終わった後、砂姫に引き取られ『ひじり』の補ほ佐さとして働くべく教育をみっちり受けたにも拘かかわらず、性格は直るどころか煩うるさくなる一方。

　うちの娘むすめが最近あの阿あ呆ほどもに影えい響きようを受けてきた、と砂姫が以前愚ぐ痴ちを零こぼしていた。厳きびしいお母かあさんよりも楽しいお姉ねえさんたちの方が好きらしい。

　思い返して苦く笑しようしていると、棗なつめがぽつりと、残念そうに呟つぶやいた。

「じゃあ、始まるのはもう少し先かな」

「そうですね。お茶でも飲みますか？」

「いいの？　入っても。落らく成せい前でしょ？」

「私たちの家は昨日きのうから使ってるんです。それにもう、ひとりだけ来てますよ」

　あ、そうなんだ、と言う棗に、型かた羽はは頷うなずいた。

「はい。昨日はお泊まりだったので」




　　　　　　　　　　※




　型羽たちの新しい家は、藁わら葺ぶきの日本家か屋おくだ。

　それほど広くはないが普ふ段だんふたりで暮らす分には充分だし、そもそも派は手でである必要性を感じない。たまにこうして誰だれかが泊まりに来てくれた時に、手て狭ぜまにならなければそれでいい。

　家の脇わきには桜の花が一本植うえられている。七年前に植しよく樹じゆしたもので、その根元には小さな墓ぼ碑ひがひとつあった。七年前に焼けた『迷まよい家が』から移してきたものだ。

　桜は去年くらいからようやく花を咲かせ始めた。今は五分咲ざき、そろそろ満まん開かいだろう。

　囲い炉ろ裏りの横に座っていた檻おり江えが、入ってきた型羽と棗に気付いてこっちを向いた。

「いらっしゃい」

　穏おだやかに笑えむ。

　七年前からまったく容よう姿しが変わらない彼女だが、昔と比べると随ずい分ぶんと表情が身に付いたし、なにより物もの腰ごしに大人おとなを感じさせる。誰だれかさんに見習って欲しいものだ。

「やっほー、檻江さん」

　その誰かさんは、ずけずけと家に上がり込み、檻江に手を振る。

　それから、おっかなびっくりこっちを窺うかがっている娘むすめへと、
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「朽くち乃のちゃんも。元気にしてた？」

　しゃがみ込んで顔を近付ける。

　彼女はしかし「ひ」と驚いたふうに怯おびえ、檻江の陰かげに隠れてしまった。

「こ、こんにちは……なつめおばさま」

「んー？　誰がおばさまだって？」

　遠えん慮りよなく真まっ黒くろな髪かみをぐりぐりと撫なでる棗だったが、朽乃はやっぱりおどおどするばかり。

「まったく……そんなことだから棗さんは、いつまで経たっても懐なつかれないんですよ」

　型羽は呆あきれ顔で、朽乃を抱き上げる。

「朽乃も。あなたもう、四つになったのでしょう？　そんなに人見知りばかりしていては駄だ目めですよ。もう少し毅き然ぜんとなさい。お父とうさまに叱しかられますよ」

「おとうさん、しかったりしないもん……」

「ああ……そうだった」

　彼女の父は親バカだったのをすっかり忘れていた。

「しかし、こんなに弱気だと先が思いやられますね。本当、誰だれに似たのやら」

　言いながら、心しん中ちゆうで苦く笑しようする。

　彼女が誰に似たか、型かた羽はは知っている。が、会ったことはなかった。

　まあ、だいたいこんな感じだったのだろうとは思うが。

「で、朽くち乃ののお父さんとお母かあさんは？」

　あぐらをかいて座り込んだ棗なつめが、問うてきた。

　気付けば、囲い炉ろ裏りに下げてあった薬や缶かんから勝かつ手てに茶を淹いれて飲んでいる。

「……年々男おとこ前まえになっていきますね、あなたは。婿むこの来き手てがなくなりますよ」

「あんたは年々口煩うるさくなってくわね。そっちこそ婿の来手がないわよ」

　軽かる口くちを言い合い、互いに笑ったところで、

「もうすぐですかね、あのふたりは」

　壁に掛けてあった時計を見つつ答えた。

「さっき、メールがあったよ」

　檻おり江えが補ほ足そくする。

「今から山を登るって。あと、朽くち乃のは寂しがってないかって」

「どっちからです？」

「母親から」

　親バカは父だけではないらしい。

「じゃあ、待ってましょうか」

　溜ため息いきをひとつ吐つき、型かた羽はは朽乃を檻江に預けた。

「私、お菓か子しを持ってきますね」




　わいわいと楽しそうに話を始めた棗なつめたちから背を向けながら、型羽は思う。

　みんな、それぞれの道を歩んでいる。

　結婚したり、子供を産んだり。仕事に励はげんだり、気ままに生きたり。

　──まるで、人間みたいに。

　たぶん鈴すず鹿かの一族は、自分たちを最後に途と絶だえるだろう。仮に妖よう魅みとしての血は残っていくとしても、そんなこととは無む関係に。『鈴鹿』という繋つながりは、せいぜい朽乃までだ。

『ひじり』は、将来的に解かい体たいも考えているという。朽乃と砂さ姫きの娘むすめ、そのふたりが喪も着ぎを望まなければそれで終わろうか、と。型羽か棗か、あの双ふた子ごかが結婚した上で子供を産めばまた話は別になるが──今のところ兆ちよう候こうはない。まったく、どうなることやら。

　でも、それでいいのだろう。

　たぶん今のこの状態は、自分たちの先せん祖ぞが代だい々だい、密ひそかに夢見てきたものだろうから。

　始し祖その代から、七年前の頭とう首しゆに至るまで。

　人に混じり、人と共に、人として生き、人として死ぬ──。

　狭い社会に閉じ籠こもり、種しゆ族ぞくの誇りだなんだのとわめくよりは、よほど潔いさぎよい。




　茶ちや菓が子しを用意していると、家の扉とびらを叩たたく者がある。

「型羽、いるのか？」

　思ったよりも遙かに早い来客に、型羽は驚いた。

　戸の向こうで、なにやら言い争う声もする。

「そんなに急がなくても、朽乃は逃げやしねえよ」

「なにを言うか。朽乃が寂しがっていないか、妾わたしは心配で……」

　なるほど、だから早かったのか。

「あ、おとうさん、おかあさん！」

　朽乃が途と端たんに気を大きくして立ち上がり、土ど間まへと駆かけていった。




　　　　　　　　　　※




　引き戸を開き、幼い娘むすめは母親の腰にしがみつく。

　父親は肩で息をしながら、娘の頭を優しく撫なでた。

　家の外から、桜の花びらがひとつ。ふらりと舞い込んでくる。

　それは娘の鼻はな先さきをくすぐり、彼女の幼いくしゃみと両親の笑顔を誘さそった。







あとがき




　愛とか恋とかそういった単たん語ごは正面きって口にすると妙みような恥はずかしさを覚えてしまうものですが、それでもやっぱり『好き』という気持ちを持たずに生きていくのはなかなか難しいことです。愛情の対たい象しようを家族や友人、恋人のみならず、テレビの向こうの芸能人じんやスピーカーの向こうのミュージシャン、果てはキャラクターや無む機き物ぶつにまで広げれば、なおさら。

　誰だれかや何かを好きになるのは当たり前のことであり、とりたてて素晴らしいものではありません。それが醜みにくい感情へと繋つながることもあるし、厭いやな思いをすることだってあります。好こう意いの結けつ末まつが幸福であるという保ほ証しようもなく、好きになることと幸福になることとは実際のところ、世せ間けんで言われるほどイコールで結びついていないと思います。

　けれど、好きという感情を一切廃はいした人生を送るのは、憎にくしみや恨うらみを持たずに生きていくよりもずっと困こん難なんであり、それは間違いなく不幸なことでしょう。




　そんな訳わけで、口にするのが恥ずかしいならいっそ小説で書いてしまえということで書き始めた『アカイロ／ロマンス』、本ほん巻かんで完かん結けつとなりました。

　愛とか恋、ひいては『好き』という感情は、本能的であるが故ゆえに複雑怪かい奇きで、刹せつ那な的であるが故に尾を引きます。この物語ですべて書き切れたなどとは口が裂さけても言えませんが、それでもなんとなく、ぼんやりと、袖そでを掴つかむことくらいはできたのかな、などと傲ごう慢まんな感覚を持てる程度には、書けて満足しています。




　前ぜん作さく『レジンキャストミルク』や前ぜん々ぜん作さく『ルナティック・ムーン』と同どう様よう、予定していたように話を進め、書き残したこともなく予定していた通りの結けつ末まつを迎えられたことは本当に嬉うれしく思います。これもすべて、このシリーズを愛してくれた読者の方々のお陰です。

　また、担たん当とうの佐さ藤とうさん、イラストの椋くら本もとさん。いろいろとご迷めい惑わくをおかけすることも多かった身で恐きよう縮しゆくですが、他ならないこの三人でシリーズを最後まで書き上げたことは僕の誇りです。椋本さんの描いた灰はい原はら吉よし乃ののキャララフを見た瞬しゆん間かんの感動は一生忘わすれられないでしょう。不ふ遇ぐうな子ではありましたが、僕にとって吉乃は、このシリーズを象しよう徴ちようする最も大事なキャラクターでした。そんな彼女に──もちろん景けい介すけや枯かれ葉はたちにも──想そう像ぞうしていた以上の魅み力りよくと生命を吹き込んでくれたことは、感謝してもし足りません。

　ありがとうございました。




　これからのことですが、まだいろいろと企き画かくを詰つめている段階ではっきりしたことは言えません。が、ひょっとしたら次の本は電でん撃げき文庫ではなく、今度新たに創そう刊かんされるメディアワークス文庫から出る……かも。とか言いつつやっぱり電でん撃げき文庫からかもしれませんが。まあなんというか、話はなし半分で。どちらにしても来年の春くらいに出せたらいいなと思います。

　ともあれ、もしよろしければ次の作品も、どうかお手にとって頂けたら。





藤ふじ原わら 祐ゆう
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藤ふじ原わら祐ゆう

『アカイロ／ロマンス』シリーズもこれで終了となりました。楽しんで頂けたでしょうか？

　ちなみに作者は休む間もなく現在新作を執筆中。

……嘘です本当は気が抜けてのんびりしちゃってます早く書きますごめんなさい担当さん怒らないで。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。（さらに続き）印刷物にあわせて調整すればいいんでは、てことでどうにか一件落着。ＰＣ色塗り暦10年以上ですが未だに色々わかってません……










アカイロ／ロマンス６




舞まいて散ちれ、宵よいの枯かれ葉は








藤ふじ原わら　祐ゆう
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